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不完全神性機関イリス


１５４cmの最終兵器





細音　啓
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　カスカベアキラ
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　　Phase.0『最終兵器？』







　真っ暗な世界。


　世界の果てまで続いているのかと錯さつ覚かくするくらい、空も大地も黒一色に覆おおわれていた。


　だけど、それは雲でも影かげでもない。


　世界を黒一色に埋うめつくすのは、何千何万という数の奇き怪かいな影。


　奇怪な黒い霧きりをまとう影で、獣けものの形をしたのがいれば人そっくりの形の影もある。大きさも子犬から巨きよ大だいな竜りゆうサイズまで。


　それは『幽ゆう幻げん種しゆ』と名付けられた正体不明の侵しん攻こう者だ。こいつらの侵攻によって、既すでに何十という国家が壊かい滅めつ、世界の75パーセントが死の大地と化した。





　その侵攻者に立ち向かう銀色の少女。





　手にした大おお鎌がまの一ひと振ふりで何百体という幽幻種を薙なぎ払はらう。


　本来なら幽幻種一体を討とう伐ばつするのに傭よう兵へい四人と軍用人型機械体アンドロイド十体が出向くってのに、映像の少女はわずか１２０秒余りで実に６０００体以上の幽幻種を倒たおしてしまっていた。


　──機械の身に神しん性せいの力を宿した少女。


　今の映像は、かつて一度だけ民間のテレビ局にうっかり撮影されてしまって公おおやけに放映された時の録画映像だ。


　それを繰くり返し再生し続けるテレビを横目に──


「…………くっそぉおおおおぉぉぉぉっっっ！」


　今日の分の『被害』記録をノートに書きおえたところで、俺はペンを放ほうり投げて盛せい大だいに悲鳴を上げたのだった。


「完っ全っ大赤字。今月の生活費より修理代のが高いってどういうことだよ!?」


　本日の被害レポート。


　カーテン一枚が焼失。窓ガラス二枚と新品の大皿一枚が使い物にならなくなって、リビングの絨じゆう毯たんが丸々水みず浸びたしになった。理由は思いだしたくもない。思いだしたくないのだが、原因はすべてアイツだということだけはわかってる。


　そう。あの外見だけは可愛かわいい、自じ称しよう『優ゆう秀しゆうで素す敵てきな家メ政イ婦ドロボ』なアイツのせいだ。


「凪なぎ、凪どこですか！　大変です！」


　タイミングが良いのか悪いのか、廊ろう下かを挟はさんだリビングから俺の名前を呼ぶ声がした。


　さっき昼食の準備をしますと言っていたから厨ちゆう房ぼうからだろう。


「俺は部こ屋こにいるっての。今度はなんだよ、また皿でも割ったのか」


　俺は自分の部屋から叫さけび返した。部屋に出るのが面めん倒どうくさかったのもあるけれど、それ以上に、向こうで何が起きてるのか怖こわくて見に行きたくなかったから。


「い、いえ。違ちがうんです。何も壊こわしたり動かなくしたりしてないのですが……その……」


「なんだ。それじゃあ良いじゃねぇか。そんな大声だして心配させんなよ」


「火事です」


　ピキッ、と俺の中で何かが音を立てて砕くだけ散った。


「早く、早く来て！　フライパンが炎えん上じようしています！　火に……火に水をかけようとしたらそれが……よく見たら油で」


「完全にお前のせいじゃねぇか!?」


「ああっ、もうだめ……。これ以上炎ほのおが燃え移らないよう、これより炎周りの厨房部を破は壊かいします。凪、対グ戦レ車ネ擲ー弾ドの使用許可を！」


「許可するわけねぇだろうがぁぁぁぁぁっっっ、こンのクソ家メ政イ婦ド！」


　絶ぜつ叫きようし、俺は厨房の扉とびらを蹴けり開けて中に押し入った。


「……許可、してくれないんですか」


　エプロン姿できょとんと首をかしげる女の子。


　さらさらと涼すずしげな銀ぎん髪ぱつに可愛らしい顔立ち、首をかしげる仕草もまるで子こ猫ねこのように愛くるしい。……のだけど、その手にはどこから入手してきたかもわからない巨大な擲てき弾だんが握にぎられてるから恐おそろしい。


「許可もなにも、人ひと様さまの厨房を壊すんじゃねぇよ！」


「むー。じゃあ普ふ通つうの消火活動します。冷水も鍋なべに溜たまってますし」


「なんでその選せん択たく肢しが先に出てこねぇんだよ!?　しかもなんで不服そうなんだよ!?」


「だって……普通に消火したら発火原因がわかってしまいますし」


「うわぁぁぁぁぁっだめだコイツ!?」


　俺は女の子の手に握られた擲弾を引ったくり、鍋に溜まっていた水を炎上するフライパンに勢いよくぶちまけた。


「……っはぁ、ぁっ……はぁ…………消えたか」


「お疲つかれ様でした」


　息を荒あららげる俺の背中をさすってくれる当人。


「おかしいよな。俺、一週間不ふ眠みん不ふ休きゆうで家メ政イ婦ド用のプログラム組んだのに、どうしてお前の家メ政イ婦ドスキルはゼロ……つぅかマイナスなの？　何度修正かけても直らないし」


「申し訳ありません」


　水浸しになった床ゆかを拭ふきながら彼女が頭を下げる。


　淡たん々たんとした謝り方なのは機械だから仕方ない。だけど俺には……俺を見上げるソイツの表情がいつもより少しだけ悲しそうで、声も少し震ふるえているように思えた。


　……いつもそうだ。


　こいつは機械のくせに、どんな緻ち密みつな家事プログラムを組んでも家事ができなくて失敗だらけ。そのくせ失敗すると本気で「がっかり」して悲しそうに俺を見る。


　まるで本物の人間みたいに。主人である俺にだけ伝わるくらい微かすかな反応だけど、本物の心があるみたいに悲しそうに表情を暗くする。


「……ったく」


　タオルを手にとって、俺もその場にしゃがみこんで床をふきはじめた。


「なあイリス」


「はい」


「……お前本当に、人類オレらの最終兵器なんだよな」


　世界の四分の三が死んだ世界。


　その残りの四分の一すら時間の問題と言われている中で、その世界を消しよう滅めつさせつつある元げん凶きように対たい抗こうできる唯ゆい一いつの可能性。それが────


「お前が人類オレらの最後の希望だなんて、なんか不思議だわ」


「ふぇ？　わたし、最後の希望なんですか？」


「……自覚ねぇのかよ」


　あまりに暢のん気きな声を出すもんだから、俺は思わずがっくりと肩かたを落としてしまった。


「だってお前……ああ、やっぱいいや」


　本人の前で言葉で説明するのはなんとなく気き恥はずかしくて、俺はリビングのテレビの電源を入れてビデオ映像を再生させた。さっき俺の部屋で見てたのと同じ映像だ。


「ほらこれ」


「……おお、恰かつ好こういい」


　テレビの映像を釘くぎ付づけになって見つめるイリス。


「ね、ねね！　凪見ました？　すごいですよ。すっごく恰好よく撮とれてます！」


「本人が自分の映像に見とれてどうすんだよ」


「えーだってだって、私、普通の家メ政イ婦ドロボですもの。こんな戦せん闘とうシーン自分で見ると、なんだか嬉うれしいような恥ずかしいような気分じゃないですか」


「いやだから、その映像流れた時はごまかすのが大変で──」


「それに」


　俺が言う前に。


　くすっと口元を微び笑しようにかえて、その機械少女は自信ありげに頷うなずいてみせた。


「それに、凪からお前が希望なんだって言われるのは嬉しいです。そんなこと言われたら、わたし少しだけ頑がん張ばっちゃうかもしれません」


「……なにを？」


「凪が喜ぶことは全部です。料理も洗せん濯たくもお掃そう除じも」


　水を含ふくんだタオルを大事そうに抱かかえてイリスが立ち上がる。


「見ててください。今はダメダメですが、わたしきっと素敵な家メ政イ婦ドロ────あ、あっ、ちょ、ひゃ、ひゃあぁぁぁぁっっ!?」


　……だめだこいつ。


　両手を腰こしにあてて胸をはった途と端たんにバランスを崩くずして転てん倒とうする家メ政イ婦ドロボに、俺は今度こそ深々と溜ため息いきをついた。


「…………」


「なんですか凪？」
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「なんでもねーよ」


　素知らぬ風をとりつくろって、首を横にふってみせる。


　たとえその正体が『神性機関』と呼ばれる人ひ類との最終兵器だったとしても、俺が拾ってきた時のダメダメな姿からコイツは何一つ変わっていない。何一つとしてだ。


　少しだけ昔に、俺はそのことに少しだけ驚おどろいて少しだけ残念がって……それから、少しだけほっとしたことを覚えてる。


　イリスという名の機き神しん少女。


　俺がコイツを拾ったのは、今から少しだけ前のこと。


　あれはたしか真夏の、それも学校に行く気も失うせるような猛もう暑しよの日のことだった。




　　Phase.1『廃はい棄き場の機械少女』







　　　　１





　軍学校アカデミーってどんな学と校こ？


　そう言われて、一いつ般ぱん人はどんなものを想像するんだろうな。


　火薬の臭においがたちこめる校庭で、軍服着た教官に怒ど鳴なられながら生徒が重荷を背負ってランニングするような学校。まあそんなところ？


　だけど実を言うと、軍学校アカデミーだって普通の学校と何一つ変わらない。


　たとえば俺──凪なぎ・一いち咲さき・ジールの入学した宝ほう条じよう軍学校アカデミー・高等部だと家庭科で調理実習したり音楽の時間に歌も歌う。秋には学園祭、冬にはマラソン大会とイベントだって目白押しだ。軍学校アカデミーだって普通の高等学校ハイスクールとまるで同じに、運命的な彼女との出会いから始まる俺の学園ドラマが待っている。


　……ええ、入学式の名めい簿ぼを見るまではそう思ってたさ。


　……受験したはずの『機械工学科』じゃなくて、絶対行きたくなかった『傭よう兵へい科』の中に俺の名前を見つけてしまったのが──


「今にして思えば、あれがそもそもの間ま違ちがいだったんだよなあ」


　昼休み。それぞれ自分の机で食事をとるクラスメイトたちは誰だれもが楽しそうで、椅い子すに座ったまま一人ぼんやりしてるのは俺くらいなものだろう。


　……ああ、なんだろうこの無気力。


　学校にいるのが辛つらいわけじゃないんだけど、自分で選んだはずの傭兵科という進学コースに、俺は今も馴な染じむことができずにいた。もう入学して一年経たったってのにな。


「午後の講義は鬼おにごっこだっけ」


　軍学校アカデミーの講義には当然、軍事訓練に相当するものが組みこまれている。


　今日の講義も本当はフルマラソンなんだけど、単に走るのは味気ないんで、鬼役が子役を追いかけ回す鬼ごっこ形式を採用してる。可愛かわいいもんだろ？


　しかし問題は、俺の所属が傭兵科ということで。


　宝条軍学校アカデミーでもっとも訓練が厳しいと言われる傭兵科の場合、『鬼ごっこ』の鬼役は飢うえたライオンなわけですよ。しかもライオンならマシな方で、本物の機関銃マシンガン持った人型機械体アンドロイドに追いかけられたクラスもあったっていうし。


　……まあつまり、何が言いたいかというと。


「くそ！　俺のバカバカ、この世のどこに『機械工学科』と『傭兵科』間違えて受験する奴やつがいるんだよ。気付くだろ普通は……っ！」


　髪かみをくしゃくしゃに搔かきむしって、俺は机に突つっ伏ぷしたのだった。





　放課後。


「痛いて。痛つっ……。あの教官、どんだけ生徒虐いじめが好きなんだっつぅの」


　頰ほおと擦すり傷を手でおさえ、俺は一人で自宅までの帰り道を歩いていた。


　学生の青春は放課後の部活動！──なんて感じでクラスの大半は部活に大おお忙いそがしだけど、俺はその数少ない例外だ。おかげで帰宅部部長だなんて呼ばれているけど。


「痛いっつぅ。帰ったら化か膿のう止めの塗ぬり直しだよなこれ」


　顔だけじゃない。制服の下に隠かくれた両りよう肘ひじと両りよう膝ひざ、脇わき腹ばらなんかも擦り傷だらけだ。


「…………あ、あのぉ……なぎ先せん輩ぱい。これ、どうぞです」


「ん？」


　唐とう突とつに、俺の目の前に消毒用のアルコールボトルが現れた。ボトルを握った手を視線でたどっていけば、俺のすぐ真横に小こ柄がらな金きん髪ぱつの女の子が。


「お、シィじゃん。さっきはお疲れ」


「は、はいぃぃぃ。お、お疲れさまです！」


　仰ぎよう々ぎようしいほどおおげさに彼女が会え釈しやく。


　シィ──正確にはシステア・イ・カッサンテアリャアという長ったらしい名前が、この金髪の女の子の本名だ。俺のクラス38人のうちの一人、つまりクラスメイトなわけだけど、彼女は飛び級で一つ年下の十六歳だから俺は「なぎ先輩」と呼ばれてる。


「よかったー。追いかけたら間に合うと思ったのです」


　息を切らせながらニッコリ笑うシィ。


　金髪碧へき眼がんに人形めいた愛くるしい顔立ちで、性格も謙けん虚きよだからクラスの女子からは妹分みたいに大事にされてる子だ。さらには男子からも注目の的で、でもそれは、……あんま堂々と言うのもどうかと思うけど、歩くたびに制服を押し上げて揺ゆれる人一倍見事に発育した彼女の胸と腰まわりというのが理由だったりする。


　しかし隣となりを歩く俺としては……その、目のやり場に困ってしまうわけで。


「先輩？　これ、消毒の」


「ああ、悪わりぃ悪ぃ。ありがとな」


　なるべく彼女の胸むな元もとを見ないようにって思ってたもんだから、ついついシィの持ってる消毒ボトルを受けとるのも忘れてた。


「助かる、ちょうど俺の切れかけてたから」


「よ、よければそれあげますです！　か、かか、敢かん闘とう賞です！」


　消毒ボトルを丸々一瓶びん、彼女が俺の胸元に押しつけてきた。


「敢闘賞って……鬼ごっこで逃にげてただけじゃん。俺らクラスが逃げる役だったんだし、シィも逃げてただろ」


「でもわたし、三十秒で捕つかまっちゃいましたです」


「いやいや、まともに連中から三十秒逃げれたらすごいって」


　お人形みたいに可愛らしい外見とはいえ、シィだって歴れつきとした傭兵科の一員だ。今年の体力測定だって逆風のなか百メートル走を十一秒ジャストとか記録してしまう女子である。問題は、そんな彼女を三十秒で捕まえてしまう鬼役あいての方だろう。


「ありゃ無理だろ。連中の平均記録聞いたか？　百メートルを四秒台で走るバケモン揃ぞろいだし、ていうか実際人間じゃねえじゃん」


「学校が誇ほこるとっておきの高性能人型機械体アンドロイドらしいですよ？……でも本当に、追いかけられてる時は怖こわかったです」


　口元に手をあててシィが苦く笑しようする。


　人型機械体アンドロイドってのは人間そっくりの機械と思ってほしい。機械工学の発達した現代は家メ政イ婦ドロボとして普ふ通つうに歩いてるし、軍用としても年に百万体ペースで量産されている。中には人工知能の学習の一いつ環かんで学校に通ってるのもいるくらいだ。


　とまあ見慣れた存在ではあるけれど、うちの学校の人型機械体アンドロイドは見た目人間そっくりだけど表情はマネキンみたいな奴らばかり。シィじゃなくたって気味悪く感じる生徒はいるだろう。


「でも、なぎ先輩はすごかったですよ？　わたしも友だちもすぐ捕まっちゃったのに、先輩は見事に九十分間逃げきっちゃうんだもん！」


「あー、それクラスの男子で勝負してただけだからなあ。誰が長く逃げられるかって」


　確かに俺は制限時間きっちり逃げきった。


　でもそれは一言でいえば何でもありというか、手段を選ばない逃とう走そう方法を使った結果だから、あまり褒ほめられたものじゃなかったりする。


　ええと……追いかけてくる人型機械体アンドロイドが滑すべるようにオイル撒まいたり、追いつかれそうになったらプールに飛びこんだり木の上に登ったり、挙げ句の果てに校舎の二階から窓ガラス割って一階に飛び降りたりしたわけで。


「……おかしいな。思いだしたら逆に俺が落ちこみそう」


「そんなことないですよ？　教官だって『殺虫スプレーから逃げるゴキブリ並の逃走能力だ』って褒めてくれたじゃないですか」


「あれって褒め言葉だったのか？」


　そんな暢のん気きな会話をしつつ、整備された街の舗ほ装そう路を俺とシィは歩いていた。


　午後三時。まだ陽ひも高いし天気も良い、髪をなびかせる風も心ここ地ちよくて……家のなかにいるのはもったいない。インドア派の俺すらそう思うような快晴だ。


「あの……先輩……」


「ん？　なに？」


「う、後ろ失礼していいですかぁ？」


　どういう意味だ？　俺が首を捻ひねっていると、シィの方がいそいそと俺の背後に回りこんで背中にぴったりとくっついてきた。


　あー、なるほど。女子にこの日ひ射ざしは辛いもんな。


「ご迷めい惑わくかけますです……」


「全然。こっちだっていつも昼飯もらってる身だし。こき使ってやってくれ」


「い、いえいえいえいえ！　そ、そんな滅めつ相そうな……わたしの好きでお弁当を食べてもらってるだけですので」


　そうなんだ。料理人になるのが夢である彼女は自分で昼ご飯を用意してくるのだけど、大量に作りすぎた時には俺にもお弁当としてふるまってくれる。


「戦場の料理人だっけ？　傭兵科に通いながら料理も独学だもんな。すげえよシィは、ちゃんと将来の夢が決まってんだから。腕うでに職って感じだし」


「……え、えへへ。ありがとうございますです」


　嬉うれし恥はずかしいのか俺の背中にシィがぴったりくっついてくる。だけどこんなに密着されると……あの、今俺が背中に感じてるふわふわ柔やわらかい感かん触しよくって、ええと、これ彼女の胸なんだよな。


「シィ、ちょっとくっつきすぎっていうか……」


「え？」


「いやそのな、ちょっと問題が」


　普通の男子生徒なら喜ぶ場面なんだろう。


　だけど残念なことに、彼女いない歴十七年の俺にとってこういうのは刺し激げきが強すぎて、嬉しいより先に緊きん張ちようで息が止まりそうになってしまうわけで。


「あ、ああぁぁっごめんなさいです！　あたし何かしてたんですね!?」


「……そんなすごいことじゃないんだけどな」
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　とにかく素す直なおに身を引いてくれる純じゆん朴ぼくさがこの子のいいところだ。


　二年前くらいだっけか、チャラい他校の男子に絡からまれてるのから助けた帰り道以来、このポジションがどうも彼女のお気に入りになってる気がする。


「えっと何の話してたっけ」


「傭よう兵へい科の訓練とかそういうのです。……でも先輩は、今日の訓練だって大だい活かつ躍やくしてたのにあまり喜んだりはしないんですものね」


「そう見えるか？」


　俺の顔を覗のぞきこむ彼女に、俺は小さく肩かたをすくめてみせた。


　活躍できれば達成感はある。だけどシィの言うことも事実ではあって、頑がん張ばれば頑張るほど、今の傭兵科っていう所属に違い和わ感かんを覚えているのが本音だ。


　帝立・宝ほう条じよう軍学校アカデミー。


　世界の75パーセントを死し滅めつさせた正体不明の侵しん攻こう者『幽ゆう幻げん種しゆ』に抵てい抗こうするため、そいつらと戦う傭兵や軍隊の士官を育成する教育機関になる。


　俺たちの暮らす『帝てい国こく』には軍学校アカデミーがいくつもあって、中央区の名門校エリートコースから地方の三流校まで教育レベルも幅はば広ひろい。その中で宝条軍学校アカデミーはといえば、成績で言えば可もなく不可もなく。辺境の周辺軍学校アカデミーの中じゃ少しは良い方くらいだろうか。


「……機械工学科は学う校ちの目玉ですから、先輩が行きたかった気持ちもわかりますです」


「ま、二年にもなってまだ迷ってる俺が悪いんだけどな」


「そそ、そんなことないです！　だって優ゆう秀しゆうな先輩をたくさん出してるし、傭兵科なんかより予算もついてるんですよね。専門教官が生徒一人につき一人ついて、研究室も生徒一人に一室完備だなんて傭兵科じゃ考えられないですから……」


　シィの言うとおり、機械いじりが好きな人間には最高の環かん境きようだ。


　子供の頃ころから食事も忘れて機械工作に没ぼつ頭とうしていた俺も、当然に機械工学科を志望して受験した。だけど合格通知に記き載さいされた進学コースは傭兵科？


　調べてみると、なんと俺が受験学科をマークミスして機械工学科の隣の学科をマークしてたという大失敗があったわけで。


「……せめて試験問題が学科ごとに違ちがうなら一発でわかったんだけどな」


「うちの軍学校アカデミー、入学試験は全学科でテスト内容同じですからね」


　さらに言うと、自分の希望進路をマークミスするような奴やつは軍学校アカデミーにそもそも向いてないわけで、再受験させてくれなんて言えば今度は傭兵科の合格すら取り消されかねない。そんなわけでマークミスしたことも迂う闊かつに主張できず、もっとも過か酷こくと噂うわさの傭兵科に俺は涙なみだを呑のんで入学したわけだ。


「でもでも！　あたし、なぎ先せん輩ぱいは傭兵科も似合うと思うんです。訓練初日から教官の鬼おに訓練に耐たえてたのは先輩だけじゃないですか！」


「……だけど俺、アレまだ夢に見るんだぜ？」


　実際、傭兵科の訓練は噂どおりのものだった。


　たとえば「両手を失っても河を泳いで渡わたれる訓練」という講義で両手両足を縛しばられたあげく、深さ十メートルのプールに突つき落とされたのが入学初日。その翌日にはプールにピラニアと電気ウナギが追加されていて、俺は生しよう涯がいで初めて死を覚かく悟ごしたっけな。


「俺のはなんつぅか『こんな傭兵科クソコースやってられっか』って、やぶれかぶれな悪あがきで訓練に耐えてるだけだからなぁ」


「で、でもあたしは……先輩と一いつ緒しよにいられて…………幸せで」


「ん？」


「な、なんでもないのです！　忘れてください！」


　顔を真っ赤にしてブンブン首をふる金きん髪ぱつ少女。


　…………でもな。


　……実際、俺はどうなんだろう。


　戦場の料理人ていう目標を持ってるシィと比べて、なんだか半はん端ぱな学校生活送ってないか？　俺も傭兵科を一年やり抜ぬいて二年生。このまま行っちゃえという気持ちがある反面、機械工学科への転校も再受験も間に合うって気持ちも燻くすぶっていたりする。


「…………」


　そしてそんな時、俺は決まって『ある場所』に行って気を紛まぎらわせるんだ。


「なぎ先輩？」


「悪ぃシィ、俺ちょっと寄り道してくるからここで」


「なぎ先輩ってば、本当にあのゴミ置……こほん、スクラップ場が好きなんですね」


　背後からひょいっと顔を出してシィが苦く笑しよう。


「シィも今度来てみろって、絶対面おも白しろいから」


「え？　あ、ちょ、ちょっとさすがに……なぎ先輩のお誘さそいは……あの、すごく嬉しいけど、あそこだけはあたし……ダメです。主に臭においと暑さがやばいのです」


「そっか。じゃあまた明日あしたな」


　鞄かばんを小こ脇わきにかかえ、俺は背後のシィにふり返って手をふった。


「はい、先輩。また明日です！」


　金髪が陽を反射して眩まぶしく光ってるのも相まって、笑え顔がおでうなずく彼女は本当にお人形めいた可愛らしさだ。


　……あーあ、俺にもこんな可愛い彼女がいれば学校生活だって楽しいだろうに。


　あいにく傭兵科は一部のエリート生徒だけが異様にモテて、俺みたく平へい凡ぼんな男子は絶賛売れ残りセール中なんだけど。


「先輩。明日、お弁当作ってきていいですか！」


「おう、助かるわ」


　後ろで声を振ふりしぼるシィに向かって俺も叫さけびかえす。そのまま彼女と逆の方向に向かって走りだした。


「……はぁ。なぎ先輩、やっぱりお弁当だけじゃ気づいてくれないんですかぁ」


　後ろでシィが何か言った気もするけれど、あいにく走ってた俺は耳元の風音のせいでろくに聞くことができなかった。
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　目の間にうずたかく積もった銀色の山々。


「おー、やっぱここ来ると安心する。我が家に帰った感じだよな」


　軍学校アカデミーから西の大通りをまっすぐ行って脇わき道みちに折れた区画。その隅すみには学校の校庭くらい広い敷しき地ちが用意されていて、俺はその入口に立っていた。


　廃材スクラツプ置き場。


　軍学校アカデミーで使われなくなった機械や一いつ般ぱん家庭での壊こわれた家電、さらには通りすがりの傭兵たちが放ほうり投げていく銃じゆう火か器きまであらゆる廃材スクラツプが山と積まれた場所だ。機械オイルの臭いがひどいから大衆には不人気な場所だけど、俺みたいに貧びん乏ぼうな機械マニアはここらの廃材スクラツプを地道にリサイクルして機材を得るしかない。


　要は、俺にとっては宝の山だ。


　……同時に俺がクラスメイトから冷たい目で見られる一番の理由だけど、それはもう慣れてしまった。悲しいことに。


「あーもう、こんな良い場所がなんでわかってもらえないのかな」


　靴くつを工事現場用の作業靴に履はき替かえて、手にもしっかり耐たい電でんグローブをはめておく。廃材スクラツプの中にはまだ蓄ちく電でん池ちが生きてるのもあるわけで、素す手でで触さわろうものなら感電してしまう危険な場所。


　逆にいえば、きちんと対策すればここはレアパーツの宝庫でもある。


「珍めずらしいパーツは高値で売れるし、まだまだ新品なパーツも山ほどあるのに。……くそ、なぁにがゴミ拾い部だ」


　ブツクサ言いながら廃材スクラツプの山を登る俺。


「でも……この暑さだけはちょっとなあ。普ふ通つうに死ねるんじゃね？」


　数メートルも登らないうちにもう汗あせがしたたり落ちてくる。熱を帯びやすい金属が大きな山になっているもんだから、いわば自然のフライパンみたく熱された状態なんだ。慣れてるはずの俺でも水分補給を忘れればすぐに熱ねつ中ちゆう症しようで病院行きだろう。


　そっか、そうなるとシィが嫌いやがる理由もよくわかるよなあ。


「……いっそ次の発明は、自動で資材を廃材スクラツプから選んで取ってくる機械とか？」


　あ、それ意外と悪くない。この場のノリにしては上出来な発想かも。そうと決まればさっそく必要なパーツから探してみるか？


「っと、エンジンとモーターからか」


　それに探たん索さく用のアームとカメラに使える資材、俺が遠えん隔かく操作できるように液えき晶しようパーツがあれば言うことなしだ。もちろん一日で全部見つかることなんてまず無いわけで、こればっかりは根気よく宝の山を漁あさっていくしかない。


『…………っ………………』


　ん？


　ふと首筋をなでた微び風ふうに、俺は反射的に作業の手を止めていた。


　違和感といえばいいのだろうか。


　いま……風に乗って人の声が聞こえた気がしたんだ。


　本当に微かすかな声。いや、声にも満たない息づかい？　そんな些さ細さいなものに気づけたのは、幸か不幸か傭兵科での訓練の賜たま物ものなのかもしれない。


『……だ…………か……、っ…………』


　やっぱり聞こえる。


「おい、誰だれかいんのか？　聞こえてる？　いるんならさっさと返事しろって」


　廃材スクラツプ置き場にこだまする自分の声。


　そんな中、俺は廃材スクラツプの山の頂上で息を殺して耳を澄すませ──


『……わ……たし…………』


　ひゅぅっと息が漏もれるような音を最後に、場が奇き妙みようなくらい静まりかえる。それはまるで、さっきの一言が事切れる寸前の最さい期ごの一声であったかのように。


「────くそっ、こんな場所で救難かよ！」


　誰かが廃材スクラツプの山に呑みこまれたのか。


　そう悟さとった瞬しゆん間かん、俺は両手にもっていたパーツも鞄も何もかも放りだし、廃材スクラツプの山を全力で駆かけ下りていた。……わたし、だと？


「ああもう、どこだ!?」


　声がしたと思う方向へ山を駆け下りる。遠くじゃないはずだ。あんな小さな声が聞こえるくらいだから遭そう難なん者だってすぐ近く。本当にすぐ近くに──────


「…………まさか」


　ふと頭をよぎった直感に従って俺が睨にらみつけたのは、ほかならぬ自分の真後ろだった。


　元は大型バスの扉とびらだろう。一ひと際きわ大きな鋼鉄プレートの下した敷じきになった場所。陰かげになって普ふ段だんなら見落としてしまう暗くら闇やみの奥に、白く細長いものが確かに見えた。


　人の手だ。


「くそ！　よりによってここかよ……ぐっ!?」


　巨きよ大だいな鋼鉄の扉を右手で持ちあげる。大型バスの扉だけじゃない、別の廃材スクラツプも重なってとんでもない重さになっていた。みしっ……右肩に走る激痛も歯を食いしばって必死にこらえ、俺は遭難者に向かって左手を伸のばした。


「さっ……さと出てきやがれってんだ！」


　人差し指と人差し指が絡からまりあい、そこから一気に相手の手首を摑つかみあげ────俺はソイツを瓦が礫れきの山から引きずりだす。


　銀ぎん髪ぱつを背中まで伸ばした女の子。


　着ているシャツがボロボロ？　まるで何かの事故に遭あったみたいじゃないか。


「おい、おい起きろ！　起きろってば！」


　が、俺がどんなに声をかけても女の子はまるで返事をしない。口元に耳を近づけても呼吸も聞こえない。まさか救出が手て遅おくれだった？　恐きよう怖ふにも似た寒気に身を震ふるわせながらも、俺は彼女の脈を確かめようと手首を持ちあげて。


「…………ん？」


　ようやく、その女の子の不自然さに意識がいった。


　脈がない。というか血管そのものがないから当たり前だ。


　指先に感じる肌はだの感かん触しよくも、見た目は人肌そっくりだけど精せい巧こうなラバーシート。よく見れば銀髪も金属繊せん維い。おそるおそる女の子の胸むな元もとに手をそえて、その指先に感じるものは心臓の鼓こ動どうじゃなかった。微び動どうと停止をくりかえす動力機関のリズム。


　つまりは──


「おい。ちょっと待て……人型機械体アンドロイドか!?」


　俺が思わず声を上げた理由は二つある。


　一つは、遭難者かと思って必死で助けたのが単なる廃材スクラツプだったという自分への呆あきれ。もう一つは、この機械少女があんまり人間そっくりに造られていたことへの驚おどろきだ。


　……俺が見まちがえるくらいだからな。


　ここまで精巧だと、市し販はんのものなら家一いつ軒けん買うのと同じくらいの値段だろ？　金持ち専用の家メ政イ婦ドロボとかで似たようなの見た記き憶おくがあるし。


「てことは、こいつも家メ政イ婦ド用か！」


　一気に心臓の鼓動がハネ上がった。


　面めん倒どうな家事を一体でこなしてくれる家メ政イ婦ドロボは現代の人気商品だけど、ここまで上質な人型機械体アンドロイドがそのまま廃はい棄きされるのは珍しい。よくあるのは金持ちの屋や敷しきで使ってた家メ政イ婦ドロボを新しいのに買い換かえて、廃棄された中古用の人型機械体アンドロイドが一般家庭に行きわたるというパターンなのに。


　つまり、そのまま廃材スクラツプにされるのは滅めつ多たにない希少品ということになる。


「廃材スクラツプってことは、好きに拾っていいんだよな……」


　……それに。


「お前、いま俺を呼んでたのか？」


『────』


　目を閉じたまま動かない鉄の少女。眠ねむってる……俺にはその姿が、誰かが起こしてくれるのを待って眠っているかのように思えた。


「ったく。さすがの俺も人型機械体アンドロイドの修復なんて高度なマネは前代未聞だぜ？」


　機械の少女を肩かたにかつぐ。


　っくは。さすがに……これ、重いな。見た目は線の細い女の子なのに、中身はロボだけあって……いや、フツーに俺より重いな。百キロ近くあるんじゃないか？


「ぐっ！」


　奥歯を食いしばる。小刻みにわらう膝ひざを叱しつ咤たして一歩、また一歩、俺はコイツを背負って自分の家に続く道を歩きだした。


　……さしずめ、ゴミ置き場に捨てられた機械少女とゴミ漁りの少年か。


「俺ら、似た者同士かもな」


　初めて拾った人型機械体アンドロイドを背負い、俺の心は少しだけ弾はずんでいた。


　うまく修復できればタダで家メ政イ婦ドロボが手に入る。


　それに何より、もしコイツをちゃんと起動できたところを見せれば、機械工学科の教官も俺の技術を認めてくれるよな？


　悲願だった機械工学科への編入だってありえるかもしれない。


「時間かかるだろうけど待ってろよ、もいっかいお前が動けるようにしてやるから」





　　　　２





　人型機械体アンドロイドを拾ってから二週間が経たつ頃ころ。


　放課後すぐに家に帰ろうとした俺は、教室の扉の前で一人の女子に呼び止められた。


「凪、最近あなた挙動が怪あやしいですわね」


「……よぉミカエル」


　男子の俺に並ぶくらいの長身の女子だ。


　気の強さをそのまま表すかのような真っ赤な長ちよう髪はつ、大きく印象的な瞳ひとみは神秘的な深みを帯びた蒼あお色に輝かがやいていて、その端たん整せいな顔立ちと制服によく似合っている。


「あれ。なんだよミカエル、髪かみ型がた変えたのか？」


「へ？　え、ええ。サイドアップにも飽あきたのでツーサイドアップにしてみましたの。ちょうど素敵なリボンを見つけたので。ほら、このストライプの青リボンいかがです？」


「へぇ。似合ってる似合ってる。いい感じだぜ、しばらくそれで登校しろよ」


「ええ、しばらくはそのつもりですわ。悪くないでしょう？」


「おうよ。明日あしたが楽しみだ。んじゃ、また明日な」


「ええ。それではご機き嫌げんよう」


　ニコニコと手をふる彼女に、俺も笑え顔がおでうなずいて背中を向け────


「～～～って、待ちなさいっっっ凪ィィィィィィィッィ！」


　あ、ばれた。


　ふり返ってみると、そこには危険な笑みを浮うかべるミカエルの姿が。


「あ……危あやうく場のノリに流されるところでしたわ。とにかくも、いいこと凪！　あなた最近クサイですわ。昼間は講義を無視して爆ばく睡すい。放課後になったら誰より先に自宅へ直行。その所行、どうにも怪しいんじゃありませんこと？」


「でも俺は帰宅部部長だし」


「そんなことを聞いているのではありません！　いいですか、素行不良性格最悪おまけに全世界変人奇き人じんランキングトップ独走中のあなたが何をしようとわたしの知るところではありませんが──」


「よくねぇよ!?　なんだよそのランキング!?」


「問題なのは昼間の爆睡ですわ。このままでは講義を聞かないあなたの中間テストの成績が絶望的なのは明白。クラスの平均点がガクッと下がります。わたくしの統率するクラスにあってそんな無様な行いは許しません！」


「問題なのは俺の話を完かんっ璧ぺきに無視するお前の方だっつぅの。しかもいつからお前が統率するクラスになったんだよ」


「ふっ。わたくしを誰だとお思い？」


　目にかかる前髪をそっと手で払はらい、ミカエルが勝利の笑みを浮かべてみせる。


「入学から一年三か月、あらゆる講義で成績ベストファイブ圏けん内ない。傭よう兵へい科実習においても常に成績優ゆう秀しゆう、対幽ゆう幻げん種しゆの戦せん闘とうにおいては右に出る者なし。さらには昨年のミス宝条候補にもなったミわカたエくルしこそクラスの代表。いえ、もはやこの軍学校アカデミーの代表と言っても過言ではありませんことよ！」


「いや……だってお前、人型機械体アンドロイドじゃん」


　独創性ならともかく、パターン学習で人間が機械に勝てるわけもない。戦闘実技だってコイツは腕わん力りよくだけで象とか持ちあげてしまう性能スペツクを持っている。そもそも人間と基本性能スペツクが根っこから違ちがうのだ。


　まあ、ミス宝条候補になるくらい美人な造形なのは認めよう。認めるけど、こんな高飛車な性格だから絶対に途と中ちゆうで落選するのは目に見えてたけど。


「お前に成績自じ慢まんされてもなー」


「かっ、関係ありませんわっ!?　わたくし帝てい国こく法ほうに基もとづいた住民権をちゃんと取得しておりますもの。入学した生徒なんだから人間も人型機械体アンドロイドも平等でしょう!?」


「ん……まあそれはそうだけど」


　俺たちが暮らす『帝国』は、世界でも機械工学に突とつ出しゆつした大国だ。


　この軍学校アカデミーだって出席管理は校門に設置された自動生体認証機オートバイオメトリクスだし、電子化された教本なんか当たり前、空調だって気温に湿しつ度どにウイルス細さい菌きんの繁はん殖しよく抑よく制せいまで完全自動化フルオートメーシヨンされた制せい御ぎよシステムで一いつ括かつ管理できてしまう。


　なにしろ天気だって最新の演算システムと量子物理学によって制御可能だ。人間そっくりな人型機械体アンドロイドだって普ふ通つうに道を歩いているし、中にはミカエルのように厳しい認にん定てい基準を満たして「準人間権」を認められたのも存在するわけで。


　……でも俺が言ったのは性能スペツクの話で、人権うんぬんじゃないんだけどな。


「とにかくも凪、最近のあなたの素行は非常に問題ですわ！　放課後いそいそと帰るのは見み逃のがすとしても、昼間の講義のアレは何ですの。見ていて非常に不ふ愉ゆ快かいです！」


「うっ。たしかにそれは反論できないかも」


　ここ一、二週間ほど昼間の講義で寝ねまくってるのは事実であって、俺もそろそろマズいと思い始めていた。


「じゃあ、それを改善すればいいんだよな」


「ええ。ですがそう簡単に言って従うあなたでは──」


「よしわかった。明日からしない」


「……へ？」


　ぽかんと呆あつ気けにとられた表情でミカエルが目を丸くする。


「明日から講義も寝ないし真ま面じ目めにノートもとる。それでいいな」


「え、ええ…………それなら」


「よし、この件は終わり。また明日な」


　開いた口がふさがらない様子の彼女に手をふり、俺は颯さつ爽そうと身をひるがえした。


　実のところミカエルが何かにつけ俺に突つっかかってくるのは前からだ。理由はよくわかんないけど、クラスリーダーを自じ称しようする彼女からすれば俺のグータラぶりが気にかかるってところなんだろう。


「あ……ま、待ちなさい凪！　わたくしまだ言いたいことが！」


「悪わりぃなミカ、あいにく俺は今日まで忙いそがしいんだ。話なら明日聞いてやるよ」


「っ！　ぶ、無礼者！　気安く人の名前を省略するだなんて。いいこと、ミカと呼んでいいのはわたくしが特別に許可した友人────って、待ちなさいぃぃ！」


　そう言われて待つ奴やつがいるかよ。


　肩を怒いからせて叫さけぶミカエルに背を向けて、俺は全速力で逃にげだした。





　夜の帳とばりが降りて静まりかえった住宅街。


　夏の風流というか、微かすかな虫の音が家の窓を伝って俺の部屋にまで聞こえてくる。


「あー、しんど」


　額からしたたり落ちる汗あせをぬぐい、俺は天てん井じようを見上げて深呼吸した。


　家に帰ったのが四時。そこから夕食もとらずにぶっ続けで八時間、延々と地下の工作室で修復作業に取りかかっていたんだけど。


「だいぶ……いい感じだよな」


　寝しん台だいに横たわる女の子を見下ろし、俺はぐっと拳こぶしを握にぎった。


　わずかにウェーブがかった銀ぎん髪ぱつの女の子。


　全身を消毒して汚よごれを拭ふきとって、傷いたんだ人工皮ラバーシートを取りかえてやる。たったそれだけで見違えるくらい綺き麗れいになった。艶つややかで長いまつげも小ぶりで形のいい唇くちびるも、うっすらと赤みを帯びた頰ほおの色味もそう。


　拾った時にも思ったことだけど、やっぱりこの子の造形はそこらの人型機械体アンドロイドの比じゃないくらい繊せん細さいだ。人間らしさを持ち合わせながらも幻げん想そう的というか、たぶん男子だけじゃなく女子から見ても素す直なおに可愛かわいいと思える容姿だと思う。


　……ちなみに今は、足から首もとまでバスタオルをかぶせてたりする。


　理由は単純、この子が裸はだかのままだから。


　まあ相手は女の子の姿をしてたって機械なんだけど、あいにく俺の方がそういうのに免めん疫えきないもんで、相手が裸だと落ちついて作業が出来ないから。


「さてと、気を取り直してこっからが問題だ」


　──動力機関と電子神経系、人工筋肉、そしてもっとも重要な思念回路。


　俺がひたすらに徹てつ夜や漬づけだった理由がこれ。


　まずは動力機関と電子神経系。ロボットが動くために必ひつ須すな機関だけど、いざ胴どう体たい中央の人工皮ラバーシートを外してみたらこれがボロボロの全ぜん壊かいという有様だった。廃材スクラツプ置き場で声を出せていたこと自体が一種の奇き蹟せきと思えるくらいだ。


　結果から言って動力機関は交こう換かん、電子神経系もケーブルを半分以上取りかえた。


　……だけど考えてみればひどい話じゃないか？


　いくら人間より強きよう靭じんといったって、こんな女の子の人型機械体アンドロイドがここまで大破するなんて普通は考えられない。あるとすれば交通事故に遭あって主人を庇かばったとか？


「……ま、それは起きてから聞けばわかるか」


　一度大きく息を吸って、そして吐はく。


　この二週間の修復作業の最終にして集大成。それが「頭脳」と「身体からだ」の連結だ。


「うまくいってくれよ」


　真後ろの机に置いてあった青あお水すい晶しようを両手でそっと持ちあげる。


　機き械かい水すい晶しよう──これが人型機械体アンドロイドの「頭脳」にあたる思念回路だ。人工知能にあたるＡＩをインストールしたもので、これを本体に連結させれば修復作業はお終しまい。


　ここで問題、機械水晶コレは人型機械体アンドロイドのどこに組みこむでしょう？


　もちろん答えなんてものはないけど、社会的には「頭部」が一いつ般ぱん的だ。人の頭脳にあたる機械水晶なんだから頭部に組みこむという考え方なんだろう。


　だけど俺には別の考え方があって──


「……悪ぃ、ちょっとだけタオル取るぞ」


　左手に機械水晶を握って、俺は右手で女の子にかぶせたタオルをわずかに持ちあげた。首から肩かた、胸むな元もとまでが見えるところで手を止める。


　胸元の人工皮ラバーシートはあらかじめ未接着のまま残してる。それを取って胸部のボディパーツを外し、わずかに残ったスキマに機械水晶をそっと押しこんでいく。


　やや左側にずれた胸部。


　そう、「心臓」の場所に俺は機械水晶を組みこんだ。


「人も機械も大事なのは心だもん、が口くち癖ぐせだったからなヨミ先せん輩ぱいは」


　ずっと昔、俺に機械工学のイロハを教えてくれた女ひ性との口癖だ。


「オカルトっちゃオカルトだけどな、まあそういうブレっつぅか気まぐれが新発見につながることもあるわけだし」


　そうそう、人型機械体アンドロイドで女性の姿をしているタイプは実はこれが理由なんだ。


　胸の位置には機械水晶を。


　そして動力機関は重心の安定のために下半身、つまり腰よう部ぶに配置。


　どちらも重要な機関だから保護のために人工筋肉も厚くなる。つまり胸と腰こしが大きくなって、その体型は自然と女性の姿に似ていくことになる。


「お前を造ったどっかの人間も、俺やヨミ先輩と同じ考えだったのかもな」


　小さく呟つぶやき、俺は機械水晶と本体のケーブルを連結させていった。最後のケーブルを繫つなぎ終えて人工皮ラバーシートまでを接着。そして──


　ジッ……ジジッッ……ッッッッ


　内部で動力機関の起動音、それから初期処理の実行を示す電子音が鳴り響ひびいていく。


　さあいよいよだ。


　あとは自動で起き上がるようプログラムを組んである。俺の悲願、機械工学科への編入が実現する瞬しゆん間かんがいよいよ目の前に。


「さあ立ち上が……あれ……立ち上が…………れない？」


　が、寝台で仰あお向むけになったまま女の子は立ち上がらない。というか動きだす気配もない。そのうちに内部処理の電子音すら聞こえなくなってしまった。


　お、おーい。起きろー？


「ってマジですかぁぁぁぁっっ!?　どこだ、どこを不ミ良スったんだよおい!?」


　内部の調整ミスだとしたら面めん倒どうだ、原因解明から取り組む必要がある。


「……くそ、落ちこむな。絶対うまくいったと思ったんだけど」


「失敗だったんですか？」


「ああ、しかも理由がわからないってのがまた面倒じゃん」


「気を落とさないで凪、私も応おう援えんしますから」


「おうよ、ありが────っ……え？」


　疲ひ労ろうで隈くまのできかけた目をこする。


　寝台で寝てる女の子が、さっきまで閉じていた目を開けて俺を見上げていた。


「ところで何を失敗したのでしょう。原因追究のために詳しよう細さいな情報を」


「あ……いや、解決したかもしれねぇから忘れてくれ」


　動いてるよな？　俺の名前を呼んだし会話もできてる。


　しかも恐おそろしく流りゆう暢ちようで自然な口調だ。声質も機械っぽさが皆かい無むで、あえて言えば抑よく揚ようのなさだけが人型機械体アンドロイドらしくはあるけれど。


「な、なあお前ひょっとして立ち上がれる？」


「機械水晶からの電子指令を展開。末まつ端たん組織からの反応確かく認にん中…………問題ありません。現在、一定範はん囲い内での独立歩行および使し役えき者からの命令遂すい行こうが可能です」


「じゃあ、ちょっと寝台から起き上がってみ？」


「……これでよろしいでしょうか」


　言うなり、彼女が寝台の上で上半身だけを起き上がらせた。しかも、はだけそうになるバスタオルを片手でしっかり胸元に押さえつけるという高度（？）な判断つきだ。


「おはようございます凪」


　まじまじと見つめられ、俺は無意識のうちに息すら止めて彼女を見つめ返していた。


　高度な人型機械体アンドロイドを修復させたんだという感動が半分。


　残りの半分は、俺にもなんて言えばいいかわからなくて……もしかしたら純じゆん粋すいに、この機械仕じ掛かけの女の子に見とれていたのかもしれない。可愛いからとか綺麗だからとかじゃなくて、もっと別のもっと根源的な部分で。


　──ずっと前からの知り合いのような、そんな感覚。


「おはようございます、凪・一咲・ジール」


「……おぅ。つってもいまは真夜中だがな」


「そうですか。ではイリスも就しゆう寝しんしなければなりません。おやすみなさい」


　ばたん。


　くー……すやすや。


「え？　っておいっ、主人を無視して機械てめえが寝ねるのかよ!?」


「だって……イリスは眠ねむいんですもの。あと六時間くらいしたら起こしてください」


「機械が『だって』とか言うんじゃねぇよっ!?　てか六時間くらいしたら起こしてって、それどう考えても俺の台詞せりふですよねぇっ!?　おい、おいってば！」


　枕まくら元もとでどれだけ騒さわいでも肩を叩たたいても反応なし。


　まさか、こいつ本気で……。


「ピー。現在、メインプログラムはスリープモード実行中です。ご用の方は六時間くらい後にまた起こしてください」


「うわぁっ本気で寝やがった!?　ていうか、なに？　これ感動の出会いとか無いわけ？　ちくしょう誰だれだよこんな問題児拾ってきた馬ば鹿かはぁっっっ!?」


　薄うす暗ぐらい地下の工作室で、俺は悲鳴を上げたのだった。




　　Phase.xxx『Message』







　墨すみで塗ぬりつぶしたような黒一色の夜。


　虫の音も鳥の声も、草木すら眠りについた深夜の宝ほう条じよう軍学校アカデミー。その校舎の奥まった場所にある学長室にて──





『帝てい都とウェルエルベルンより事務通知。これより自動録音を開始します』





　無人の学長室で、ぼんやりと輝かがやく机上の液えき晶しよう画面から機械音声。


『情報レベルＣ（一般公開）


　時刻〇三：〇四。帝国第三ポート、東側ゲートの防衛を幽ゆう幻げん種しゆ９８００個体が突とつ破ぱ、帝国領への侵しん入にゆうが確かく認にんされました。住民に対し地下シェルターへの避ひ難なん勧かん告こく発令中。


　現在、機神『Heckt Magnaヘケト・マグナ【剣けん帝てい】』が第63エリアで交戦開始。


　また緊きん急きゆう閣議において、軍用人型機械体アンドロイド２００００体の増ぞう援えんを決定。および七時間後、新型システム結界『全ミてクをヴ覆エうク者ス』の実験投入が予定されています。』





『情報レベルＢ（情報制限）


　貴校の管かん轄かつエリアであるＥ47「スラム」地区より、幽幻種の魔ま笛てき反応がありました。


　現在、軍用人型機械体アンドロイドおよび帝都の傭よう兵へいを派は遣けん中。


　貴校はただちにスラム区を封ふう鎖さ、一般人の立ち入りを禁止してください。また、その際の告知では「幽幻種の発生」を「有害ガスの発生」と置きかえること。』





　通常なら……


　一時間毎ごとに帝都から送られる情報はここで終わっていただろう。情報は機械音声で読み上げられたうえで自動記録され、早朝に学長秘書が確認することになる。


　だが、この夜だけは。


　機械音声はさらなる通知メツセージを軍学校アカデミーへともたらした。





『情報レベルＡ（機密）


　昨日未明。


　軍用人型機械体アンドロイド・コード『■■■』が幽幻種との交戦中に消失。


　これは神しん性せい上位存在、すなわち『幽幻種』と『禁きん断だん水すい晶しよう』の波長を察知するための技術が実験搭とう載さいされた特とく殊しゆ機体です。また、無自覚による自動発動の実験のため、個体■■■も当とう該がいプログラムが内蔵されていることを認識しません。


　なお、個体コード名は最高機密となります。


　消失した戦場から近い貴校の管轄エリア内で疑わしき軍用人型機械体アンドロイドを発見した場合、すみやかに保護して帝都へ送そう還かんしてください。


　ただし、既すでに大破している場合には帝国法第三百七十六条による────』




　　Phase.2『家メ政イ婦ドのお仕事』







　　　　１





　翌朝。


　リビングの丸テーブルごしに、俺とイリスは向かいあって座っていた。


「……へえ。つまり昨日の爆ばく睡すいは、内部のプログラム整理に必要だったから？」


「はい。一つの機き械かい水すい晶しように新旧二つの人工知能──すなわちＡＩが組みこまれていました。そこで旧ＡＩに設定されていたものを基き礎そＡＩと定め、凪なぎが新しく設定した新ＡＩをその更こう新しん版と判断するようプログラム統合を行いました」


「そっか、基本的なプログラムは前からの使ってたからな」


　人間で言えばイリスは生まれたての赤子だ。


　そんなイリスに組みこまれていた旧ＡＩに、俺が上から「凪に仕えるための新ＡＩ」を上書きしたのが原因らしい。どっちのＡＩに従えばいいか混乱しそうになって、その整理をしていたのが昨日の爆睡ってことなんだろう。


　たとえばこいつは起動時から自分をイリスと名乗っていたけど、これは旧ＡＩに組みこまれていた初期設定。逆に俺の名前を「凪」と呼んだのは、「使し役えき者＝凪・一いち咲さき・ジール」という情報の新ＡＩで俺が上書きしたことによる。


「イリスってのが名前でいいのか？」


「はい。旧ＡＩの初期設定に組みこまれていました」


　そう応こたえる当人はというと、俺の真正面の椅い子すに姿勢正しく座っている。


　そのまんまだと相変わらず裸はだかなので、応急処置として俺の白シャツを着せてみた。丈たけが長いからコレ一着で上着とスカートを兼かねられるかなとか思ってたところ、これが本当にシャツがワンピースっぽく見えて可愛かわいらしかったり。


「お気に召めさなければ新名めい称しようを設定していただいて結構ですが」


　ふむふむ、どうしようかな。今までは修復に頭がいっぱいだったせいで名前を考えるのも女物の服を買う余よ裕ゆうもなかったし。これから考えるって案もあるけど。


「いや、名前はこのままでいい。お前も昔っからの名前の方が馴な染じみがあるだろ？」


「はい。イリスという名前は私も好きです」


　ん？　面おも白しろい反応だな。


　名称データの上書きの手間が省けるとか、あるいは名称なんてどうでも良いですなんて返事がくるとばっかり思ってたのに。


　……いまコイツ、「好き」って言ったのか？


　好きなんて曖あい昧まいな表現、プログラム思考の機械は自分から選ぶことないはずなのに。


「私の『Ilisイリス』という名前は、古い言語で『希望』を意味するそうです。だから……好きです。素す敵てきな名前だと思います」


　両手は膝ひざに載のせたまま、ほんの少しだけ声を弾はずませてイリスは教えてくれた。


「ま、それなら問題なしってやつか。それじゃあ早さつ速そくだけど──」


「一つよろしいでしょうか。凪、そろそろ軍学校アカデミーに行く時間だと思います」


　そうそう、それだ。


　昨日あれほどミカエルに明日あしたと言った俺だけど、昨日が一週間の最後の日だったのをすっかり忘れてた。今日は七日間に一度の休日だ。


「今日は休日だから軍学校アカデミーもなし。そっか、そんな細かいデータまだ入れてないもんな」


「新しい情報として随ずい時じ更新できますので問題ありません。それでは凪、さっそくですがご用があればお申し付けください」


　何をすればいいかと来たか。


　そうだよ、貧びん乏ぼうな我が家にもとうとう家メ政イ婦ドロボが来たわけだ。そう考えるとなんだか感かん慨がい深いもんだよな。


「じゃあさっそく家事をやってもらおうか。まずは向こうの部屋のキッチンだ」


　そう言って俺はリビングの奥を指さした。


　両親が出で稼かせぎに出ているせいで一人暮らしな俺だけど、家自体は三人暮らしでも余るくらい広い。……というか、その家のローンを払はらうために出稼ぎで家を離はなれてるのは本ほん末まつ転てん倒とうな気もするけれど。


「あそこがキッチン。そこ自由に使っていいからまずは──」


「敵の殲せん滅めつですね」


「いやいやいや、別にうちのキッチン誰にも占せん領りようされてないから」


「そうですか？　でも軍学校アカデミーに通ってる凪が喜びそうな設定かと思いまして。敵に占領された食料庫を奪だつ還かんすべく突とつ撃げきするのかと」


「よりによって原因俺!?　喜ばねぇよ、キッチン占領されたら飯作れないじゃん！」


　イリスの腕うでを引っぱってキッチンへと連れていく俺。


「ほら見ろ、誰もいねぇだろ。すぐにだってお前の仕事ができるわけだ」


「お皿洗いですか？」


「……あー惜おしい。皿洗いの前にメインの仕事が何かあったぜ」


　ほらキッチンで昼飯を作る時間だろ？　ここまでヒントがあれば大だい丈じよう夫ぶだよな。真しん剣けんな表情で答えを考えてるイリスの横顔をじっと見守る。


「お皿洗いの前に、私のすべきこと……」


「そうだ、お前のすべきことは何だ」


「……敵の殲滅」


「そこに戻もどってくるのかよっっ!?　それは皿洗いの後にも先にもねぇよ！」


「え、それじゃあまさかお昼ご飯の準備ですか」


「まさかも何もフツーに家メ政イ婦ドロボの役目だろうが」


　……あれ。


　なんか俺が最初に期待してた家メ政イ婦ドロボと違ちがう気がする。そんな悪お寒かんを感じながらも、俺はイリスにもわかるよう冷蔵庫を開いてやった。


「この冷蔵庫にあるものなら何でも使っていいから。あと包丁とかはそっちな。鍋なべとフライパンはそこにある。コンロの使い方は……」


「問題ありません。各種調理器具の使い方はインプット済みです」


　自信ありげにうなずくイリス。


　おお、ようやく家メ政イ婦ドロボらしくなってきた。言うだけあってフライパンと鍋を手に取る仕草も落ちついてる。


「任せたぜ。俺は自分の部屋でテスト勉強してる。昼飯ができたら呼んでくれ」


「了りよう解かいしました。しかし凪……申し上げにくいのですが、いまの私の装備には致ち命めい的てきとも言える問題があります」


「ん？　まさか肌はだが熱に弱いとか」


「いえ、人工皮ラバーシートは耐たい火か・耐水ともに十分な性能です。ただ外装が……」


「外装？」


「ええ。あの……申し上げにくいと言っておきながら恐きよう縮しゆくですが」


　自分の着ているシャツのエリをつまんで、イリスは何やらもじもじと上目づかいに俺を見上げてきたのだった。


「やっぱり……料理の時には可愛いエプロンが、そのぉ、あるといいなって」
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　閉じきった部屋。


　外では日光で熱くなった舗ほ装そう路に陽炎かげろうができるほどの暑さ。まさに夏も盛さかりという季節の午後に、俺は空調機もつけずひたすらに教本と睨にらめっこをしていた。


「で、この母集団の分布を示した遷せん移い関数がこうだから、変数がコレとコレ。……重回帰で分ぶん析せきしてもサンプル数を克こく服ふくしないとダメか」


　ぽたっ……髪かみの先から汗あせがしたたり落ちていく。指先が汗で滑すべってペンを落としても、またペンを拾い直して一心不乱に紙に書き殴なぐっていく。


　俺の癖くせだ。


　集中したい時は空調を切って、再生紙に向かってひたすらペンで書き殴っていく。


　電モ子ニ画タ面ー上でペンタブをさらさらと動かして勉強するのが主流のご時世ではあるけれど、俺にはこんな古いやり方の方が肌に合う。ちなみに手帳なんかもまだ紙のを使ってたりするもんだから、電子手帳派のクラスメイトからは珍めずらしがられてるわけで。


「凪、大変です！　至急の連れん絡らくがあります！」


　そんな折──やおらパタパタと廊ろう下かで足音がこだまして、俺のお古のエプロンをつけたイリスが部屋に入ってきた。


「お、昼飯できたんだな？　ちょうど良かった。そろそろ腹へってたんだよ」


「はい。ですがその前に至急の連絡が」


　あれ、連絡って昼飯ができたことじゃないの？


「とにかくこっちに来てください。緊きん急きゆう事態です」


「わ、わかったわかった！　わかったから引っぱるなって！」


　俺の手を取ってグイグイと引っぱってくる家メ政イ婦ドロボ。少女の外見とはいえ立派な機械なもんだから、摑つかまれた手首がミシミシと軋きしむくらい握あく力りよくも強力だ。


　そしてキッチン。


　俺が見た風景は、それこそ戦争でも起きたんじゃないかと思うような有様だった。


　まず大皿が二枚こなごなに砕くだけてて、その横では小皿が三枚真っ二つ。床ゆかの隅すみには欠けたマグカップが転がってるし、卓たく上じようナプキンがなぜかコンロの上で燃えている。それとスプーン、ナイフ、フォークが根本からへし折れていて……


「……どういうこと」


「まずはこちらをご覧下さい」


　イリスが冷蔵庫から取りだしたのはスーパーで特売だったキュウリだ。それをまな板の上に載せようとした途と端たん、ペキッと乾かわいた音を立てて真っ二つに折れてしまった。


　……えーとつまり。


「出力の調整がうまくいっていないようなのです。特に握力が不安定で」


　ああやっぱり。どうりでさっき俺の手首を摑んだ時もやたら痛いと思ったよ。その握力で触さわったら皿なんか簡単に割れちまうもんな。


「あれ、でもさ、そんな初歩の制せい御ぎよプログラムなんて旧ＡＩに当然入ってるだろ？」


「ぎくっ」


　……おい。いま一いつ瞬しゆんだけ震ふるえたのはなんでだ。


「いえ、あの……確かに制御プログラムはあるのですが」


「おう、正直に言ってみろ」


「はい。なにぶん私も初めての家メ政イ婦ド体験でしたので、いざ本番になって一人でキッチンに残されると……緊張して力んじゃったみたいで」


「制御プログラム関係ねーじゃんっ!?」


　しかも機械が緊張するってどういうことだ。軍学校アカデミーのでっけぇ制御装置から友だちの家の家メ政イ婦ドロボまで見てきたけど、緊張して力むロボットなんて初めてだぞ。


「あ、あの……申し訳ありません」


　深々と頭を下げる彼女。あんまり申し訳なさそうに謝るもんだから、俺も怒おこるに怒れなくて仕方なしに溜ため息いきを一つつくだけだった。


「……わかったよ。機械だって一回目はテスト試行が必要だもんな。食器が壊こわれたのは予想外だったけど、次からは気をつけてくれ。学習プログラムは正常だよな？」


「ありがとうございます」


「礼はいいって。それより肝かん心じんの昼飯……もやっぱりできてないよな」


「いえ、それは問題ありません」


　その言葉を待っていたと言わんばかりにイリスが自信ありげにうなずいてみせる。


「食器を損そん壊かいしてしまった時点で自己調整を行ったんです。結果、トマトなどのやわらかい野菜も二回に一回は壊さず摑めるようになりました」


「おお、学習機能か。さすが人型機械体アンドロイド」


　しかし二回に一回は壊さずって……つまり料理一品の成功の裏に、同じ量の野菜が犠ぎ牲せいになったってことか？　確かく認にんしたいけど聞くのが怖こわいな。


「とにかくわかった。ひとまず先に飯にしようぜ」


「はい凪。それではこちらの席にどうぞ、すでに昼食も盛りつけ済みです」


　イリスを連れてリビングへ向かう俺。部屋のテーブルに用意された食器とその上に盛りつけられた料理を見て──


「なあイリス」


「どうです、豪ごう勢せいでしょう。腕によりをかけて頑がん張ばりました」


「……俺には黒い炭が皿に載のっかってるようにしか見えないぞ」


「そんなっ！　何をおっしゃるんですか凪。ほら、これ！　この中央のがトマトの香こう辛しん料りよう焼きサフラン風、その隣となりが厚切りバタートーストの蜂はち蜜みつ添ぞえで、奥の皿がデザートの焼きリンゴのシナモンソテーです」


「全部真っ黒に炭化しててわかんねぇよ!?　しかも名前だけ豪ごう華かにしやがって、炭化してわからねぇからって騙だまされねぇからな」


「え、ど、どうしてそれがっ!?」


　思いっきり動どう揺ようして家メ政イ婦ドロボが後ずさる。おどおどと宙をさまよう視線をぴったり見すえ、俺は彼女に一歩近づいた。


「ほらやっぱり」


「あ……ち、違います！　私の料理が偽にせ物ものだってどうしてそんな──」


「甘あめぇな。うちの冷蔵庫にシナモンやら蜂蜜やら洒落しやれたもんは入ってねぇよ」


「…………くっ。そんな」


　意い気き消しよう沈ちんした顔で機械少女が床に膝ひざをついた。


「完敗です。さすが凪」


「おう。わかったんならさっさと本当の食事を出しな」


　家メ政イ婦ドＡＩを組みこんだ家メ政イ婦ドロボが料理に失敗するわけがない。


　まともな昼食はどこかに隠かくし、わざと失敗作を見せて主人を驚おどろかせてやろうという小こ粋いきな仕し掛かけだろう。機械のくせに冗じよう談だんがわかる奴やつじゃないか。


　だけど、肝心の彼女はぽかんと顔をかしげたままで。


「ほんとうのしょくじ？　本当って何でしょう」


「おいおいイリスさん、もう冗談はいいんだぜ？　こんな炭の塊かたまりで俺を驚かした後に本物の昼飯を出してくれるってんだろ」


「……………………」


　え、そこなんで無言なの。ていうかなぜに目をそらす。


「まことに申し上げにくいのですが、さっきのが本当に本物のつもりです」


「だぁ────────裏の裏ってことかよっ！」


「よかった、予想を裏切れたみたいですね」


「悪い方に裏切ってどうすんだよ!?」


　ああもう頭痛くなってきた。


　どういうことだよこれ、俺の求めてた家メ政イ婦ドロボと違ちがうんですがっ!?
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　翌日。俺が軍学校アカデミーから帰宅してすぐのこと。


「凪！　凪が帰ってきた、お帰りなさい！」


　家の玄げん関かんを開けるなりイリスが駆かけよってきた。


　裸はだかにエプロン一枚とかいう、それこそ漫まん画がか何かの産物であって現実には絶対にありえないはずの恰かつ好こうでだ。


「ま、待て！　そんな恰好で走っ……うあっ！」


　ぎゅっと手首を握にぎって引き寄せられ、人型機械体アンドロイドのパワーに抵てい抗こうすることもできるわけもなく、エプロン一枚のイリスに抱だきよせられた。


　うわ、こいつ身体からだほそっ。


　それに……これは前にも思ったことだけど、女性型の人型機械体アンドロイドは胸部の機き械かい水すい晶しようと腰よう部ぶの動力機関を保護する人工皮ラバーシートを厚くしてるから……ええと、その……こうして密着してると本物みたいな女の子の柔やわらかさがエプロンごしに伝わってきて。


「────って、アホか！　ちょっと待てイリス、どういうことだ！」


「お帰りなさい凪、学校はいかがでしたか」


「無視かよ!?　だから、まずはお前がエプロン一枚の理由を話せっての」


　抱きしめられた拍ひよう子しに、ふわりと香かおる柑かん橘きつ系の爽さわやかな匂におい。


　よく見れば髪も湿しめってるし、これは。


「シャワーでも浴びてたのか？」


「はい。先ほど部屋の掃そう除じを完かん了りようさせました。だいぶ埃ほこりが溜たまってる場所もあったので、凪が帰ってくる前に私の身体についた埃を取った方がいいかと」


「それは構わねぇけどよ、とにかくその恰好どうにかしろ」


「？　何か問題でも？」


　機械である彼女に、人ひ間とに見られて恥はずかしいなんて感情ないのかもしれない。だけど俺としては、今までの人生で異性（？）のこんな恰好見たこともないわけで。


「家メ政イ婦ドらしくエプロンをしてみたのですが」


「いや……その、なんつぅかな。エプロンはいいんだけどよ、ほかにも着るものあるだろ」


　女用の服なんてないから、昨日は俺の余りの服を貸してみた。


　だけどそれじゃ見た目もアレだし、ネット通つう販はんで女の子用の服を注文したのが昨日の昼だ。服のサイズの測り方がわからなかったからサイズは適当だけど。


「そういえば女性用の服が一式届いています。あれは私に買ってくれたのですか？」


「そりゃそうだろ。誰だれが着ると思ってたんだ」


「……そ、そうですよね」
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　エプロンの端はしをつまんだり離はなしたり、何やら落ち着かない様子の家メ政イ婦ドロボ。


「どうした？」


「い、いえ。……ありがとうございます。私、このエプロン一枚頂いただけで嬉うれしかったのに、新品の服まで買ってもらえるなんて」


　あーなるほど。それでエプロン一枚か。服を着るのが嫌いやだったんじゃなくて、服を用意してもらうのが恐きよう縮しゆくだったと。


「ところで凪。こちらの下着二つブラとシヨーツは？　私、機械ですから上着さえあれば下着まで用意していただかなくても」


「……俺だって迷った末に買ったんだよ。とりあえず着けてろ」


　あー疲つかれる。


　服一式が梱こん包ぽうされた箱をイリスに押しつけ、俺はゆっくりと溜息をついた。


　……しかし裸にエプロン一枚か。


　……確かにドキっとしたけど、嬉しいより心臓に悪わりぃよな。


　嬉しさなんか感じる余よ裕ゆうもなく、騙されてるんじゃとか思ってしまう自分が悲しい。


「そうそう！　凪の部屋のお掃除、無事に終しゆう了りようしていますよ」


　届いた服に着き替がえながら、イリス。


　──ああ、俺が今日の朝に言いつけた仕事ね。


　機械工作の趣しゆ味みもあいまって、俺の部屋はとにかく機械クズが散らばったり機械油で机がベトベトになりやすい。その掃除をイリスにやらせてみようと思ったわけだ。


「……昨日の料理みたく俺の部屋が炭化してるってことはねぇよな」


「？　おっしゃる意味がわかりませんが、凪の部屋は炭化なんかしていませんよ。綺き麗れいになっていますのでぜひ見てください」


　そう言ってくるりと背を向けるイリス。その際しっかりと俺の手を握ってくるあたり、俺はこいつに嫌きらわれてはいないらしい。


　みしっ、みしみし……痛い。


　これで俺の手が潰つぶれないよう配はい慮りよしてくれるようになればもっといいんだけど。


「今日は帰るの遅おそかったですね」


「ん？　ああ、クラスの掃除当番やらされてたからな。今日の訓練で成績が悪かったから罰ばつだってよ」


　午前中は数学や物理をはじめ普ふ通つうの高等部と同じ科目、午後の講義に傭よう兵へい科らしい訓練というのが軍学校アカデミーの履り修しゆう形態だ。


　じゃあ訓練て何かというと、これは教官のその日の気分次し第だい。前みたいにクラス鬼おにごっこの場合もあるし、数人ごとの小隊にわかれての模も擬ぎ実戦なんかもある。


「今日の訓練は何だったのですか？」


「マラソン。うちは冬にマラソン大会があるから事前練習も兼かねてるんだと」


　とはいえ、自分から志願して傭兵科に入ったクラスメイトたちは大半が入学当初から鍛きたえ抜ぬかれた精せい鋭えいたちだ。俺みたく機械工学が趣味の日ひ陰かげタイプの人間じゃ、マラソンみたく小細工のきかない種目は逆立ちしたって勝てないわけで。


「へえ、いろいろなことを学ぶんですね」


　隣を歩くイリスが興味深そうに何度もうなずく。


「軍学校アカデミーは、私が見学しようとしたら許可してくれるのでしょうか」


「どうだろな。人型機械体アンドロイドだってうちのクラスメイトにいるし、申しん請せいすりゃあ平気な気がするけど…………お前、ひょっとして軍学校アカデミーに興味わいた？」


「軍学校アカデミーに興味はありませんが、凪が勉強している場所は見てみたいです」


　なるほど、機械だって学習機能があるんだから興味を持つのは悪いことじゃない。いつかコイツも軍学校アカデミーに連れて行ってやろうかな。


「家メ政イ婦ドの仕事がこなせるようになったらそれも考えてやるよ」


「その点は心配ありません」


　あっさりと彼女が断言してみせる。


「昨日はご心配をおかけしましたが、私もこれで一人前の家メ政イ婦ドです」


「ホントか？」


「ええ、論より証しよう拠こ。見てください凪の部屋、見み違ちがえるほど綺麗になりました」


　カチャッ。


　イリスの開けた扉とびらを抜けて、俺は自分の部屋を見み渡わたした。


「……噓うそだろ、すげぇ。本気で見違えるほど綺麗になってる!?」


「でしょう？　このために掃除マニュアル三冊ぶんのプログラムを新たに入手してきたんですから」


「床ゆかには埃一つ落ちてないし、あんだけゴチャゴチャしてたパーツも綺麗になってる」


「でしょでしょう？　ね、私もう一人前です！」


「ああ、お前も一人前の……んなわけあるかああぁぁぁぁぁぁっっ!?」


　すっかり綺麗になった部屋の中心で、俺は力のかぎり絶ぜつ叫きようしていた。


「え。ど、どうしたんですか凪」


「どうしたもこうしたも、何だよこの床！　本当に何一つ残ってないじゃねぇか。床に置いてた工具とかネジとかボルトとか!?」


「もちろん掃そう除じ機きで全部吸いとりました」


「…………」


「あ、あの……違うんです。私も最初はそんなつもりなかったんです。だ、だけど掃除機をかけてるうちに掃除が楽しくなっちゃって。部屋にあるものを片かたっ端ぱしから」


　掃除機で吸いこんでくれたわけですか。


「なあイリスさん、壁かべに立てかけてあった写真立てと置き時計も見あたらないんだけど」


「…………」


「まさかとは思うけど、それも掃除機で」


「凪」


　するとイリスは、ふっと横顔を向けて爽やかな笑えみを浮うかべてみせた。開いた窓から吹ふきこむ風に銀色の長ちよう髪はつをさらさらとなびかせながら一言。


「……掃除とは怖こわいものですね」


「爽やかに悟さとってんじゃねぇよこのダメ家メ政イ婦ド！　むしろダ家メ政イ婦ド！」


「あーっ。それひどい。何ですかその省略！」


「うるさい、お前なんかダ家メ政イ婦ドで十分だ！」


　部屋の隅すみに立てかけてある掃除機を手にとって、俺はおそるおそる内部の集しゆう塵じん袋ぶくろを覗のぞきこんでみた。


「写真立てに置き時計に。うわっ俺の貯金箱まで入ってる!?」


「……あれはゴミじゃなかったんですか」


「どーみたらゴミになるんだよ！　俺の今月分の生活費が入ってんだよちくしょう！」


　くそ、何が悲しくて集塵袋から貯金箱を取りださなくちゃいけねぇんだ。……げ、集塵袋にこびりついてる機械油のせいで手がベトベトに。


「……ああもう誰か、本格的にくじけそうな俺を助けてください」


「凪、気を落とさないで。私がついていますから」


「原因のお前が言うなってんだ。……あーもう、声上げたら余計に腹空すいた。たしか冷れい凍とう庫こにレトルト食品の残りもあったよな」


「────」


　つんつん。


「凪、あのですね、あのですね」


　後ろから俺の背中を突つついてにんまり笑う家メ政イ婦ドロボ。俺のお古のエプロンを身につけて、その裾すそを指でつまんで広げてみせる。


「ん、どした」


「レトルト食品には及およびません。私、ちゃーんと夕食も用意しています」


　すごい嬉しそうに、満点のテストを親に自じ慢まんする子供みたいに弾はずんだ笑顔のイリス。


　……しかし大したもんだよな、ホント。


　ここまでミスして怒おこられておきながらちっとも応こたえてない。いや、もちろん反省は必要なんだけど、コイツなりに家メ政イ婦ドの役目を果たそうとしているのは伝わってくる。機械だから当たり前といっちゃ当たり前だけど、使し役えき者である俺のために本気で尽つくそうとしてくれている。


　だから俺も、こんなトラブルだらけの騒そう動どうに耐たえていられるのかな。


「……一つ聞くけど、厨ちゆう房ぼうは無事だろうな」


「無事ですよ」


「……コンロは原形留とどめてる？　皿は割れてない？　火事は起きてないな？」


「全すべての条件をクリアしています。ほら厨房行きましょう」


　よほど自信があるんだろう。しきりに後ろから俺の背中を押してくる。


「お、おい押すなって。わかった、わかったから！」


　促うながされるまま俺の部屋から廊ろう下かを伝ってリビング、リビングから厨房へ。


「今日は凪の好きなカレーです、どうですか」


「お、おぉぉぉっぉぉっっ!?」


　イリスの家メ政イ婦ドとしての仕事ぶりに対し、俺は初めて歓かん声せいを上げた。


　……これは本物だ。


　コンロの上に置かれた鍋なべいっぱいのカレー。


　長い一人暮らしであらゆるカレーを食べつくした俺にはわかる。このカレールゥの色味、深みのある赤と香辛料ターメリツクの黄色がほどよく融ゆう和わした赤せつ褐かつ色しよく。これは……上出来だ！


　厨房も、そして数少なくなった我が家の食器たちも無事。


「……完かん璧ぺきだ」


「でしょう。さ、リビングへどうぞ。いまお持ちしますから」


　一足先にリビングのテーブルで待つ俺。


　そこへイリスが、銀色の食器にカレーを盛りつけて運んできた。


「さ、召めし上がってください」


「すげぇな、やるじゃんイリス、ちゃんと美う味まそうにできてるよ！」


　スプーンを手にとってカレールゥをすくう。


「おお美味そう。それじゃさっそくいただきます。うん！　美味い美味…………」


　……あれ。


　……俺の知ってるカレーの味じゃない？


　なんだこれ、カレーの色はすごい美味そうなのに何か変だ。カレーらしい辛からみはあるんだけど、しょっぱい方が強いし、それにふしぎな酸味が。


「なあイリス。これ面おも白しろい味するな。どこでカレールゥ買ってきたんだ」


「ウスターソースです」


「……ごめん、もう一度」


「ですからウスターソースです。カレールゥがなかったので代用してみたのですが、意外と本物そっくりになりました」


「本物そっくりとか言ってる時点で偽にせ物もの確定じゃねぇか!?……げほっ、く……こほっ、どおりでやたら……こほっ、辛いと思ったぜ」


　声を出した拍ひよう子し、喉のどの奥にウスターソースがくっついて俺は猛もう烈れつに咳せきこんだ。あわててイリスの差しだした水を飲み下し、深呼吸。


「……口の中がしょっぱい味しかしねぇ」


「ウスターソースを三時間煮に詰つめた一品です」


「死ぬぞ!?　塩分過か剰じよう摂せつ取しゆってだけで人間は命がやばいんだからな!?……ん？　でも待て待て。うちの冷蔵庫にウスターソースそんな大量にあったか？」


　鍋いっぱいの偽カレーを作るにはボトル一本じゃ足りないはずだ。煮詰めて濃のう縮しゆくしたという話だし、ウスターソースだけでも相当な量がないとダメなはずじゃあ。


「はい、足りない分はスーパーで買い足してきました」


「スーパー行ったんなら、まともなカレールゥ買ってくればよかったんじゃないのか？」


「…………」


「おい」


「……その発想はありませんでした。さすが凪、すばらしいアイディアです」


「それは普通に考えろよおおぉぉぉぉぉっぉっっ!?」


　そう絶叫して、俺はふらふらと椅い子すによりかかった。


　……なぜだ。何が悪いんだ。


　俺が求めていた理想の家メ政イ婦ドロボはこんなダメ家メ政イ婦ドじゃなかったはずだ。友だちの家で見た家メ政イ婦ドロボはあんなに優ゆう秀しゆうだったじゃないか。


「なぁイリス、俺、お前の機き械かい水すい晶しようにちゃんと家メ政イ婦ドＡＩ入れてるよな」


「はい。現在も正常に機能しています」


　これで正常だってのか。


　ダメだ、本気で原因がわからない。もはや元々の設計段階で落ちこぼれ人型機械体アンドロイドだったとしか。だとしたら俺、とんでもないもの拾ってしまったんじゃないか？


　……こんなんじゃ廃はい棄きされるわけだよ。


　見た目の造形は可愛かわいい。ああ、それは俺も認めよう。


　だけど期待した家事があまりに絶望的で……しかも家メ政イ婦ドＡＩは正常だとすれば、もっと根本的な部分にエラーが隠かくれている可能性が高い。それを気味悪がって廃棄されたとしてもまったく不思議でないレベルだ。


「なあ。素す直なおに答えてほしいんだけど、お前……家事が苦手なのか？」


「そんなことはありません。ただ、もともとが軍用設計ですから、人工筋肉の出力やＡＩの起動条件が家メ政イ婦ドの作業と馴な染じまなくて」


「そっか軍用か、そりゃあ仕方ないわ。なるほどなるほど軍用ね」


　…………


　ん。今なんか違い和わ感かんが。


「軍用？」


　そんなアホな。軍用人型機械体アンドロイドって言ったら俺らの帝てい国こくが誇ほこる最大戦力の一つだぞ。


　毎年百万体って単位で量産されてるとはいえ、それが俺の家でのんびり家メ政イ婦ドやってるわけがない。


「あっはっは冗じよう談だんキツいぜイリスさん。ホントはただの家メ政イ婦ド用なんだろ？」


「いえ、軍用です。詳しよう細さいデータは消しよう滅めつしていますが、幽ゆう幻げん種しゆと戦せん闘とうを行う機兵部隊としての生産ＩＤが本体パーツ内部にも刻印されてます」


「……マジ？」


「ご覧になりますか」


「ああ、そしたら……って待て、おい!?　やめろ、そこで服を脱ぬぐんじゃねぇよバカ！」


　エプロンの裾をまくってイリスが上着に手をかける。白磁さながらに白い肌はだの脇わき腹ばらと、そしてすぐ上の桃もも色いろの下ブ着ラが──


「だ、か、ら！　落ちつけって！」


　服をまくり上げるイリスの腕うでを摑つかみ、危あやうく下着一枚という姿になるのを俺はぎりぎりで押しとどめた。


「でも、見てもらわないと私が軍用だって信じて……」


「とにかく脱ぐな。わかった、信じるから！」


　……うそだろおい。


　軍用人型機械体アンドロイドは帝国の最新技術の塊かたまりだぜ？　情報が外に漏もれないよう廃棄は極ごく秘ひに行われるって聞いてたし。俺みたいな庶しよ民みんが触ふれる機会なんてないはずなのに。


「そういえば私、軍部の拠きよ点てんに帰ろうとしていた気がします。私の拠点が全ぜん滅めつしたことを伝えようとしていたのですが、その途と中ちゆうで内部機関が動かなくなったのかと」


「あー……で、倒たおれてるお前を見て家メ政イ婦ドロボと勘かん違ちがいした奴やつが、ご丁てい寧ねいにも近場の廃材スクラツプ置き場にお前を放ほうり投げておいたわけだ」


「おそらく」


「ふむふむ……で、俺の記き憶おくが正しければ、軍部の所有物を一いつ般ぱん人が勝手に持ちだしたりしたら厳げん罰ばつ規定があったような」


「懲ちよう役えき二十年は間違いないですね」


「うあぁっっっ、とんでもねぇもん拾っちまったぁぁぁぁっっっ!?」


　終わった。


　バイバイ俺の人生。そしてこんにちは二十年の牢ろう獄ごく生活。


「だいじょうぶです凪」


　ぽん、と俺の肩かたを叩たたいて機械少女がにんまり笑う。


「私、もう軍部では破損扱あつかいで登録されてるはずです。私の所有権は凪にあります」


「……そんな法律だったっけ」


「実は私もよく知りません」


「おぃちょっと待て、それは本気でヤバイって。どうして先に言わなかったんだよ！」


「そのことについて聞かれませんでしたし。それに──」


　しずしずと、躊躇ためらいながらも機械少女が告げた一言は。


「私……私を拾ってくれた凪に恩返しをしたかったから」


　思わぬイリスの一言に、俺は全身が凍こおりついたように動けなくなった。


　恩返し？


　……いや、だけど待ってくれよ。


　俺は……俺だって別に慈じ善ぜん活動でお前を拾ったわけじゃないのに。修復すれば家メ政イ婦ドロボが手に入るし、それに何より機械工学科への編入の足がかりになると思ったからで。


　……そんな俺に恩返しだなんて。


「それとも凪は、私が一いつ緒しよにいるのは嫌いやですか？」


「…………っ」


　じっと上目づかいに見つめられて、俺は口を開くことができなかった。


　嫌なわけがない。


　自分で拾って自分で修復してきたんだ、愛着だって当然ある。


　ただ、家メ政イ婦ド用と思って拾ってきた人型機械体アンドロイドが軍用だったってことが、一般人の俺にはあまりにも事実として重すぎたんだ。


　イリスの言うように破損扱いになっていればいい。だけど帝国司令部が今もイリスを探していたとしよう。それを勝手に回収だなんて帝国法への重大違い反はん、機械工学科への編入どころか何十年という懲役になる。


「……悪わりぃ。俺、まだそれに答える資格がないかもしれねぇ」


　奥歯を嚙かみしめて、血を吐はく思いで俺は口にした。


　……俺にイリスと一緒にいたいなんて言う資格はないんじゃないか？


　いわば下心アリで拾ったはずの人型機械体アンドロイドにこうも好かれていたなんて。


　なのに俺は、今の今までソイツを自分の目的成じよう就じゆの手段にしか思ってなかった。そんな俺に、イリスの笑え顔がおに応える資格は本当にあるのか？


「なぎ？」


　寂さびしそうな、顔をわずかに下に傾かたむけて今にも泣きだしそうな表情でイリスが手を伸のばす。


　その手を、俺は最後まで握にぎることも見つめることもできなかった。


「……悪ぃ。ちょっと今日は休ませてくれ」


　ああ、そういやシィから「なぎ先せん輩ぱいは『悪ぃ』って言うのが口くち癖ぐせですね？」なんてからかわれたこともあったっけ。


　頭が重い。


　立ちつくすイリスから逃にげるように、俺はふらふらと自分の部屋に向かっていった。





　そして翌日。


「イリス！　イリスどこだ！」


　家の不自然さに俺が気づいたのは、学校から帰ってすぐのことだ。


　まず家が真っ暗。それに昨日はすぐさま玄げん関かんの俺のところに駆かけよってきたイリスが、今はどれだけ呼んでも現れないなんて。


　……なんだこの感覚。


　……すごく嫌な感じだ。


　十何年暮らしてる自分の家なのに、まるで見知らぬ土地を一人で彷徨さまよってるような、そんな不安な気持ちになる。


「イリ──」


　リビングからキッチンに入ったところで、俺は息を止めてその場に立ちつくした。


　サラダボウルいっぱいに山盛りになったリンゴと、まな板の上にそのまま置きっぱなしになってる包丁。


　どのリンゴも皮を剝むこうとしたけど失敗して歪いびつな形になっていて、もはやリンゴの原形すら留とどめてないものが大半だ。だけどこの量、どんなに練習したって一時間や二時間じゃ済まないぞ。家メ政イ婦ドＡＩを組みこんだうえに学習機能もオンにしてるはずなのにちっとも上う手まくならなくて、だけど諦あきらめきれずに何時間もかけて皮剝きの練習して……


「…………」


　まな板の上に、包丁と一緒に置いてある小さなメモ用紙。決して上手いと言えない字で、小さくふるえるような字でたった一言。





　ごめんなさい





　十分すぎた。


　真っ暗な無人の家。キッチンに残された料理の練習の跡あと。そしてこの置き手紙。


　──何があったのか想像するには、もはや十分すぎるくらいのメッセージだった。


「ふ……ざけんな」


　掌てのひらから血が噴ふきだすほどに拳こぶしを握りしめて、俺はかろうじて言葉を吐きだした。


　あの、ダメ家メ政イ婦ド……





〝私……私を拾ってくれた凪に恩返しをしたかったから〟





　何個も何個も時間をかけて練習して、それでも皮剝き一つできない家メ政イ婦ドロボ。


　……そうだよ。


　やっと修復できたと思ったら主人の俺を無視して寝ね始めた時点で何かおかしいと思ってた。案の定そいつはとんでもない落ちこぼれ人型機械体アンドロイドで、だけど……それでもソイツなりに俺のために頑がん張ばるような奴じゃねぇか。


　人間ならとっくに休きゆう憩けいしてる時間になっても休憩一つせずに、ただ黙もく々もくと、俺に恩返しするためだけにキッチンで料理の練習をする奴だ。


　そして何より、こんな俺をずっとずっと慕したってくれていた。


　──そいつを。


　──そいつが今、家出するまで追いこんだのは……俺自身だ。


　あいつの問いに俺がきちんと答えていれば、あいつは家出なんてしなかったはずだ。


「っざっけんじゃねぇぞ！」


　右手を振ふり上げて、俺は、俺自身の頰ほおを全力で殴なぐりつけた。


「っっっっ！」


　頰の内側が切れて血の味が滲にじんでいく。


　……これでいい。


　これは、アイツが俺を殴っていいはずの代わりの一発だ。


「よし、目が覚めた」


　意地でも見つけて連れ戻もどす。


　軍用だろうが何だろうが関係ねぇ、あいつは俺が拾って俺が修復した人型機械体アンドロイドだ。あいつが俺に恩返しをしたいってんなら何の不都合がある。


「だから……さっさと見つかりやがれ！」


　抱かかえていた鞄かばんを放りだし、俺は全速力で駆けだした。
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　午後の眩まぶしい日ひ射ざしが、徐じよ々じよに夕暮れ色に染まる頃ころ──


　俺は、歩道を街の外れに向かって走っていた。


「っは……ぁっ……はぁ………………っ！」


　もう何時間、何十キロ走り続けたかもわからない。軍学校アカデミーで嫌というほど鍛きたえあげられた体力がこんなところで役に立つなんてな。


　──イリスの奴どこに行った？


　交通機関を使われると厄やつ介かいだ。そう思ってまず近くの駅とバス停を手当たり次し第だい当たったけどイリスの目もく撃げき情報はなかった。だとすると徒歩？　なら、いくら人型機械体アンドロイドだってまだ街のどこかを彷徨ってるはず。にもかかわらず、俺がどれだけ街を歩いても見つけるどころか目撃情報すらないってことは……


「あとは、ここしか残ってないよな」


　立ち入り禁止の黄色テープが貼はられた門もん扉ぴを見上げ、俺は大きく息を吐きだした。


　Ｅ47地区、通つう称しようスラム区。


　ボロボロの道路と崩くずれかけのビルが建ちならぶ荒こう廃はいしたエリアだ。


　大昔の戦争で公こう共きよう施し設せつが徹てつ底てい的てきに破は壊かいされて以来、住民が隣となり区に移住した結果ゴーストタウンになっている。


「立ち入り禁止のテープね。そういや地下の毒ガスが噴ふん出しゆつしたって学校で言ってたし」


　全身が機械の人型機械体アンドロイドには毒ガスなんて効かない。そういう意味では、人目を嫌ったイリスがここにたどり着いた可能性は低くない。


　……しかしまあ傭よう兵へい科やってみるもんだな。


　腰こしのポーチには愛用の機械工具に加え、傭兵科で『常備』とされてる簡易マスクや救急キットも入ってる。簡易マスクとはいえ立派な軍用、毒ガスの噴出ポイントを通ったとしても数分ならば保もつはずだ。


　ギィッ。


　錆さびついた鉄門扉をこじ開けてスラム区へ。


　道路を舗ほ装そうしていたはずのアスファルトは全すべて剝はがれ、足下は雑草の生えた土の地面。並び立つビルの壁へき面めんには黒い亀き裂れつが何本も走り、今にも倒たおれそうな気配を醸かもしだしている。


　ほんと、このエリアだけは何度来ても薄うす気き味み悪い。


　だけど俺にはそんなこと言ってる余よ裕ゆうなんてないわけで、とにかくイリスの奴やつを探して連れ戻すことが何より先決だしな。


「あー、しかしここ広いんだった」


　夜通しの捜そう索さくか？　そんなことを頭に浮うかべながら十字路を左に折れて、半はん壊かいしたビルを迂う回かいしてさらに奥へ進もうとして──


　すぐ目の前に、エプロン姿の銀ぎん髪ぱつの女の子が立っていた。


「イリス？」


「──────っ！　な、凪!?　どうしてここに!?」


　ふり向くや、大きめな目をいっそう見開いてイリスが驚おどろきの声を上げる。


「ま、待て。ちょっと待て！」


　驚いたのは俺も同じ。まさか、こんなすぐ見つかるもんなのかよ。


　全然心の準備が出来ないまま見つけたもんだから、あまりのことに言いたいことも何もかも頭から吹ふっ飛んでしまったじゃないか。


「……あーうん。もう大だい丈じよう夫ぶ」


　頭を軽く振って深呼吸。よし、落ちつけ俺。


「その……さ、昨日は俺が悪かった。許してくれ！」


　目を見開いたままのイリスに向かって俺は頭を下げた。


「な、凪!?　やめてください、人ひ間とが人型機械体アンドロイドに頭を下げるだなんて！」


「いや、いいんだ。そうしないと俺の気持ちが収まらない」


　制止しようとするイリスを振りきって俺は続けた。


「俺、てっきりお前が家メ政イ婦ド用の人型機械体アンドロイドだって思いこんでたから、軍用だって聞いて正直ビックリしたんだ。昨日の俺はお前からの質問にも答えられなくて……お前のこと悲しい気持ちにさせたんじゃないかって、今はすげぇ後こう悔かいしてる」


「…………」


「……白状するとさ、俺、もしお前が立派な家メ政イ婦ドロボになったら、それを修復させたんだぜすげぇだろって機械工学科の教官に見せるつもりだったんだ。そうすれば、俺も機械工学科に編入できるかもって思ってたから」


「──知ってます」


「え」


「凪が、ほんとは傭兵科じゃなくそっちに行きたいんだって私知ってました。だって凪の机、いつも機械工学科のパンフレット置いてあるんだもん」


　くすっ、と目だけ微笑ほほえんでイリスが続ける。


「だから私も、頑張って立派な家メ政イ婦ドロボになりたいって思ったんです。凪の修復した人型機械体アンドロイドなんて大したことないって思われるの嫌いやでしたから。でも……」


　目だけは微笑んで。


　だけど、それを告げる機械少女は、涙なみだをこらえるように下した唇くちびるを嚙かみしめていた。


「私……何をやっても落ちこぼれで。今日もリンゴの皮剝きずっとやってたのに、学習機能オンにしてるのにちっとも上手くならなくて」


「それはお前が元軍用だから──」


「軍用で、幽ゆう幻げん種しゆと戦っていた時から私は落ちこぼれでした」


　エプロンの上から自分の胸に手をあてるイリス。


「私が生まれた時、遠くで技術者の人たちが話してるの聞こえてました。……私には、ほかの人型機械体アンドロイドにない実験プログラムが搭とう載さいされているんだって。そのプログラムの影えい響きようが強すぎるせいで、私はほかの人型機械体アンドロイドができることもできないだろうって」


「実験プログラム？」


「特とく殊しゆな知覚プログラムだそうです。何かを見つけるとか探すとか、たぶんそういうの」


　確かに、旧ＡＩの容量がやけに大きかったのは俺も疑問に思ってた。


「だけどよ、それじゃ家メ政イ婦ドの仕事ができないのも理由があるってことだろ」


「……私にはどうしようもできません。私自身、その搭載プログラムに接せつ触しよくする権限がないんです。だから、どうやっても私は家メ政イ婦ドの仕事も下手なまま」


　よどみなく話し続けていたイリスが、ふとそこで言葉を句切った。憂うれいを帯びた双そう眸ぼうが、まるで人間のそれであるようにしっとりと濡ぬれていた。


「ごめんなさい凪。私、凪に恩返ししたかったけど……素す敵てきな家メ政イ婦ドロボになりたかったけど、やっぱり無理でした。機械工学科に行きたいっていう凪の夢も叶かなえてあげたかったけど。私のかわりにもっと優ゆう秀しゆうな人型機械体アンドロイドを────」





「俺は、お前がいいって言ってるんだよ！」





　気づいた時には、俺は喉のどを嗄からして全力で叫さけんでいた。


「くっだらねぇ。何が軍用だよ特殊な知覚プログラムだよ。お前はもう、そんな堅かた苦くるしいもんじゃねぇだろ！　俺に拾われて俺に修復された……ちっと物覚えが悪いだけの家メ政イ婦ドロボだろ、違ちがうか!?」


「…………」


「料理の練習したって上手くならねぇのは俺も同じなんだよ。俺なんか六年間自じ炊すいしてもカレーと目玉焼きと野菜炒いためしか作れねぇ。どうだ、どうしようもねぇだろ？　それと比べりゃお前は優秀な人型機械体アンドロイドだろうが。諦あきらめんなよ！　何十日何百日やってみろ、それで上手くできなきゃ俺がゼロから家メ政イ婦ドＡＩ作り直してやる。そんな腐くされ実験プログラムなんざに負けねぇ超ちよう強力なプログラムを作ってやる！　それで全部解決だろうが！」


「で、でも！　それじゃあ何年かかるかもわからないです。凪が機械工学科に行きたいっていうのも間に合わないかもしれないのに……」


「おうよ。もちろん機械工学科の夢を捨てるわけねぇだろ」


「なら──」


「だけど、それにお前を利用することはしない。お前はお前だ、マイペースに家メ政イ婦ドやってればいい。俺はその間に別の方法で編入の方法を考えるさ」


「…………」


　再びイリスが口ごもる。


「不満か？」


「……ちがうんです。あまりにその……光栄というんでしょうか。私、こんなに凪に大切にしてもらえてるんだなって……それがわかって……」


　顔をくしゃくしゃに歪ゆがめる機械少女。


　ばーか。


　そういうのは光栄じゃなくて嬉うれしいっつぅんだよ。


「……もう平気か？」


「はい」


「それなら、とりあえず帰ろうぜ。もう日が暮れちまう」


「はい。あ……待って凪」


　走りよってきたイリスが、何やらもじもじと俺に向かって手を伸のばしてきた。


　それ、もしかして手を握にぎって帰りたいって合図？　家の中ならいざ知らず、街中をそんなカップルみたいに歩いてたら普ふ通つうに勘かん違ちがいされそうなんですけど。


「…………」


「わかった、わかったからそんな訴うつたえかける目で俺を見るな！」


　意地でも手をつないで帰りたいっていう無言の圧力に負けて、俺はおずおずとイリスの手を握ってやった。


「えへへ、私知ってます。こういうの恋こい人びと同士でよくやるんですよね」


　なにげに確信犯（意味誤用）ですかイリスさん。そしてなぜ人型機械体アンドロイドのくせにそんな無む駄だな知識を知っている。


「しかし嬉しそうだな」


「嬉しいです。凪が私のこと大事にしてくれるのわかったし、私だって凪に褒ほめてもらえる家メ政イ婦ドロボになるよう頑がん張ばります」


　……ひとまず仲直りできて万ばん々ばん歳ざいってとこだよな。


　もちろん最初の目的だった機械工学科への編入はまた考え直しで、イリスもしばらくは家メ政イ婦ドの練習が必要だろう。それでも今は、イリスが無事戻もどってきたことに俺も素直に安あん堵どしたい気分になっていた。


「凪、止まって」


　そんな矢先、並んで歩くイリスが俺の手を強めに握ってきた。


「向こうの十字路、右方向から足音です。人数構成で六、七人かと」


「やべ、見回りか」


　倒とう壊かいした建物の後ろに大急ぎで俺たちは身を寄せた。毒ガス発生中で立ち入り禁止の場所だし、見つかっていいことなんかない。


　が、現れたのは警備員なんかじゃなくて。


「……傭よう兵へい？」


　思わぬ顔ぶれが、俺たちのすぐ目の前を歩いていた。


　重厚な機関銃マシンガンを肩かたにかつぐ大男に、胸むな元もとのホルダーに二丁拳けん銃じゆうを格納した女性の傭兵。その後ろに続く面々もそれぞれ銃器を携たずさえている。


「傭兵ということは凪の先せん輩ぱいですね」


「さすがに見知った顔はいないけどな」


　軍学校アカデミーの傭兵科を卒業すれば下級傭兵の資格が手に入る。それを見せれば帝てい国こく司令部や各地の自衛団に雇やとってもらえるというわけだ。俺がこのまま傭兵科を卒業すれば、将来はあんな感じで雇われて働くことになるんだろうな。


　──だけど妙みようだな。


　どいつもこいつも武装のレベルが高すぎる。


　あの女のポーチからのぞく弾だん薬やくは13[image: ]高圧弾だし、後ろの男の散弾銃シヨツトガンも、あれは巨きよ大だい生物用にカスタマイズされた大口径だ。……冗じよう談だんだろ、あんなバカ威い力りよくの銃器なんて対人戦じゃ絶対使わない。相当の害がい獣じゆうを相手にする時じゃないと出番がないはずなのに。


　それを、スラム区とはいえ街中で？


「凪、あの人」


　イリスが視線で示したのは、隊列の真ん中に位置する男の傭兵だ。左肩から手首までを包帯で幾いく重えにも巻いているんだけれど、その包帯が奇き妙みような濃こ紫むらさき色いろに染まっている。左手を負傷してるんなら包帯から滲にじむのは血だよな？……なんであんな紫色なんだ？


「あの人の腕うで、すごく嫌な感じがします」


「嫌？　不気味ってことか」


「いえ。もっと現実的に……危険な気がするんです」


　ふしぎな喩たとえだ。「嫌な感じ」、「危険な気がする」、どちらも機械の発言とは思えない曖あい昧まいなものに留とどまっている。何かを察知してはいるんだけれど、その正体が何かイリスにもわからないってことなのか？


「…………」


　傭兵部隊が立ち去ったのを確かく認にんし、俺はイリスを連れて再び歩きだした。


　行き先はもちろん傭兵部隊がやってきた方の分ぶん岐き道だ。何をしていたのかも気になるし、だけどそれ以上に、イリスが何に反応しているのか調べておきたかったから。


「話し声」


「ああ、今度は俺も聞こえてる」


　道なりに進んだ先、ビル群の谷間のなかに現れた小さな公園。


　そこに、さっきの部隊の仲間であろう武装した男女二人が立っていた。なんか話してるけど、さすがにここまで離はなれてると話の中身は聞こえないな。だけど──


　二人の足下に転がっている物体。


　それを一いち瞥べつするや、そこで何が起きたのか俺は瞬しゆん時じに理解した。


「幽幻種!?」


　世界の75パーセントを死の大陸に変えた侵しん攻こう者……その死し骸がい。


　それは、奇妙な濃紫色の霧きりを全身にまとった奇き怪かいな怪物だ。


　獅し子しのように太い脚あしが霧から見え隠かくれしているけど、脚から上が霧に包まれているせいで正体がわからない。目にあたる箇か所しよだけが、霧の中から薄うす気き味み悪い鮮せん血けつ色に輝かがやいているのが見てとれる。


「……そうかい。毒ガス発生だなんて言ってスラム区を封ふう鎖さしておきながら、本当の原因は幽幻種だったのか」


　固かた唾ずを呑のんで見つめる俺たちの前で、倒たおれた幽幻種の身体からだが陽炎かげろうのように揺ゆらぎながら消えていく。まるで、その存在そのものが無かったかのように。


　残ったのは腐ふ敗はいした大地。


　幽幻種が倒れていた地面が、土ど壌じようも雑草も瓦が礫れきも、何もかもが真っ白に腐ふ食しよくしていた。


　……魔ま笛てきか。


　幽幻種だけがもつと言われてる呪じゆ力りよくだ。帝国の科学でも解明できない謎なぞの力で、その発動に笛の音みたいな音を出すことから『魔笛』と呼ばれてる。


　あの腐った土壌も魔笛を浴びたからなんだろう。


　そして、その地面の上に倒れている八体の武装人型機械体アンドロイド。いずれも魔笛を浴びて全身のパーツが融ゆう解かいし腐食していた。鋼鉄のボディがまるでバターか何かみたいに。


「……凪」


　背後から、イリスが消え入りそうな声でささやいてきた。


「あの人型機械体アンドロイドはもう、修復できないのでしょうか」


「…………」


　頰ほおの内側を嚙かみしめて、俺は無言で首を横にふった。


　実は魔笛の研究はかなり進んでいて、帝国の高度医い療りようによって魔笛を浄じよう化かして洗い流すことも可能なんだ。


　──さっきの包帯した傭兵のように。


　あの包帯から滲み出ていた濃紫色は、幽ゆう幻げん種しゆと戦った時に受けた魔笛の残ざん滓しなんだろう。もともと人間には魔笛への抵てい抗こう力も備わっているらしくて、迅じん速そくな治ち療りようを受ければ一命を取り留めることもできる。


　だけど、元が鋼鉄である人型機械体アンドロイドに魔笛への抵抗力はほとんどない。


　俺が見たかぎり人型機械体アンドロイドの魔笛は末期まで侵攻していた。魔笛はウイルスみたいに感染する性質を持っているから、傭兵二人もうかつに人型機械体アンドロイドには触ふれられないでいるんだろう。


「無理なんですね」


「……悪わりぃ」


　淡たん々たんと、あまりに抑よく揚ようのない声でイリスは教えてくれた。


「あの人型機械体アンドロイドたちは私の姉きよう弟だいです」


「……同一の製造ラインで作られた家族ってことか」


　もしかしたらあそこで倒れていたのはイリスだったかもしれない。無む作さく為いに決定された派は遣けん先がたまたま違っていただけの話なのだから。


「凪のせいではありません。軍用人型機械体アンドロイドは、戦場の最前線で幽幻種と戦うのが使命ですから。人間の傭兵に死者が出ていなければ十分すぎる功績です」


　……俺は……なんて返事すればいいんだよ。


　幽幻種との交戦でもっとも多くの犠ぎ牲せいが出るのが軍用人型機械体アンドロイドだ。


　魔笛の抵抗力がない人型機械体アンドロイドは症しよう状じようの悪化も早いから、たいていが地面に倒れたまま手て遅おくれになるのを待つだけの身だと聞いたことがある。


　機械工学を学ぶ者として、自分が心血を注いで作った機械がそんな運命をたどるんだと知った時はひどく憂ゆう鬱うつな気分になった覚えがある。だけど、そうしなければ何千人という単位で人間の傭兵や帝国兵が犠牲になってしまうのも事実で…………





　本当に？





　本当にそれでいいのか？


　目の前で倒れているのがイリスだったとしたら？　魔笛に冒おかされて倒れた彼女を前に、俺はそれを「憂鬱な気分」の一言で片付けられるのか？


「…………」


　なんだよ、この目め眩まいみたいな感覚。


「イリス……戻るぞ。ここにいたってしょうがない」


　胸の中で滾たぎる何かを懸けん命めいに押し殺し、俺はかろうじて声を絞しぼりだした。


「幽幻種だってあの一いつ匹ぴきで終わりかわかんねぇし、俺も今はなんも武器持ってきてないから襲おそわれたら洒落しやれにならない」


「半径２０００メートル内に幽幻種は存在しません」


「……っ!?」


　イリス？　いまお前、なんて言った？　幽幻種は２０００メートル以内にいない？


　どうして。なんでそんなことわかるんだ。


『幽幻種はかりえぬもの』の名のとおり、その存在を捕ほ捉そくするのは至難を極きわめる。帝国の感知システムだって、せいぜい数百メートル内の幽幻種を捕捉するのが精せい一いつ杯ぱいのはずなのに。


「あ、あれ……凪。いま私なんて言いました？」


「は？　いや、だってお前自分で──」


　当のイリス自身が驚おどろいたように自分の口元を押さえている。いや、待てよ。そういえば幽幻種の死骸を見つける前から、魔笛を浴びた傭兵に対してイリスは「嫌いやな感じ」と言って反応してたよな。


「イリス、お前が朝に家出した時、どうしてここに来たんだ？　わざわざ立ち入り禁止のテープが貼はってあったの知ってるよな」


「……なんとなくです。街を歩いていて、しばらくしたらここにたどり着いたので」





〝私が生まれた時、遠くで技術者の人たちが話してるの聞こえてました。私には、ほかの人型機械体アンドロイドにない実験プログラムが搭とう載さいされているんだって〟


〝特とく殊しゆな知覚プログラムだそうです。何かを見つけるとか探すとか、たぶんそういうの〟





　……まさか……いや、それしか考えられない。


　イリスに搭載されてるシステムは、人間にも感知できない超ちよう存在を知覚するための実験プログラムなんだ。それも本人の意識と無関係に作動する強制プログラム。


　てことはイリスは、この先も無意識のうちに幽幻種を見つけてしまうってのか？


　冗談だろ。今のイリスは内蔵機関からＡＩから家メ政イ婦ド用にカスタマイズして、幽幻種と戦えるような力はないんだぞ。


「凪、どうしたんですか。帰りましょう」


「……あ、ああ。そうだな」


　彼女の手を握にぎりかえし、俺はスラム区への出口へと歩きだした。


　冷たい手。


　体温の通っていない鋼鉄の手に触れながら、俺はもう片方の手で自分の心臓を直じかに握り押さえたい衝しよう動どうに駆かられていた。


　──もしも、非武装のイリスが幽幻種と出会ってしまったのなら。


　誰だれかがこいつを守ってやるしかないんじゃないのか？


　このドジで落ちこぼれな家メ政イ婦ドロボを。


　俺が。


　俺が、この先も傭兵科で幽幻種と戦う訓練を積むしかないんじゃないのか？





　ずっと思い描えがいてた機械工学科の夢を、捨てることになったとしても。




　　Phase.3『イリス、学校へ行く』
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　翌日、俺は朝からずっと授業に身が入らなかった。


「…………」


「なぎ先せん輩ぱい、今日は何かありましたですか」


　そう言って俺の顔を覗のぞきこんでくるのはシィだ。彼女はといえば、俺の正面に座って机き上じように小さなお弁当を広げてる。


「ん。いや、昨日の夜に寝ね冷びえしたみたいで体調ダメっぽい」


　こういう時はデタラメでも体調不良のせいにするのが一番。と思ったけど、


「風か邪ぜですか！　い、いいい、いけませんです！　そういう時は美お味いしいものを食べて安静にしてないと。あたし、今すぐ家に帰って栄養のあるお弁当を──」


「待て待てシィ。落ちつけって。体調ダメって言ったってそんな大おお騒さわぎするほどじゃないから平気だって」


　目を見開いて立ち上がるシィを慌あわてて止める俺。……うん、体調不良のせいにする時は相手を選ぶことにするさ。


　……だけど、さすがに昨日の件は正直に話せないもんな。


　ことの原因は昨日の出来事だ。


　家出したイリスを見つけて無事に仲直りできたまではよかった。だけど今日の俺をこうも無気力に追いこんでいるのは、彼女に搭載された実験プログラムにある。あれが機能しているかぎりイリスは幽幻種を自分から見つけにいってしまう。


　──いまの俺の技術じゃ、その知覚プログラムを除去できない。


　だけど、もしイリスの感知圏けん内ないに幽幻種が入ってきたら、今度こそイリスは幽幻種に襲われて一方的に破は壊かいされてしまうだろう。


　……俺は。


　……それがわかっている俺は、これからどうすればいいってんだ。


　機械工学科の夢を追いかけるのか。


　それとも傭よう兵へい科に留まってイリスのために幽幻種と戦うのか。


　くそ、昨日徹てつ夜やで考えてたって結局はそんな両りよう極きよく端たんの解決策しか出てこない。もっといい方法はないのか？　俺が機械工学科に進めて、かつイリスも守れる方法がさ。


「どこかに相談できそうな奴やつが──」


「な、ななナ……ナ凪なぎぃぃっっっ、凪・一いち咲さき・ジール！　覚かく悟ごなさい、もう今日という今日は許しませんわ！」


　突とつ如じよ、教室の扉とびらがガシャンと音を立てて勢いよくスライドした。


　うわ、あれを無理やり開けるかね。自動開閉式の機械扉で相当な重さがあるはずなのに、それを力ずくでスライドさせるなんて尋じん常じような腕わん力りよくじゃない。そんなバカげた真ま似ねができる生徒といえば。


「よ、ミカエル」


「許しませんわよ凪、よもや一昨日おとといの無礼を忘れたとは言わせませんわ！」


　教きよう壇だんの上でわざわざ俺を指さす長身少女。


　真っ赤な髪かみをツーサイドアップに整えた容姿端たん麗れいな人型機械体アンドロイド……ああ、そういえばこいつもイリスに負けず劣おとらず精せい巧こうな造りしてるよな。ただ、怒いかりに目をつり上げてるせいでせっかくの魅み力りよくも半減してるけど。


「おぉっミカエル、今日も髪のリボンかえたんだな」


「え？……え、ええ。わかりまして？　今日は思いきって黒にしてみましたの。リボンの端はしに留め具がついてるので髪に留めるも外すも楽なんですのよ」


「似合う似合う。黒は大人の色気って感じだしな、お前にピッタリだよ」


「あ、あら。わかってるじゃありませんか、わたくしも我ながら悪くないチョイスだと思っていたところでしたの」


「おうよ。毎日それでもいいくらいだぜ。……それじゃ、また午後の講義でな。今日は運動着に着き替がえてグラウンドに集合だろ？」


「ええ、わたくしも更こう衣い室に向かいますの。それではご機き嫌げんよう」


　満足そうに優ゆう雅がな足取りでミカエルが通路へと姿を消して────


「って、ちょっと待ちなさい凪ぃぃぃぃぃぃぃっっっっ！」


　きっかり二秒後に再び教室へと走ってきた。


　……ち、気づかれたか。


「ん、どうしたミカエル？」


「どうしたもこうしたも、騙だまされませんわよ。一昨日の件！　昨日の間に謝りに来ると思って待ってたというのに音おと沙さ汰たもなしだなんて。あまりの無礼さに、穏おん和わなわたくしも怒り心しん頭とう、我が慢まんが限界をこえて天にも昇のぼる気持ちでしたわ！」


「……ミカさんミカさん」


　仁に王おう立ちのミカエルにこっそりシィが耳打ち。


「ええとですね、天にも昇る気持ちは嬉うれしい時に使う言葉だったと思いますです」


「え？　あ、あら？　わたくしとしたことが凡ぼんミスを……下手な鉄てつ砲ぽうも数打ちゃ当たるとはこのことですわね」


「数打っても当たってねぇよ。それも使い方違ちがうから」


　イリスとは別の意味でこいつもＡＩに欠けつ陥かんあるんじゃないのか？


「んで、話を戻もどすと昨日は何があったんだ」


「そうそう、それですわ！　あなた先週の最後、『また明日あした』って言って帰っていったでしょう。わたくし一日待ってましたのに！」


　え、うそ。ああ、そういえばイリスを起動させた翌日のことだ。休日だから一日イリスの家メ政イ婦ド訓練につきあって、挙げ句の果てに炭料理を食わされたんだっけ。


「お前……もしかして休日も学校に来て、一日ここで俺のこと待ってたの？」


「と、当然でしょう！　わたくしのＡＩはとっても繊せん細さい温情ですから、言われた約束も守るのが基本なんですの！」


「……ふーん。やっぱ機械ってそうだよな」


　組みこまれたプログラムにはどうやっても逆らえない。


　だとしたらやっぱり、知覚プログラムの修正方法がわかるまで、俺がイリスを幽ゆう幻げん種しゆから守るしかないってことになる。


「よし参考になった。ありがとなミカエル」


「え？　あ、あの凪!?　わたくしまだ一昨日のことほとんど言えてないんですのよ？　この怒りの矛ほこ先さきをどこに向ければ……」


「なあシィ、この前の講義ノート見せてもらっていい？　俺ノート取り損そこねてさ」


　何やら後ろでミカエルが「人の話を聞きなさいぃぃぃっっ!?」と叫さけんでるけどもちろん気にしない。まあ今回のは俺にも落ち度があるし、後で話は聞いてやるつもりだ。ただ、それも彼女が落ちつくのを待ってからな。


「で、でもミカさんがすごい目でこっちを見てますです」


「へいきへいき。あいつの話は後でちゃんと聞いてやるから。それよりノートは？　几き帳ちよう面めんなシィならちゃんとメモしてるかなって」


「はいです。えへへ、先輩がそう言うと思ってしっかりノート取ってますよ？」


　液えき晶しよう画面つきの電子端たん末まつをとりだす彼女。それを起動させ、カレンダー画面から目的の日付を選せん択たく。そこから講義の一時限目から順に選択する。


「えーと、なになに『今日は朝からなぎ先輩が眠ねむそう。表情も冴さえないけど元気になってほしいなぁ。先輩あーんして、ってシィのお弁当食べさせてあげたりできるといいんだけどなぁ。……えへ。えへへへ、や、やだなぁ。そんなこと許可してくれたら嬉しすぎて、あたしその場で────』」


「だ、だめだめだめだめだめぇぇぇぇっっっっっです！」


　ぱっ、とシィに電子端末を取り上げられてしまった。


「…………あたしの日記です」


「……おう。悪かった」


　涙なみだ目めで見つめてくる彼女に圧おされ、後ずさりして俺は謝った。


　電子端末は軍学校アカデミーから支給される貸たい与よ品なんだけど、俺はいまも紙のノートに手書き派なもんで操作に慣れてないんだよな。


「はい先輩。ここからが今日の講義です」


「了りよう解かいっと。ありがとな」


　気を取り直して今度こそ講義のメモ画面へ。午前中はとにかく講義ノートを取る気力もなかったんで、昼休みのうちに写すとするか。


　……やーれやれ、イリスの奴は今ごろ家で家メ政イ婦ドの練習中か。


　……俺が昼間っからあいつのことでこんな悩なやんでるなんて知りもしねぇんだろうな。


「なぁシィ、講義ノートのここなんだけど、来週はテスト範はん囲いこっから？」


「はいです。それは──」


　彼女が言いかけた矢先、教室の扉がガラッと音を立てて開いていった。


「皆みなの衆、運動着には着替えたか!?」


　体格のいい眼鏡姿の男子生徒だ。


　整せい髪はつ料で固めた黒くろ髪かみと凜りんと構えた表情、それに黒ぶちの眼鏡がいかにも生き真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。


「……なんだ、いいんちょか」


　京きよう命めい院いん卿きよう大だい。京命院が家名で卿大が個人名だ。


　本人いわく由ゆい緒しよ正しい名前らしいんだけど、あまりに小難しい名前だから教室じゃ誰だれも本名なんかで呼んでなくて、もっぱら「いいんちょ」と呼んでいたりする。クラスの評議委員だから「いいんちょ」。誰が最初に使ったかは知らないが、生真面目でお堅かたいコイツにとって程ほどよくユルい愛あい称しようというわけだ。


　……そのはずなんだけど。


「なあシィ、あれはなんだ？」


「えっと確か……午後の訓練が隣となりのクラスとの対たい抗こう戦で、それで燃えてるんだとか」


　今日の奴はピチピチの半ソデ短パンという運動着、頭には白のハチマキをして肩かたには怪あやしげな襷たすきをかけた珍ちん妙みよう極きわまりない恰かつ好こうだった。


「諸君、午後の訓練は傭兵科の隣クラスとの射しや撃げき戦だ！　現在の俺たちと隣クラスは37勝36敗４分けだ。これに負ければ戦績で並ぶため相手も気合いが入っている。だが俺たちも負けてはいられん。ここで勝利を得れば戦績を一気に引き離はなすチャンス、ならば我がクラスは心を一つにして午後の射撃戦に全力で励はげもうじゃないか！」


「……真面目バカをこじらせたか」


　当人に聞かれない程度にぼそりと呟つぶやく俺。


　クラス女子の総そう括かつがミカエルなら男子の総括がいいんちょだ。


　共通点はどっちも生真面目で単純。でもいいんちょの方は生真面目さが暑苦しさに繫つながりやすくて、真夏にあんな暑苦しい恰好はさすがに勘かん弁べんしてほしい。


「いつものことですから皆みんなすっかり放置気味です」


　シィの言うとおり、クラスメイトはほぼ全員いいんちょを無視して好き勝手に昼ご飯を食べている。ちょっとうるさいお昼の音楽放送のようなものだ。


「それでいいですよね？」


「だな。三日くらい放置しておけば熱も下がるだろ」


　扉の前で勝手に演説をくりかえす評議委員を後しり目めに、俺はシィの講義ノートを写す作業を再開した。放課後にかかるのは面めん倒どうだし昼休み中に終わらせないとな。


　だけどまあお約束と言いますか──


「凪、お前こんな時に何してる。さっさと更衣室で着替えてこい、講義開始の五分前にはグラウンドに集合だからな！」


　やはりというか、みんなが飯食ってるなかノートなんて書き写してたら当然いいんちょの目にも留まるわけで。


「何って、講義ノート写してるんだけど」


「それは放課後に回せ。なんなら俺の講義ノートも一日貸してやる！　今日の訓練は絶対に落とせない大事な試合だ。すぐに着替えて万全の態勢作りをだな」


「え……いいよ。いいんちょの字は達筆すぎて逆に読みにくい」


「そんなこ──」


　直後、言いかけた評議委員の動きが凍こおりついたように静止した。


　ガラッ。いいんちょの真後ろにあった教室の扉とびらが音を立てて開き、一人の少女がしずしずと教室に入ってきたんだ。


　大きな赤い瞳ひとみに可愛かわいらしい顔立ち、青みがかった銀ぎん髪ぱつをなびかせた女の子。


　可愛いさの中にもどこか神秘的な雰囲気がただよっている。服装も軍学校アカデミーの制服じゃなくて女の子用の上着とスカート、それにエプロンという家メ政イ婦ドスタイルだから嫌いやでも目立つ。


　…………


　……イリスだよな、どう見ても。


　家で家事の練習してるはずなのに、どうしてここまで来てるんだ？


「わ、あの子かわいい」


　一方で、シィの呟きをきっかけにしてざわざわと教室がざわめきだしていた。男子はもちろん女子だって突とつ然ぜんの美少女の来訪に目を大きく見開いている。


「なんと可か憐れんな……」


　扉の前で周囲を見回すイリスに真っ先に近づいたのは、やはりというかいいんちょだ。しかも……あれ、いつのまにあいつ運動着から制服に着替え直した？


「そこの私服姿のお嬢じようさん、俺はこのクラスの評議委員を務めています京命院卿大です。何かお困りですか」


　おい、いいんちょ。お前なんで口調まで変わってんだ。


「……なぎ」
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「え？」


　ぽかんと口を開けたままの評議委員の脇わきをすり抜ぬけて、


「凪！　見つけた！　よかった！」


　目と目が合うなりイリスが俺の方へ駆かけよってきた。


「お、おいちょっと待て！　待……っ！」


「凪！」


　飛びついてぎゅっと抱だきしめられる────ことはさすがになかったけど、俺はイリスに手を握にぎられ、それこそ骨が複雑骨折するんじゃないかってくらい握りしめられた。


「痛っ！　痛い痛い！　だ────っ、離はなせってば！」


　握られた手を振ふり回して無理やりイリスを引きはがす。


「なんだよ、どうしたんだっての。家で家事の練習するって言ってたじゃねぇか。しかもお前、それ以前にどうやって俺のクラスまで？」


「────」


　と、イリスが突然に鼻先を俺の制服に近づけてきた。


「な、なんだよ……」


「匂におい」


「はぁ？」


「凪の匂いをたどってきました」


「犬かよ!?」


　なんかのデータを検けん索さくしたのかと思いきや、返ってきた答えは俺の予想を斜ななめ上につっきるものだった。俺の匂いというか、俺が制服につけてる消しよう臭しゆうスプレーの成分を辿たどってきたんだろうけど、……うん。今みたいな怪しい答え方をされると困るぞ。


「で、肝かん心じんのお前がここにいる理由」


「そう、それです！　見てください凪。私、とうとうお皿を割らずに洗い物ができるようになりました！」


　エプロンのポケットから小皿を取りだす家メ政イ婦ドロボ。皿はまだ湿しめってる。ていうことはこの直前まで洗い物をしていたわけなんだろう。


「それを俺に報告するために、わざわざここまで？」


「はい！」


　満面の笑えみで、おまけに両拳こぶしを握ってガッツポーズでうなずく機械少女。


　……ああイリスさん。


　俺がこんなに君のことで進路に悩んでるのに、なんで君はこうも脳天気なんでしょう。


「凪、どうしましたそんな疲つかれた表情」


「人生って難しいもんだよな」


　ふっ、と乾かわいた笑みを浮うかべる俺。


　……しかしまあ、皿一枚綺き麗れいに洗えただけでこんな嬉うれしがる家メ政イ婦ドロボいないよなぁ。色々とツッコミたいことはあったけど、あんまり嬉しそうにイリスが見つめてくるもんだから、俺は何も言えずにがっくりと肩を落として──


　はたと、周りが怖こわいくらい静まりかえっていることに気づいた。


「どうしました凪？」


　どうしたもこうしたも、周りの視線に気づいてくださいイリスさん。


「え、えーと……あの、そのだな、これは」


　いつのまにか教室中のクラスメイトが全員、食事も話もやめて俺とイリスをじぃーっと凝ぎよう視ししていたのだ。


「凪……お前、この可憐な女の子と知り合いなのか！」


「な、なな、なぎせんぴゃいに…………こ、こんな女の子が……あ、あわわっ……」


　仁王立ちの恰好で震ふるえるいいんちょ。シィにいたっては口をパクパクと開けたままぺたんと床ゆかに座りこんでしまう有様だ。


「だーーっ!?　待てお前ら、それ絶対何か勘かん違ちがいしてる！」


「こほん、凪・一咲・ジール。これはどういうことですの？」


　コツッ。硬かたい靴くつ音おとを響ひびかせて歩いてきたのはミカエルだ。


　その鋭えい利りな双そう眸ぼうが……普ふ段だんも友好的とは言えないものの、今はもう明らかに敵意というか怒いかりに満ちているのがわかる。


「機密情報も少なからず保有する軍学校アカデミーに第三者を招くなんて、あなたどういうおつもり？……ふむ、しかし美少女と野獣ケダモノのような組み合わせですわね。まさか、クジラが地上をバク転で駆けていく可能性よりも低いことは承知の上ですが、あなたのガールフレンドとでも言うおつもり？」


「……俺も言いたいことは色々あるが、とりあえずガールフレンドでも家族でもねぇよ」


「あら？　では何だとおっしゃるの」


　ただの家メ政イ婦ドロボに決まってんだろ。


　俺が速すみやかにそう答えようとした矢先、隣に立っていたイリス本人が真っ先に。


「凪は私を拾って家に持ち帰ってくれたんです」


　ピシッ。


　ミカエルの鉄面皮に音を立てて亀き裂れつが走った。


「ひ、ひろ……拾って……お、お持ち帰り……ですって」


「はい。私を綺麗に洗ってくれて住む場所を提供してくれて、とても良くしてくれます」


「凪ィィッ!?　見み損そこないましたわ！　こんなっ、こんな幼気いたいけな少女を誘ゆう拐かいした挙げ句にいったいどんな破は廉れん恥ちな────」


「だ、か、ら、俺の話を聞けぇぇぇぇっっっっっっ！」


　何やらまた言いかけたイリスの口を塞ふさぎ、俺はその場で悲鳴を上げた。


「……人型機械体アンドロイドだよ。いつもの廃材スクラツプ置き場で見つけて拾ったのを修復してやったの。家メ政イ婦ドやらせれば俺が楽できるって思ったからな」


「人型機械体アンドロイド？　この子が？」


　真っ先に反応したのは案の定、同じ人型機械体アンドロイドであるミカエルだった。


　つかつかとイリスに歩みよるや、お互たがいの前まえ髪がみと前髪が触ふれるくらいの位置まで顔を寄せてイリスを眺ながめまわす。


「……本当だ。驚おどろきですわ、わたくしと遜そん色しよくない……あ、いや、わたくしに近いレベルの精せい巧こうさだなんて。こんな高度設計の人型機械体アンドロイドが廃材スクラツプ置き場に？」


「ばかなっ、この可憐な少女が本当にロボなのか!?」


　お、おい待て！


　いいんちょを皮切りに、クラスメイトが一いつ斉せいにイリスへと駆けよってきた。


「すっげぇ。こんな可愛い子が人型機械体アンドロイドかよ！」


「マジ、道ばたで会っても人間としか思えないだろ」


　等々。


　こういう時、ただ言う方は気楽なもんだなって思う。廃材スクラツプ置き場で力つきて誰だれも気に留めてなかったからこそ、俺がこいつを拾ったっていうのにな。


「ところでお前ここの校門どうしたんだ？　セキュリティは？」


　クラスメイトに聞こえないようこっそりイリスに耳打ち。


　さっきミカエルも口にしていたことだけど、軍学校アカデミーは帝てい国こくの国力と深く結びついてるから機密事じ項こうも多い。不ふ審しん者を逃のがさぬよう校門のセキュリティだって二重三重になってる。その中をこいつはどうやって学校に入ってきたんだ？


「自動生体認証機オートバイメトリクスの認にん証しようと電磁検査なら、解かい析せき可能でしたので解除して入校しました」


「……その才能をなんで家メ政イ婦ドに活いかせないのかな」


　軍学校アカデミーのセキュリティは、帝国のマザーコンピューター『太たい母ぼ真しん数すう』に直接監かん視しされた第一級の防犯設備だ。それを解析だなんてどんだけ桁けた外はずれの演算性能なんだと思うけど、それも搭とう載さいされてるっつぅ実験プログラムの影えい響きようなのか？


「凪に会いたい一心で頑がん張ばりました。何事も根こん性じようです」


「機械のくせに根性かよ!?　ていうか頑張るの一言で解決できるんなら家メ政イ婦ドの方に根ソ性レ使ってくれよ！」


「………………よかった、人型機械体アンドロイドで」


　シィが何か言っていたけど、あんまり小声で俺にはほとんど聞こえなかった。


「それにしてもすごいな。見た目もそうだし、ちゃんと受け答えもできるのか。さすが凪、もともと機械工学科志望なだけある」


　イリスの周りを一周するいいんちょが感心した面おも持もちで唸うなる。


　……うん、俺としても褒ほめられて悪い気はしない。


　傭よう兵へい科は銃じゆうや光学機器のプロフェッショナルだし機械工学にも強くなる。だからこそ人型機械体アンドロイドの修復という技術の高さも理解できるんだろう。


「だが凪──」


　刹せつ那な、いいんちょの眼鏡がキラリと光った。


「お前はつまり、こういう女の子でこういう性格が好みというわけか」


「え……」


「とぼけても無む駄だだ。これだけ手間のかかる人型機械体アンドロイドを拾ったんだ、容姿も性格もお前好みに仕上げるつもりだったというのは明白だ」


　ざわざわ。


　教室が再びざわめきだした。


「お、おいおいおい。冗じよう談だんきついぜ、まあ待ってくれみんな。今のいいんちょの発言はあくまで推測であって、そもそもこいつの容姿に俺は一いつ切さいの修正をだな」


　あ、あれ？


　俺が手を振って必死に弁明しても、なんか誰も聞いてくれてないっぽいんですが。


「……なぎ先せん輩ぱい。シィは、先輩がもう少し健全ノーマルな人かと思ってました。ね、いいんちょ」


「ああ。いくら俺とともに非モテ歴十七年とはいえ、いよいよリアルな対人関係に絶望してしまったとはな。残念だよ」


「ち、違うっ!?　お前ら何か勘違いしてるって。いいか、俺はあくまで一技術者としての挑ちよう戦せんに興味があってだな」


「このミカエル一生の不覚ですわ、まさか凪がロボ相手に自分の欲よつ求きゆうの矛ほこ先さきを向けるまで堕おちていただなんて。そうと知っていればもう少し優やさしく接して──」


「どいつもこいつも俺の話を聞きやがれっっ!?」


「凪……私のことをそんな目で見ていたなんて」


「おい待てイリス、なんでお前がショック受けてんだっつぅの！　だから違う！　俺は、俺は健全ノーマルな人間だ！」


　結局、みんなの誤解を解くのに昼休みを全部使ってしまいましたとさ。


　……おかげで講義ノート写せなかったし。ちくしょう。





　放課後の教室を後にした帰り道で。


「あれ？　どうしたんだよ、こんな場所で」


　校門の外れの目立たない場所でひっそり佇たたずむイリスを見つけ、俺は早足気味に近づいていった。放課後すぐ、ほとんどの生徒が部活に汗あせを流している時刻のことだ。


「お迎むかえです」


　服装はいつもの私服とエプロン姿。


　だけど、その両りよう肩かたには落ち葉が何枚も重なって積もっているのが見て取れた。……それ、校門脇わきに植えられた大樹から落ちた葉っぱだよな？


「お迎えって、いつから待ってたんだ」


「……お昼すぎから」


「はやっ。たっぷり三時間は待ちぼうけじゃん。退たい屈くつだったろ」


「いえ。そんなことは──」


　ちらり、と校門の外から顔を乗りだして校舎の方を眺める機械少女。


　無言かつ無表情で見つめてるもんだから最初は何かと思ったけど、それが純じゆん粋すいに、校舎を歩く生徒に見とれているのだとわかったんだ。


　……ひょっとしてこいつ、自分も学校に来たいのかな。


　さらに翌日。


　さらにこれまた翌日も、イリスは校門の外れで俺の帰りを待っていた。


「あのなイリス、お迎えってのはありがたいんだけどさ」


「何か至らない点がありましたでしょうか」


「……至らないってわけじゃないんだけど。お前この学校で噂うわさになってるぞ」


　ここ数日、謎なぞの美少女が校門の前でずっとこっちを見つめてる。


　そんな噂が一年生や俺ら二年生、さらには三年生まで伝わってることを知ったのは今朝のことだ。


　……ほんと、静かにしてれば可愛かわいい女の子って感じだもんな。


　あの少女は誰かの身内？　あるいは転入を控ひかえた転入生？　それともあれは仮の姿で、その正体は軍学校アカデミーの偵てい察さつにやってきた他国のスパイか？　などなど。


「噂の中身はひどいもんだけどな」


「はい。どうしましょう」


「どうしましょうって、そりゃお前」


　自宅に帰る道の途と中ちゆうで、ふと俺は立ち止まってイリスを見つめた。


「もしかして俺の学校に来たいのか」


「……いえ。私は家メ政イ婦ドロボですので。家に控えているのが使命です」


「じゃ、学校は嫌きらい？」


「え。い、いえそんなことは……凪もいますし、それにたくさんの人がいて……賑にぎやかで楽しそうで……わ、私も学習機能はついてますから学校で有意義な知識を得られれば……そ、それもまた凪のお役に立てると思いますし…………」


　もじもじと肩を小さくしてうつむいてしまう。


「別に俺はいいんだけどな。家事さえちゃんとできるなら」


「でも学費がかかりますし。家メ政イ婦ドロボの身としては、凪の出費を抑おさえるどころか上げてしまうのは……」


「そっか？　いやー残念だなー。せっかくまだ特待生の枠わくが空いてるってのに」


　ぴくっ。


　イリスの背中が小刻みに震えたのを俺は見み逃のがさなかった。


「人型機械体アンドロイドでも特待生枠は受けられるんだよなー。もちろん人間のとは別だけど、合格すれば学費も免めん除じよになるっていうのに。いやー残念。ほかならぬイリスさんがそう言うなら俺も強制は────」


「ま、待って！」


　先を歩いていこうとする俺の腕うでをイリスがしっかりと摑つかんできた。


「どした？」


「…………」


　無言のまま顔を真っ赤に染める彼女。


　ちなみにこれは過か剰じような情報処理（「胸がドキドキ」状態）に耐たえきれずに内部機関の熱量が高まっている証しよう拠こで、人間が恥はずかしさに顔を赤らめるのと同じだったりする。


「何も言わないなら──」


「い……い、いくます！　私も……凪と同じ学校、い、いく、いくます！」


　顔は真っ赤で目元まで洗せん浄じよう液でうっすらと濡ぬれていて。


　しかも機械のくせに言葉嚙かんでるし。


「特待生の枠が取れるまで頑張ります！」


「いいぜいいぜ。まあ真ま面じ目めに三か月くらいは学習期間が必要だろうし、今年の冬くらいに挑戦してみるのも悪くないんじゃないか？」


　実際、特待生の枠は人型機械体アンドロイドの学習機能をもってしても簡単じゃない。とはいえだ、幸いイリスは軍用だから軍学校アカデミーの試験と相あい性しようは悪くないだろう。気長に時間をかければ特待生だって夢じゃないと俺は本気で考えていた。


　……だけど。


「凪、見てください。特待生試験に合格しました！」


「ぶっ!?」


　飲みかけのジュースを思いきり吹ふきだす俺。


　まさか。


　まさかそれを言った翌日に合格するとは思ってませんでしたよ、ええ。


「ちょ……ちょっと待て。それどういうこと。いくら軍用だからって特待生試験に一発合格ってのは無茶すぎるだろ!?」


　だけど本当だった。イリスが持ってきた通知を何度見ても「合格」の二文字。ちゃんと学長の直筆もあるし偽にせ物ものとは思えない。


「全すべては効率です。情報収集の成否がそのまま合格の成否となりました」


「つまり？」


「つまり、事前に軍学校アカデミーのサーバーに強制侵入ハツキングして試験問題と回答を入手しておけばいい。たったこれだけで合格確実です」


「カンニングじゃねぇか!?」


「ね。凪、これで明日あしたから一いつ緒しよに学校に行けますよ」


　エプロン姿の家メ政イ婦ドロボが、嬉うれしそうに俺に合格通知を見せびらかしてくる。


「凪、どうしました黙だまっちゃって」


「……なあイリスさん」


　ジュースのかかったテーブルを拭ふきつつ、俺は眉み間けんを指先で押さえながら。


「軍学校アカデミーのセキュリティを一日で突とつ破ぱしたのかよとか、そもそもカンニングはどうなんだとかツッコミどころは山ほどあるけど……」


「山ほどあるけど？」


「頼たのむから、その素す晴ばらしい才能を家事の方にわけてやってくれ」


　夕食として出された真っ黒い炭の塊かたまりを指さす俺。


「これ、なんだっけ」


「特上肉のサイコロステーキ……だったものです」


「…………そうか」


「…………そうです」


　やっぱコイツ、まだ家メ政イ婦ドに専念させた方がいいんじゃね？


　そんなことを真しん剣けんに考えながら、俺はイリスの持ってきた入学申しん請せい書しよの「保護者」欄らんにサインをしたのだった。





　　　　２





「絶対！　ぜーったい認めませんわ！」


　その日、クラスの朝会はミカエルの絶ぜつ叫きようから幕を開けた。


「この……こんないかにも家メ政イ婦ドな人型機械体アンドロイドがクラスメイト？　しかもわたくしと同じ特待生だなんて認めません！」


　始まりはきっかり一分前。


　俺が持ってきたイリスの入学証書の件でクラスメイトが賑わっているのを、ちょうど登校してきたミカエルが目にしてしまったことがきっかけだった。


　まあ……俺も正直言うと一ひと悶もん着ちやくあるかなって思ってたよ。


　教室に二体目の人型機械体アンドロイド。嫌いやでも何かと性能を見比べられるだろうし、プライドの高いミカエルには気に障さわって当然だ。だけどミカエルの逆げき鱗りんを刺し激げきしたのはもっと別にあって、それが──


「なんですのこの合格通知！　わたくしでさえ特待生の資格を取るのに三週間を要したというのに……たった数日？　そんなの天地がひっくり返ってもありえませんわ！　たとえ学長に総統閣下、天にましますお天てん道とう様が許してもこのミカエルが許さなくってよ！」


　お前どんだけ偉えらいんだよ。


　と言いたい俺ではあったけど、何か言えばまた面めん倒どうな言いあいになるので沈ちん黙もくを選せん択たく。それにカンニング合格したのも事実だからなあ。


「なあイリス、お前の方で何か良さげな返事ネタないのか？　特待生試験は運が良かったんですとか、たまたま知ってる問題が出たんですとか」


「え？　は、はい。もちろんです………………ところで何の話でしょう」


　しかも当事者のはずのイリスさんときたら、『イリス』ってプレートが用意された机と椅い子すを目キラキラさせながら見つめてて話まったく聞いてないですかそうですか。


　なんだよ、やっぱり本音はめちゃくちゃ学校来たかったってことじゃん。


「凪！　凪・一咲・ジール！」


　そして案の定、やっぱりミカエルの追つい及きゆうの矛ほこ先さきは俺宛あてだった。


「白状なさい、あなた学長にどれだけ大金を積みましたの」


「俺がそんな金持ちに見えるならな」


「むっ？」


　俺の反論にミカエルが口元を一の字にして黙りこんだ。


　自じ慢まんじゃないが俺の貧びん乏ぼう度はなかなかのものだ。安い土地に建てた親の家が一いつ軒けんあるだけで、普ふ段だんは学校の食堂にも行けずに家計を切りつめる毎日。そして当然のようにミカエルもそれを知っているわけで。


「どうだ？」


「確かに。ではどうやっ………………はっ！　わかりましたわ、金で払はらえないなら身体からだで支し払はらったと言いたいのですわね。なななっ、なんて破は廉れん恥ちな！」


「そうきたかよ!?　さすがにその発想は俺も予想外だけど、だいいち学長は男だろうが男。杖つえついた六十三歳のオスだぞ」


「…………ふむ」


　口元に手をそえて何やら一人で考えこむ特待生の少女。


　やがて。


「学長×凪、アリですわね」


「ねぇよ。お前のＡＩ腐くさってんじゃねぇの？」


　再び俺とミカエルの議論が白熱しかけたところで、ズドンッと馬ば鹿かでかい空くう砲ほうが教室の壇だん上じようから鳴り響ひびいた。


「よし貴様ら二秒以内に席につけ。これより朝のホームルームを行う」


　皺しわ一つない紺こん色いろスーツをぴっちりと着こなした長身細身の女性教官だ。


　右う流りゆう・寧ネイ・ユメルダ教官。クラス内じゃ右流先生って呼び方が多いかな。


　鋭えい利りでくっきりとした目鼻立ちの、黒くろ髪かみをショートにした女性だ。見た目はカッコイイ系の女性なんだけど、長年の軍役で身についた男言葉と豪ごう快かいな雰ふん囲い気きのせいで、三み十そ路じなのに婿むこがいないって悩なやんでる残念な人でもある。


「貴様らも知ってのとおり、我が帝てい国こくは常に幽ゆう幻げん種しゆの脅きよう威いにさらされている！　奴やつらの侵しん攻こうによって数十あった諸国家は次々と消しよう滅めつし、残る三大国家が幽幻種に対しそれぞれ一進一退の攻こう防ぼうをくり返している状じよう況きようだ」


　カチッ。実じつ弾だんの込こめられた自動拳銃オートマチツクを腰こしのホルダーから引き抜ぬく右流先生。そのまま銃じゆう口こうを窓の外に向けて。


「我らが帝国、そして南のエルマリア神教界と西の武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くに。この三国はそれぞれ独自の軍事力を有している。神しん性せい上位存在と言われる『禁きん断だん水すい晶しよう』を崇すう拝はいし、その力を秘術として使うエルマリア神教界。また極限の苦行により人型機械体アンドロイドをも凌りよう駕がする戦せん闘とう者たちの都である武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くに。────そしてシィ、我らが帝国の特とく徴ちようはなんだ!?」


「ふぇ？　え、え……っと、料理です？」


「それはお前だけだ！　特別ヒント、ここの学校は何だか言ってみろ！」


「ほ、宝ほう条じよう軍学校アカデミーです！」


「そうだ！　隣となりの二大国どちらにもない圧あつ倒とう的てきな科学技術と機械工学、これによってもたらされる強大な軍事兵器こそ我らが帝国の真骨頂！　人類の命運を賭かけたこの戦い、我が帝国がエルマリア神教界にも武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くににも後れをとるわけにはいかん」


　……そうなんだよなあ。


　表向きは幽幻種への共同戦線を敷しいている三大国だけど、水面下じゃ残る二国をいかに出し抜くかっていう軍事競争が行われてるのは暗あん黙もくの了りよう解かいだ。互たがいに極ごく秘ひにしてる技術や情報もあるだろうし、結局のところ、こんな時代でもまだ人間側おれたちは一枚岩になりきれてないってのが実状なんだ。


　一学生にすぎない俺としては「さっさと腹を割って同盟しちまえ」とか思ったりもするけど、いつの時代もお偉えら方がたにはいろんな思おも惑わくがあるってことか。


「貴様らもあと一年半の学校生活のあと、あるいはさらに四年間の上級教育を受けたあと、それぞれ帝国の各拠きよ点てんで雇やとわれる傭よう兵へいとなる。それまでに一人でも多くの戦友を見つけておくことは将来の財産となるだろう…………えーこほん」


　銃をホルダーにしまって右流先生が咳せき払ばらい。


「長々と喋しやべったが結局何を言いたいかというと、本日付けで貴様らに新しいクラスメイトが一人加わった。紹しよう介かいしよう！」


「知ってます」


「知ってますです」


「たった今までその件で揉もめていたところですわ」


「……揉めてたのはお前一人だけどな」


　いいんちょ、シィ、ミカエルそして俺に口々に突つっこまれ、右流先生は「……近ちか頃ごろの若者は」なんて呟つぶやいて肩かたをすくめていた。


「よかったなイリス、自己紹介しなくていいっぽい雰囲気だ」


「……え？　あ、はい」


　話が摑つかめていなかったのか、きょろきょろとあたりをうかがいながらイリスがうなずく。ちなみに彼女の座席は俺の真後ろだ。特待生枠わくとはいえ俺がこいつの保護者として申しん請せいしたこともあって、なるべく近い位置にと配はい慮りよしてもらった。


「以上、これでホームルームを終しゆう了りようする。あと２分47秒後に一時限目の講義が始まるから、各自それまでに実習室へ移動するように」
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　軍学校アカデミーの二年生。


　そんな俺たちは卒業まで残すところ一年半だ。


　早い奴は卒業してそのまま雇われの傭兵になるわけで、それまでに傭兵としての技術と知識を習得して、対幽幻種用の武器を使いこなせ。


「なーんて言われた日の最初の講義が家庭科の実習って、矛む盾じゆんを感じるのは俺だけか？」


　とん、とと……とととん。


　包丁がまな板と奏かなでる不規則なリズム。


「しかも調理実習って……まだ朝飯食ってから二時間もたってないのに」


　包丁片手に、俺は不慣れながらもキュウリの薄うす切ぎりに取りかかっていた。


「そんなことないですよぉ。傭兵科だって学生ですし、普ふ通つう科と同じカリキュラムを受けることは大事だと思いますです」


　にっこり笑え顔がおで応こたえたのは我らが調理実習の最終兵器たるシィだ。


　軍学校アカデミーの三大癒いやし部に数えられる『のんびり料理やっちゃいます会』、その栄はえある副部長である彼女にとって調理実習なんて楽勝だろう。


「はいはい。では皆みなさん、そろそろドレッシングも作り始めましょう。リンゴ切ったら塩水に漬つけておいてくださいね。でないと変色しちゃいますです」


　フルーツサラダのレシピを片手に持ったシィが第三班の班長だ。


　俺を含ふくめてメンバーは六人。シィ以外がみんな料理のできない男連中なので本当は彼女一人で作った方が出来もいいんだろうけど、そうしたら練習にならないんでシィは基本的に指示役という位置づけだ。


「なあシィ、薄切りってこれでいいのか」


「ですです。それも塩水に漬けておいてください。あ、なぎ先輩、それ端はしっこまだ使えますよ。ちょっといいですか」


　俺が切り残したキュウリの端っこを器用に押さえ、エプロン姿のシィが包丁を──


　とととととととととととと、とん。


「おおおっ」


　思わず声を上げる俺。シィの切ったものと俺のとでは厚みが三倍くらい違ちがう。しかもあの速さで、切りにくい端っこをここまで正確に切れるものなのか。


「凪、そっちはどうだ？　だいぶ進んでるみたいだが」


　そこに、迷めい彩さい柄がらのエプロンを着て現れる眼鏡姿の長身男子。


「よぉいいんちょ。こっちはもうすぐ盛りつけ。そっちは？　なんかずいぶん美う味まそうな匂においがするけど」


「うむ。俺の班は豪ごう勢せいにビーフステーキだ。せっかく講義中に飯を堂々と食えるんだ。どうせなら豪ごう華かにいきたいじゃないか」


　朝っぱらからステーキなんて重たいものを……と思ったけど、考えてみればいいんちょの班は本人含め暑苦しい男連中が集まってる。奴らなら朝っぱらからステーキだっていけそうだもんな。


「凪、一切れ味見してみるか」


「……朝っぱらからステーキなんて食いたくねぇよ」


「そうか？　美味いのに残念だ。それじゃあかわりに」


　ステーキを一切れのせた皿を持ついいんちょの目が鋭するどくあたりを見回し、ぴたりと真後ろのイリスで止まった。


「イリスさん。俺が心をこめてつくったステーキ、どうかご賞味いただけませんか」


　おーい評議委員さん。


　俺の時と態度が２００パーセントくらい乖かい離りしてませんか。しかもなんで真しん剣けんにプロポーズみたくポーズまで決めてるの。


「いいんちょ、そいつ人型機械体アンドロイドな。ミカエルと同じで飯食わない」


「はっ……そうだった俺としたことが」


　我に返ったように首を振ふる評議委員。そんないいんちょはさておき、俺としてはイリスがとんでもない料理を作ったりしないか心配で仕方ない。別の班にいるはずの彼女の様子を見ようと、俺が一班の方に足を向けた直後。


「料理勝負ですわ、イリスさん！」


　教室のちょうど中央らへんから甲かん高だかい声が響きわたった。


　ド派手な紅白のフリル付きエプロンを着たミカエル。そんな彼女がびしっと指先を向けるのは、言わずと知れた我が家の家メ政イ婦ドロボ。


　……あの二人なにやってんだ？


「同クラスに人型機械体アンドロイドが二人。それも互いに特待生となれば、それはあたかも偶ぐう然ぜんに鉢はち合わせてしまった宿敵のようなもの。ここで雌し雄ゆうを決しておくべきでしょう！」


「なるほど。しかし私には争う理由がありません……と言いたいところですが」


　すちゃっ、と出で刃ば包ぼう丁ちようを両手で構えてポーズをとるのはイリスである。


「私とて凪の家メ政イ婦ドロボ。家事全ぜん般ぱんに精通した家メ政イ婦ドマスターとして、挑いどまれたこの勝負逃にげるわけにはいかないでしょう」


　ねえイリスさん、いつから貴女あなたは家メ政イ婦ドマスターになったんでしょう。昨日だってサイコロステーキ焦こがして炭化させたくせに。


「勝負方法は？」


「わたくしの班のクリームシチューをご覧なさい。これに具材と味付けを加え、どちらが優すぐれたものを作るか。判定は我がクラスの料理マスターたるシィにお願いしますわ。あと審しん判ぱんは凪、イリスさんの使し役えき者としてあなたがやりなさい！」


　げ、俺？


「……まあいいけどよ。とにかく食えるもんを作ってくれ」


「？　どういう意味かわかりませんが、とにかく勝負開始ですわよ！」


　二つの鍋なべの前に陣じんどり、それぞれまな板の上に食材を用意する両者。クラスの皆みんなが固かた唾ずを呑のんで見守るなか──


　とん、とととととん、ととん。


　小気味よいリズムを響かせて玉ねぎを刻むのはミカエル。さすが、軍学校アカデミーでの生活も長いだけあって包丁の扱あつかい方も上う手まい。


　一方その隣では。


「あ、ひゃん！……あ、あれ？　き、きゃぁ」


　まな板にスイカを載のせたイリスが、包丁についた納なつ豆とうのネバネバに苦戦していた。


　正直こうなるとはわかってたけど……というか納豆もスイカもシチューの具じゃないと思うんですがイリスさん。


「う、噓うそ、スイカに包丁が刺ささったまま抜ぬけない!?……こ、こんなはずじゃあ！」


「あらあら。その様子では早くも勝負が見えましたわね」


　慌あわてふためくイリスを後しり目めに、綺き麗れいに切りそろえられた人にん参じんと玉ねぎをシチューに投入していくミカエル。


「ま、まだ勝負はついてません！　このスイカさえ切り終われば────あ」


「へ？」


　スイカの刺さった包丁をイリスが振り回した弾はずみに、それがお湯の入った鍋の取っ手に直ちよく撃げき。ひっくり返った鍋から大量のお湯が最も寄よりのミカエルへ……


「き、きゃぁぁぁぁっ!?　お、お湯が顔に！　エプロンに！」


「あぁぁ、ごめんなさいごめんなさい！　あ、熱かったですよね。急いで救急車を」


「それは人間限定！　わたくしは人型機械体アンドロイドですから平気です！……くっ、頭から足下まで濡ぬれ濡れだなんて。ひどい目に遭あいましたわ」


　どこからともなく取りだしたタオルで丁てい寧ねいに髪かみを拭ふいていくミカエル。


「なあミカエル」


「なんですの凪？　ご覧のとおりわたくし水気を拭くのに忙いそがし──」


「…………」


　無言で、俺はそれとなく彼女の後ろにある鏡を指さした。


「自分の恰かつ好こう見てみろ」


「へ？」


　ぽかんとした様子で姿見鏡の前に移動し、そして待つこときっかり三秒後。


「い、いやぁぁぁぁぁぁっっっっ。水に濡れて下着が透すけっ…………な、なんですのこの破は廉れん恥ちな恰好は────────!?」


　スレンダーなモデル体型を浮うかび上がらせるように張りついた制服。そんな自分の姿を直視して、顔を真っ赤にしたミカエルが悲鳴を上げた。


　……あーようやく気づいたか。


　そりゃ鍋一いつ杯ぱいのお湯を頭からかぶったんだもんな、服とエプロンが身体からだにくっつくくらいすぐ気づくと思ったんだけど。
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「凪の破廉恥っ！」


「痛いて!?　って何で俺が殴なぐられなきゃいけないんだよ！」


「くぅっイリスさん命拾いしましたわね！　勝負は次回に持ち越こしですわよ！」


　エプロンをひるがえし、全速力で女子トイレの方へミカエルが駆かけていく。


　……これ、勝負中止でいいのか？


「ミカエルさん、恐おそろしい相手でした。次に会うときはきっとさらなる激げき闘とうが」


「なに一人でシリアスに拳こぶし握にぎってんだよ」


　イリスの後ろ頭を軽く小こ突づいてやって、俺は真後ろのシィへとふり返った。


「良かったなシィ、どうやら面めん倒どうくさい判定しなくて済んだらしいぞ」


「ええ。……でも先せん輩ぱい」


　濡れた手をエプロンで拭きつつ、シィがじっと横目を向けてきた。


「今もそうですが、イーちゃんと話してる時はすっごく楽しそう」


「へ？」


「イーちゃんです。先輩が目の前で話してた」


　ああイリスのことか。ミカエルは「ミカさん」で俺は「なぎ先輩」だし、シィってばクラスメイトは基本的に愛あい称しようで呼ぶんだもんな。


「イーちゃんがすごく可愛かわいくて良い子なのはわかりますし、先輩だってイーちゃんと話すの楽しいと思いますけどぉ…………で、でも料理ならあたしだって家メ政イ婦ドロボにも負けない自信がありますし…………あ、あとそれに……ス、スリーサイズだってお胸とお尻しりは…………あたしのが勝っ……そ……そのぉ」


「悪わりぃシィ、後半が声あんまり小さくて聞こえなくて」


「ななな、な、なんでもないのです！」


　ブンブンと首を横にふってシィが腕うで組ぐみ。


「と、とにかくです！　イーちゃんとばかり話す先輩なんてナシだと思います！」


「おう。イリス今日が初めての登校だからな、友だちになってやってくれ」


「それはもちろん！　じゃなくて、あ、あのそういう意味じゃなくてですね。あたしが言いたいのは」


「ん？」


「……いえ。やっぱり何でもないのです。いつもどおりのなぎ先輩だってわかっただけで一応は安心できました」


　溜ため息いきをついたかと思いきや、なぜかシィまで真剣な口調で「……イーちゃん、恐ろしい相手です」なんて言って腕組みしてるし。


「なに？　お前らそんな調理実習に気合い入ってたの？」


「「凪（なぎ先輩）は黙だまってて！」」


「……はい」


　イリスとシィから同時に怒おこられ、俺はすごすごと謝ったのだった。


　……俺、なにも悪いことしてないのに。
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　調理実習の次の講義は「体育」。


　じりじりと日ひ射ざしが照りつける真下──それこそ地平線が見えるくらいの呆あきれる広さの校庭の隅すみっこで、俺はイリスの体力測定につきあっていた。


「凪、いつでも大だい丈じよう夫ぶです」


「おし。それじゃこの握あく力りよく計けい持ってくれ」


「持ちました」


「はい、ぎゅーっと握る」


「～～～～～っっっ……」


　おおやっぱすげぇ。握力計の針が一周しそう。


「はいお終しまい。もう力ぬいていいぞ」


　握力計の数値を電子端たん末まつに入力していく俺。


　……ああ、クラスの奴やつらは今ごろプールで泳いでるってのに。


　本当なら進級当初にやるはずの体力測定だけど、途と中ちゆう入学となったイリスだけは今から計測というわけだ。その記録係が俺になるのは言うまでもない。


「あとはなんでしょう」


「んー……だいぶやったはずだし、百メートル走で終わりじゃないか？」


　ほかの測定器具は日ひ陰かげのベンチの上に放置して、俺とイリスは校庭の中央を目指して歩きだした。うわ、あっち陽炎かげろうまで見えるし。


「でも意外っちゃ意外だな。握力計ごと破は壊かいするみたいなオチを期待してたんだけど」


　握力測定に砲ほう丸がん投なげにハードル走。


　イリスの記録はどれもすごいけど、かといって測定不能みたいな伝説記録というわけでもなかった。軍用人型機械体アンドロイドならそういうのも少し期待してしまったんだけど。


「やっぱ内部機関を取り替かえたからかな？　あれが出力の大本だし」


「それもありますが、出力が過大だと精密動作性に影えい響きようが出ます。それを抑おさえる調整機能が旧ＡＩ時代から組みこまれています」


　そんな機能まであるのか。


　旧ＡＩはボリュームがありすぎて重要部分しか見れていないんだよな。近いうちに一通り確かく認にんしておきたいとは思ってるんだけれど。


「あとは姿勢制せい御ぎよですね。跳とんだり回転した時の重心安定と体勢保持。単純出力よりそちらで最大性能を発揮できるプログラムになっています」


「いろんな制約があるってことか」


「はい。ちなみに私の運動着が破けるのを許していただけるなら、出力値であと８パーセントほど上じよう昇しようできますが」


「……その運動着、学校からの借り物なんだから勘かん弁べんしてくれ」


　そんな間の抜けた会話をしつつも、俺たちは白線の引かれた百メートル走コースへと歩いていった。


「んじゃイリスは向こうのスタートラインな。俺はゴールラインで待ってるから」


「はい。凪と別れるのは寂さびしいですが、３・７６７秒で会いにいきます」


「走る前から記録のネタバレかよ」


　計測する俺の立場もへったくれもない話だ。


「凪、いつでも結構です」


　スタート地点の地面に手をつき、背を屈かがめてクラウチングスタートの姿勢をとる彼女。ふむふむ、人型機械体アンドロイドも人も初期動作は同じなんだな。


「そんじゃいくぞ。よーい…………走れ！」


　俺が手を打ち鳴らしたのと同時にイリスが大地を蹴けった。


　スタートラインが濛もう々もうと砂すな煙けむりに包まれて、そこから運動着姿の少女が飛び出してくる。


　低姿勢、それも肉にく食しよく獣じゆうの疾しつ走そう並に重心を低く抑えた走行だ。


　──速い。


　俺が一呼吸する間にもう五十メートルラインを突とつ破ぱ。残り五十メートルもその速度を維い持じするどころかさらに加速して────ビッッッッッッ！


　おい。今、運動着が勢いよく破けた音が。


「イリス、服」


「え？　あ、ひゃ───あ──う？───ぴゃぁぁぁぁぁああんっ!?」


　ゴール目前。顔を上げた途と端たんにバランスを崩くずした機械少女が、可愛らしいというか謎なぞの悲鳴を上げて思いっきり地面を転がっていく。


　記録、コース脱線リタイヤ。


「あ、あうぅ。そ、そんな……こんなはずは」


　目の洗せん浄じよう液で涙なみだ目めになりながら立ち上がるイリス。着ていた運動着はボロボロ、本人は頭から靴くつ先さきまで砂まみれという有様だ。


「なあ、さっきまで最大性能の姿勢制御とか言ってた話は」


「…………ぐすん」


「泣いて話を逸そらせると思うなよ」


「め、家メ政イ婦ドだからです！　家メ政イ婦ドに姿勢制御は必要ありません！」


　うわ、開き直った。とはいえ……正直これ、追つい及きゆうしても仕方ないのか？　現役の軍用人型機械体アンドロイドの時から落ちこぼれってのは前に聞いてたことで、家メ政イ婦ドロボとしての出力に慣れてない今のイリスはなおさらだろう。


「凪……私、もう一回走らないとダメでしょうか」


　途中で転んだり何かのアクシデントがあった場合には計測し直し。


　……だけど、やり直しって雰ふん囲い気きでもないよなぁ。


　転んだ衝しよう撃げきで運動着の肩かたはポッカリ穴が空いちゃってるし、あちこち擦すれてるし。なにより俺を見つめるイリスがあんまり砂まみれで痛々しかった。


　きっと今の転てん倒とうは本人にしてもショックだったんだろう。仮にも軍用として設計された人型機械体アンドロイドという肩かた書がきを持っているんだから。


「…………」


「ああっ、待て待て。もういいから！　走らなくていいから！」


　とぼとぼとスタートラインに向かうイリスを、俺は大あわてで押しとどめた。


「走った時の理論値は３・７６７秒ってわかってんだろ？　ならそれで構わねぇよ」


「でも……」


「いいんだよ。それに凄すごかったのは事実だぜ？　最初の一歩目で砂煙がパッて舞まい上がったのとか、その煙を突つき破って飛び出てきたのなんか凄い迫はく力りよくだったし」


「…………本当ですか？」


　砂まみれの機械少女がじっと俺の横顔を見上げてくる。


「本当だっての。てか見直した。お前も凄いんだなって」


「…………ありがとう……ございます」


「おう。それより無む駄だに暑いんだからさっさと日陰行くぞ。服は着き替がえればいいとして、顔も砂まみれなんだから顔ふいてから教室戻もどらないと」


　小さく肩をすくめ、俺はイリスの髪かみやら服についた砂すな埃ぼこりを払はらう作業にとりかかった。
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　真っ暗な天上。


　……空って昔からあんなに暗かったっけ。


　地上の明かりに隠かくされた星明かり。おかげで空は墨すみをこぼしたような黒一色、見上げたところで飛空艇ていの飛行ネオンしか見あたらない。


「今度、プラネタリウムが見れる機械でも作るかな」


　ちゃぷん。


　単調な黒一色の空を窓ごしに見上げ、俺はぼんやりと浴よく槽そうのお湯に浸つかっていた。


「なんとか一日終わったか……」


　イリスが特待生として軍学校アカデミーに入学して一日。どんなことをしでかすかと思いきや、俺の不安をよそにイリスはとても落ちついて講義に参加していた。講義中は物静かで、だけど教官からの質問には的確な回答をするという優等生ぶりだ。


　……危なかったのは、そうだな家庭科と午後の体力測定くらいか？


「数学とか物理はあいつの得意分野だろうし、俺が注意しとくのは家庭科全ぜん般ぱんと……午後の訓練形式の講義と…………あと、は…………」


　ああ、やばい。


　気を抜ぬいたらぼぅっと一気に眠ねむ気けに負けそうだ。首を振ふって意識を覚かく醒せいさせても、そこからすぐに睡すい魔まにのし掛かかられて…………ぶくぶく……


「ぶはぁっっ!?」


　息苦しさに目が覚めて、俺は勢いよく浴槽から立ち上がった。あ……あぶねー。風ふ呂ろで寝ねたまま溺おぼれかけるところだった。


「凪、だいじょうぶですか。息が荒あれているようだったので」


　バスルームの扉とびらを隔へだてて、脱だつ衣い場から聞こえるイリスの声。


「……はぁ、はあ。危あやうく窒ちつ息そくしかけた。ここんとこずっと徹てつ夜やしてたツケかな」


「それは、私を拾って修理してくれた時からですか」


「ん？　そっか、お前の修理のせいでこうなったみたいに聞こえた？　悪わりぃ悪ぃ、今のは俺の言い方がマズったわ。そんなんじゃないから」


「いえ。ただ、凪が頑がん張ばってくださったおかげで今の私がいるんだなと思っただけです。学校に通うのも私は初めてなのにクラスの皆みなさんから歓かん迎げいしてもらって。凪はクラスで人気者なんですね」


「俺？　あれは俺が人気なんじゃなくて、単にお前の転入が歓迎されただけじゃね」


「……そうなんですか？」


　扉の向こう。ぽかんとしたイリスの声が響ひびいてくる。


「転入生が入ってきた時は大たい抵ていあんな感じだぜ。お前の場合は人型機械体アンドロイドで珍めずらしいし」


「でも私、今日はミカエルさんにひどい目を。お湯を頭から……」


「平気平気。アイツ最後まで『よくもやったわね』とか『許しません』みたいなこと言わなかっただろ。お前がわざとやったわけじゃないってわかってんだよ」


　むしろ男子の中じゃ、ミカエルの貴重な恥はじらいシーンを見れて良かったなんて言ってたのもいたくらいだ。本人の前で言ったら怒おこられそうだけど。


「体力測定の時だって服を破いてしまって……」


「運動着なら謝って許してもらえたからいいんだって。ほら、反省会は終わりにしろって。学校いける人型機械体アンドロイドなんて珍しいんだし、学園ライフを楽しむためにも次はドジしませんて前向きな方向でな」


「は、はい！　そ、そうですよね。私、家メ政イ婦ドも学校も頑張ります！」


「おう。その意気」


「では……さっそくですが失礼して」


「ん？」


　しゅるしゅると、扉ごしに衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。それはまるで、誰だれかが服を脱ぬいでいるかのような。


「なあイリス。今の音は──」


「お邪じや魔ましますね」


　俺が言い終える前にバスルームの扉が開いていく。


　真っ白な湯ゆ煙けむりが立ちこめるなか、まず見えたのは扉の隙すき間まからそっと覗のぞく真っ白な素す足あし。続いてその素足の持ち主である女の子が扉から顔を覗かせた。


　………女の子？


「ええぇぇぇぇぇぇぇっっっ!?」


「どうしました凪、そんな裏返った声で叫さけんじゃって」


　バスルームに跳はねるシャワーの水みず飛沫しぶき。


　白く湯気だつ蒸気が立ちこめるなか、目の前に……俺の目の前に…………女の子が……小さなタオルを身体からだに巻いただけのイリスが。


「って夢じゃねぇのかよ！　ちょっと待てお前！　なにしてるんだ！」


「え？」


「ば、ばかばか！　こっち向くんじゃねぇよ！」


　反射的に目を堅かたく閉じて、俺は間ま違ちがっても彼女を直視しないようにそっぽを向いた。


　──人が造りし幻げん想そう的な造形美。


　汚けがれを知らぬ雪のような白い素す肌はだに、折れそうなほど細い二の腕うでとウエスト。それでいて胸から腰こしにかけてのラインも十二分に立派なんだから反則だ。


　なにより、その濡ぬれそぼった儚はかない表情に映るほのかな色気が、機械とわかっている俺ですら思わず息を止めてしまいそうになるほどだ。


「私、校庭で転んで砂まみれだったので」


「だからって俺が入ってる時に入ってこなくてもいいだろうが！」


「私の計算では二人で一いつ緒しよに入った方が水を節約できます」


「ええと……そういう真ま面じ目めな回答をされると俺も返事が難しいんだけどな」


　だけど風ふ呂ろ場ばで二人きりはやっぱりまずい気がする。


　もちろん彼女を修復したのは俺だし、日々のメンテナンスでどうしても裸はだかのイリスに触ふれなきゃいけない時もある。あの胸は機き械かい水すい晶しようを格納してて、腰だって動力機関が配置されてるから大きいだけだ。おう、もちろんわかっているとも。


「凪も、私の裸なんていつでも見てるじゃないですか」


「それは事実としてそうだけどよ……」


　いくら機械とはいえ裸の女の子と一緒に風呂はまずい。なんていうか、それを受け入れてしまった瞬しゆん間かんに人間失格な気がしないか？


「…………」


「どした？」


「い、いえ……やっぱり……正面から凪に見られるのは少し恥ずかしいかも……って」


　頰ほおを真っ赤にしながら背中を向ける機械少女。


「だ、だけど私、凪のためなら……が、頑張れますから」


「何を？」


　反射的にそう聞き返してしまったことを、次の瞬間、俺は猛もう烈れつに後こう悔かいした。


「主人の背中を流すのも家メ政イ婦ドの務めです」


「…………」


「凪、早く来てください。私だって……その、恥ずかしいんですから。あんまりジロジロ見てると厳重注意ですよ」


　水すい滴てきの滴したたる背中を向けて、イリスが潤うるんだ瞳ひとみでこっちを見つめてくる。


　……これは。


　…………さすがに……いけないと思います。


「ちょ、ちょっと待て待て待て待てえええぇぇえぇぇっっっ!?」


　限界だ。絶ぜつ叫きようし、俺は全速力で浴槽から飛び出した。


「あ、凪待って。そんな急に飛び出したら湯冷めで風か邪ぜをひきます」


「だから待て！　いいか、背中なんて一人で洗える。そしてそもそも裸で入ってくるのも却きやつ下かだ。せめて水着にしやがれ」


「水着なんて持ってません。そして凪こそ落ちついて。私はただ、家メ政イ婦ドロボの務めとして背中を流させてくださいと言っただけです。何も危険な発言は──」


「その発言がヤバイって言ってんだろうがぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　くそ、だめだ。このままじゃ埒らちがあかない。


　シャワーを持ったままのイリスを迂う回かいし、風呂場の扉へと駆かけよる俺。


「あ、凪。どこへ逃にげる気ですか!?」


「い、い、か、ら、てめぇはさっさと服を着ろぉぉぉぉぉっっっ！」


　風呂場から脱だつ出しゆつしようとする俺と、それを拒こばむイリス。


　一進一退の攻こう防ぼうが続き、その夜、湯冷めした俺は一晩中くしゃみと戦うはめになった。





　　　　３





「おいっす」


　次の日。俺が教室の扉を開けてすぐ、何やら難しげな表情で話しこんでいたシィといいんちょの二人がふり向いた。




[image: ]


「よう」


「おはようございますです、なぎ先せん輩ぱい」


　軽い挨あい拶さつだけかわすや、またすぐ熱心に話しはじめた二人。……珍しいな。二人とも朝は俺の机に集まってくるのが日課なのに。今日はシィの机の前で話しこんでる。


　いいんちょはいいんちょで、てっきり「凪、イリスさんは今日はどうした？」なんて聞いてくるかと思ってた。「あいつが学校来るのは週二な。今日は家だ」って答えまで用意しておいた俺としては、なんだか肩かたすかしを食らった気分なわけで。


　……何かあったのかな。


　鞄かばんを自分の机に放ほうり投げて、俺は話しこんでる二人へと歩いていった。


「なあいいんちょ、今日はどんなドッグフード食ったんだ？」


「ああ、実は成犬用の特製オーガニック小麦ドッグフードを一袋ふくろ……なわけないだろうが！　凪、それはいったいどんな挨拶だ？」


「いや、なんか悪いモンでも食ったのかなって。絶対イリスのこと聞いてくるかと思ったのに静かだし」


「ふ。イリスさんなら自宅で家メ政イ婦ドの仕事だろう？　すでに調べが済んでいる」


　ちゃっ、と眼鏡のブリッジを指先で押し上げる評議委員。


「じゃあなんなのさ」


「……なんなのさってお前、今日がなんの日か覚えてないのか」


　はて。今日って何かの記念日だったっけ？


「先輩。ほら、今日は模も擬ぎ戦ですよ。午後の訓練」


　見かねたシィがこっそり耳打ち。


　……模擬戦か。


　実戦感覚を身につけるための、本格的な大規模戦せん闘とう訓練だ。


　ゴム弾だんを使用してのクラス対たい抗こう戦だったり、実弾と防弾衣を使用して人型機械体アンドロイドと実戦さながらの撃うち合いをしたり。打だ撲ぼくに青アザなんかあって当たり前、気を抜ぬくと簡単に骨折やら失神にまで至るもんだから、生徒おれらとしても絶対に油断できない戦闘訓練だ。


「俺、聞いてないぞ」


「馬ば鹿かな。右流先生が昨日言ってたじゃないか」


「そうだっ！　いいんちょ、いいんちょ。確か先生がそれ教えてくれたの、みんなでプールで泳いでた時です」


　ああ、俺がイリスと体力測定してた時ね。そりゃ知ってるわけないだろ。


「でも事情はわかった。とにかく今日は模擬戦があるんだよな？　それだけわかってりゃ午後までに心の準備と武器の点検をだ──」


「…………」


「ん？」


　くいっ、とシィが無言で俺の制服の裾すそを引っぱってきた。シィの癖くせだ。何か重要な話を切りだす前の彼女なりの予告。


「それが先輩、今回の模擬戦はいつもと事情が違ちがうんです」


「？　どういうこと？」


「右流先生がですね、お前たちも二年生になったんだからいよいよだなって」


　俺らが二年生になったんだから？


　模擬戦は模擬戦だけどいつもと違うってことかな。


「幽ゆう幻げん種しゆ」


　眼鏡のブリッジを押し上げた姿勢のまま、評議委員は緊きん張ちように満ちた声で俺に言った。


「幽幻種の偽ぎ体たいロボだよ、俺らが模擬戦で戦う相手は」


　その瞬間、俺の脳のう裏りをスラム区でのイリスの言葉が駆けぬけた。





〝凪……あの人型機械体アンドロイドはもう、修復できないのでしょうか〟





「……そうか」


　俺ら傭よう兵へい科の生徒が、模擬戦とはいえ宿敵と戦うことになるわけだ。


　幽幻種。


　俺が実物を見たのは、あのスラム区での死し骸がいが初めてだ。


　悠ゆう久きゆうの世界史のなかで突とつ如じよとして現れた侵しん攻こう者たち。


　そいつらが触れただけで地面は腐くさって草花は枯かれ、人間は猛もう毒どくに冒おかされる。さらに特とく殊しゆな魔ま笛てきだと昏こん睡すいに陥おちいったり、正気すら失って暴徒バーサーカーと化すケースもあるらしい。


　……前まえ触ぶれなく現れ、そして忽こつ然ぜんと余よ韻いんも残さず消えていく。


　……まさに『幽玄はかりしれない』の名のごとく。


　そして、その幽幻種と戦うのが帝てい国こくの誇ほこる軍用人型機械体アンドロイドだったり軍人だったり。さらには傭兵科を卒業した傭兵というわけだ。


「こらそこ、凪、わたくしの話を聞いていまして!?」


　ぴしっ。痛っ!?


　突とつ然ぜん、俺の額に髪かみ留どめ用のゴムが勢いよく飛んできた。


「おー。そういや初めての幽幻種との模擬戦だから、午前中の講義も中止して幽幻種対策の基き礎そやるんだっけ」


　……そういうのは早く言えよいいんちょ。


　てことはさっそく一時限目の講義で幽幻種の総まとめ的な話をやるってことか。だけど、その栄はえある専門講師として教きよう壇だんに立っているのが。


「えー、こほん。それでは本日の一時限目の講義を始めますわ。皆みな様さま、あらためましてご機き嫌げんいかが？」


　真っ赤なツーサイドアップの髪に大人びた黒のリボンを飾かざった女子生徒。


　そうミカエルだ。よりによってなぜ彼女？　そういえば彼女の経歴ってあんまり聞いたことなかったな。


「さて、それでは早さつ速そく……という前に、少しわたくしの話をしましょう。はいカメラさん、ズームよろしく。斜ななめ四十五度の角度からお撮とりになって」


　おい、わざわざこれ撮さつ影えいしてんのかよ。


　やけに念入りにツーサイドアップな髪がセットされてると思ったよ。


「わたくし製造うまれも育成そだちも帝てい都とウェルエルベルンというのは入学時にお話ししたかと思いますが、当時、わたくしにはおよそ２００体ほど兄弟がいましたの」


　ああ、イリスも似たようなこと言ってたっけ。要はミカエルと同一の製造ラインで造られた人型機械体アンドロイドたちが２００体いたってことか。


「わたくしたちは当時最さい先せん端たんの軍用ＡＩを組みこまれた、いわば選えりすぐりも選りすぐりの選せん抜ばつ部隊。二か月ほどの訓練を受けた後に、もっとも幽幻種の出現頻ひん度どの高いと言われる北の大空域に配属されました。最前線中の最前線ですわね」


　そこで言葉を句切り、ミカエルが壇上から俺たちを見回した。





「２００体の兄弟のなかで、今も動いているのはわたくしだけです」





　その意味を理解し──


　深海よりも深く暗い沈ちん黙もくが、教室の隅すみ々ずみまで浸しん透とうしていった。


「皆様ご存じのように、幽幻種は全身が猛毒の霧きりに包まれてますの。帝国の学者たちが『魔笛』と呼ぶその呪じゆ力りよく。触ふれただけで人型機械体アンドロイドの鋼鉄をも浸食し腐らせる魔笛を浴び、そして倒たおれていく兄弟を、わたくしはずっと見続けました」


　すっ……とミカエルが右手を水平に持ちあげる。


「魔笛はウイルスのように感染します。つまり、わたくしの右手首が魔笛に冒おかされた場合、そこに触れたら同じ力に浸食されてしまうのですわ。そこでわたくしが取った方法は、『右手首が魔笛に冒されたら右みぎ肩かたから切断する』という手段。汚お染せんされた部位に触れぬよう外側から除去し、新しいパーツに取りかえて戦場に戻もどるの繰くり返し」


　自らの右手を愛いとおしそうにさするミカエル。


「でもその繰り返しの果てに……わたくしの身体からだはもう、軍用という過か酷こくな使用に耐たえうる強度ではなくなってしまいました。戦力外通告によって軍から除じよ籍せきされましたが、これまでの功績が評価されたことで準・人間権を与あたえられ、こうして皆様と学校生活を嗜たしなんでいるというわけです」


　準・人間権。


　人命救助とか長期奉ほう公こうとか、俺たち人間のために尽つくした功績が大きい人型機械体アンドロイドに与えられる褒ほう賞しようだ。人型機械体アンドロイドであっても住民権を得ることができて、ミカエルのように学校生活を選ぶものも少なくない。


「ま、何が言いたいかと言いますと皆様は人間です。人型機械体アンドロイドのように壊こわれたパーツをそっくり入れかえるなんて荒あら技わざはできないでしょう？　ですので、午後の訓練は本気で挑いどまれた方がよろしいですわ。ここで対幽幻種の戦術を習得できなければ、皆様の命が危あやういのですから」


　……気がつけば、俺は机の下で両拳こぶしを力いっぱい握にぎりしめていた。


　じわりと汗あせが滲にじんでいるのがわかる。ミカエルの話は、別に初めて聞く類たぐいの話じゃない。何度も何度も聞かされてきた話の一つにすぎない。


　だけど今の俺にはイリスっていう落ちこぼれの家メ政イ婦ドロボがいて。そいつを幽幻種から遠ざけるために俺自身が身を張るしかないわけで。


「ところで、わたくしこう見えて機き神しん『Orbie Sionオービエ・シオン【真実契けい約やく者】』と部隊を組んだこともありますの。機神というのは彼かの神性上じよう位い存在『禁きん断だん水すい晶しよう』の加護を受けた人型機械体アンドロイドで、一体で幽幻種１０００個体にも相当するという────」


　その後のミカエルの話は、あまり記き憶おくに残っていない。


　傭兵科でなくても当然知ってる話の復習だったというのもあるけど、それ以上に、俺は別のことで頭がいっぱいだった。


　……イリス。


　……あいつもミカエルみたいにずっと戦ってきたんだよな。


　イリスにとっての学校生活は、今まで頑がん張ばってきた分の報ほう酬しゆうみたいなものなのかもしれない。そう考えると。


「学校来させるの、週二から週三に増やしてやろうかな」


「こら凪、わたくしの話を聞きなさい！」


「いてっ！」


　再び、俺の額にミカエルの髪留めゴムが飛んできた。





　昼休み。


「……ふぅ」


　シィが作ってくれた昼飯を食べ終えて、俺はぼんやりと椅い子すによりかかっていた。普ふ段だんなら昼ひる寝ねしてる時間なのに、眠ねむれないのは模擬戦が控ひかえてるからなんだろう。


　──俺がこの先も傭兵科でやっていけるか、その一つの壁かべだ。


　模擬戦で自分の限界を悟さとる生徒もいるという話だし、進路を考えるうえで一つの指針になるかもしれない。そのうえでイリスのことも考えなくちゃいけなくて……


「……考えること多すぎだよなあ」


　俺が溜ため息いきをつくのとまさに同時だっただろうか。


　ドドドッ、と通路から重厚な足音が。


「凪、凪はどこですか!?」


　自動開閉のはずの機械扉とびらを腕わん力りよくだけでこじ開けるや、銀ぎん髪ぱつの女の子がエプロン姿で教室に飛びこんできた。


「イリス？」


　今日は家で家メ政イ婦ドの練習をしているはずなのに。でも様子がおかしい。午後には帰宅する俺を待てずにここまで来るほどの事件？　いったいなんだ？


「凪、大変です！　緊きん急きゆうで報告したいことが！」


「くそやっぱりか。強ごう盗とうか？　それとも放火か？」


「オニギリが綺き麗れいに握れました！　見て、ほらすっごく綺麗」


「…………」


　……そうですよね。


　相変わらずのマイペースっぷりで何よりですイリスさん。


「あれ、どうかしましたか凪」


「……お前は悩なやみとかなさそうでいいよな」


　俺が珍めずらしく感傷的センチメンタルな気分に浸ひたってたのに、よりによって当の本人にそれを台無しにされるとは思ってなかった。


「なに言ってるんですか。悩みがないなんて失礼な、私がこのオニギリを完成させるまでにどれだけの試し行こう錯さく誤ごを重ねたか。ほら見て、この芸術的な三角形。分度器で測っても綺麗に六十度。こんな綺麗な正三角形のオニギリほかにないですよ」


「うあ、気持ち悪っ。正三角形のオニギリとか綺麗を通りこして不気味でしかねぇよ」


「ひどい!?　凪はこのオニギリを理解し────あれ」


　動きを止めて機械少女があたりを見回した。自分のクラスの雰ふん囲い気きがいつもと違うことに、遅おくればせながら気づいたんだろう。


「ねえ凪、なんか今日はみんな静かですね」


　普段なら八割くらいは教室に残っているはずの昼休み。なのに、今日は教室に残ってる生徒が全体の三分の一くらいだろうか。


「午後すぐに模も擬ぎ戦だから緊きん張ちようしてんだろ」


「模擬戦……ああ、幽ゆう幻げん種しゆを模した疑ぎ似じロボとの戦せん闘とう訓練ですね」


　あれ、イリスは今日の模擬戦のこと知ってるのか。俺は今日シィといいんちょから話を聞くまでまったく知りもしなかったのに。


「昨日、凪がいない間に右流先生が教えてくれました」


「情報止めてたのはお前かよ!?」


「ご報告するタイミングを逃のがしてしまっただけです。ところで残りのクラスメイトは？」


「どうだろうな。たぶん更こう衣い室だろうけど」


　午後の訓練は防ぼう弾だん繊せん維いを編みこんだトレーニングウェアだ。いいんちょをはじめ、早めに着き替がえて更衣室で時間を潰つぶすことで緊張をやわらげようとしてるんだろう。


「凪は更衣室に行かないのですか」


「俺は恰かつ好こうこのままだもん」


　トレーニングウェアは造りが強きよう靭じんなぶん動きにくい。制服の下に防弾ウェアを着ていれば問題ないというのは前に右流先生に確かく認にん済みだ。


「しかしせっかく来たんだし、お前もそのまま帰るの嫌いやじゃないか？」


「？　このまま学校に残って良いのですか？」


「来ちまったもんはしょうがねぇだろ」


　もともとイリスはまだ私服で登校してるわけだし、このままの姿で学校にいてもさして問題はないはずだろう。元が軍用人型機械体アンドロイドだし、その動きは俺ら傭よう兵へい科の生徒も見ていて参考になるかもしれないもんな。


「なら凪、わたしも模擬戦に参加し──」


「却きやつ下かですわ」


　それがミカエルだと気づいたのは、ふり返りざまに彼女の真っ赤な髪かみが一番に目に入ってきたからだった。


「本日の模擬戦は、午前にわたくしの講義を受けたメンバーで行います。イあリなスたに模擬戦を受ける資格はありませんことよ」


「……そうですか」


「お、おい待てよ！　たとえばイリスのを遅ち刻こくと考えれば途と中ちゆう参加だって」


「遅刻？　戦場への参集に一秒の遅れも許されない傭兵科の人間が遅刻ですって。それこそナンセンスなんじゃありませんこと」


　……っ……確かにな。


　ぴしゃりと告げられ、俺は返す言葉も思いつかなかった。これが普段の訓練なら遅刻も厳重注意を受けるかわりに参加できるから、知らず知らずのうちにそんな甘えが俺のなかにも染みついてしまってたんだろう。


「一万歩ほど譲ゆずって遅刻そのものは許されたとしても、模擬戦の隊列はクラスの皆みなに告知済みですわ。そこから新たに一名が加わるなんて逆に陣じん形けいを崩くずすだけでしょうに」


「だけど……っ！」


「だけど？」


　イリスは軍用人型機械体アンドロイドだ。集団戦闘だって陣形を乱すようなことはない。


　……それは、言えないか。


　軍用人型機械体アンドロイドは帝てい国こくの所有物だ。軍用と知らなかったとはいえ、廃はい棄きされていたのを拾ってきたことが公然と知られるのは賢かしこい真ま似ねじゃない。


「だけど、なんですの？」


「……なんでもねぇよ」


「そ。でもま、おとなしくしていた方が身のためですわ。そちらにとっても」


「どういうことだ」


「イあリなスた、軍用なんでしょう？」


「っ！」


　気づいてたのか。


「いいこと凪、どういう経けい緯いであなたが彼女を入手したかは興味もありませんが、あまり勝手な真似はさせない方がよろしくてよ。言ってしまえばイあリなスた、目め障ざわりです」


　冷たい声で告げるもう一体の機械少女。彼女の突つき刺さすような視線は、俺の真後ろにいるイリスへと注がれていた。


「突とつ然ぜんお昼過ぎにやってくるその図ずう々ずうしさ、奔ほん放ぽうすぎる。あなたがいるとクラスが浮うき足立ちますの。ここは規律を求める軍学校アカデミーであることを忘れずに」


　規律の乱れ。


　それがミカエルの心を逆さか撫なでした最大の理由なんだろう。……どうりで、イリスに対しては俺以上にきつく当たってくると思ったよ。


「本日の集合場所は地下二階の第四演習場、さっさと向かった方が良いのではなくて？」


「……知ってるよ」


　イリスの手を取って、俺は足早に教室を後にした。





　軍学校アカデミー地下二階、第四演習場。


　俺とイリスが部屋の扉前に着いた時には、もうクラスメイトのほとんどがトレーニングウェアに着替えて集合していた。本物の土が敷しきつめられたフロアで、地下室だっていうのに地平線が見えそうなくらい広大な演習場だ。


「あ、なぎ先輩！　早いですね！」


「……おう」


　俺を見つけるなり手をふるシィ。


　彼女もトレーニングウェア姿だけど、腰こしには頑がん丈じようそうなホルダーがベルトに連結されていて、黒光りする自動拳銃オートマチツクと回転式拳銃リボルバーが一いつ挺ちようずつ収まっているのがわかる。銃じゆうも、そしてホルダー内の予備弾だん倉そうもすべて本物だ。


「やっぱ銃があると傭兵っぽいな」


「ですです、普段の訓練はゴム弾ですから、実弾は緊張しますね」


　そんなこと言うシィだけど、実は傭兵科でもトップクラスの射しや撃げき手だ。軍学校アカデミーで飛び級というのはそう珍しくもないんだけど、やはり飛び級で進級してきた子はそれなりの得意分野を持っているという代表例だろう。


「お。凪が講義開始の五分前に来るなんて珍しい」


　機関銃マシンガンを肩かたから提さげているのはいいんちょだ。こいつは体格がいいもんだから周りの生徒より一回り大きな銃を背負っても平然としてるのが強みでもある。


「昼飯が早く終わったのか？」


「ミカエルにどやされたんだって」


　溜息をつき、俺は肩に担いでいた金属製のケースを床ゆかに下ろした。


　……あー重かった。


　傭兵科だと訓練で本物の銃じゆう火か器きを使うんだけど、これが予備パーツも含ふくめて自分保管だから持ち運びが面めん倒どうくさいんだ。俺は自分の武器をカスタマイズして不要パーツも取っ払ぱらってるんだけど、それでも重いものは重い。


『全員集まったようだな』


　通路のスピーカーから聞こえてきたのは右流先生の声だ。


　シィやいいんちょだけじゃない。ほかのクラスメイトも自分用の銃器を持参のうえで、トレーニングウェアにしっかりと着替えている。


『用意はいいな？　それではさっそく演習を開始する。今回は模擬戦。そのルールだが、敵の侵しん攻こうを食い止めるという単純明快なものだ』


　先生の言うルールは普ふ段だんの模擬戦でも使う定番ルールだ。


　俺たちは最終防衛ラインの守備側。そして前方から侵攻してくる敵──これはクラス対たい抗こう戦の時は他クラスだし、武装した人型機械体アンドロイドの場合もある。こいつらに防衛ラインを突とつ破ぱされたら負け。突破を許さなければ勝ち。単純明快だ。


『あとは、幽幻種との模擬戦というわけで追加ルールがある。ミカエル』


「それでは皆みなさん、準備はできまして？　カメラさんこっちこっち。暗いので撮とる時はフラッシュ必ひつ須すでお願いしますわ」


　またカメラいるのかよ!?


　てことは俺らが戦ってる時も常時撮さつ影えい？　うわ、くそ恥はずかしい。


「あ、カメラさん、そこの凶きよう暴ぼうそうな学ラン男は写さなくて結構ですから」


「ひでぇっ!?」


「……こほん。さておき今回の模擬戦のルール説明を。わたくしたちの勝利条件は二つ。『防衛ラインを守りきる』か『幽幻種を全ぜん滅めつさせる』。一方で、わたくしたちの敗北条件も二つですわ。『防衛ラインを破られる』もしくは『全滅』。簡潔でしょう？」


　巨きよ大だいな機関銃マシンガンを片手で持ちあげ、気楽な表情でミカエルが引金トリガーを引く。


　放たれた弾丸は地上すれすれを滑すべるように通過して、地中から覗のぞいていた鉄棒の先せん端たんを見事に撃うちぬいた。


　……さすが軍用人型機械体アンドロイド。


　この暗さで、百メートル以上離はなれたあんな小さい的に当ててきますか。


「このように幽幻種からの攻こう撃げきを浴びた者は退場。ペイント弾なのでトレーニングウェアに赤の塗と料りようがついたら退場対象となりますの。次にこっちの勝利条件にある『幽幻種の全滅』ですが、これはもう実弾で好き放題ぶっ放して結構ですわ」


　実弾で撃ちまくる。


　ということは幽幻種ロボのパーツを破は壊かいして行動不能にするってことか。


「最後に重要な事じ項こうを一点補足。皆さんの武器にはすでに実弾が入っているかと思いますが、まさか通常の弾丸を持ってきた方はいらっしゃいません？」


　チャリッ、ミカエルの手のひらを転がる二種類の弾丸。


　一つは通常弾。もう一つが通常弾の上に蒼あおい文様が刻印された特とく殊しゆ弾だんだ。


「ご存じのように、幽ゆう幻げん種しゆの身体からだは魔ま笛てきと呼ばれる毒素で覆おおわれてますわ。そこに通常弾を当てても弾が魔笛によって腐くさってしまうので効果が薄うすい。そこで使用するのが、特殊な秘蹟サクラメントを刻印した弾丸ですの」


　幽幻種の魔笛を祓はらう力。


　世界の侵攻者が幽幻種なら、逆に世界の守護神みたいなのも当然いる。


　それが『禁きん断だん水すい晶しよう』と呼ばれる奴やつで、俺も詳くわしいことは知らないけど、幽幻種の魔笛を浄じよう化かする力をもってる神しん性せい上位存在と言われてる。


　その力を凝ぎよう縮しゆくした秘蹟サクラメント……つまり秘術や銃器のかたちで顕けん現げん化させることに成功したのが帝国の技術者たちだ。


「ちなみに、この刻印弾一つでおおよそ凪の食費一日分のお値段ですわ」


「いやそれ意味わかんねーし」


「つまり弾丸一発＝イコール一ナギ」


「もっとわかんねぇよ!?　俺いつから金の単位になったんだよ!?」


　しかも離れて見学してるイリスが「……私、今日のオニギリに八ナギ使っちゃったかも」とか言ってるのがまたね。どんだけオニギリ握にぎってたんだあいつは。


「要はそれだけ高価で強力な弾丸というわけですわ。とはいえ本当に強力な弾は希少なので戦場以外は使いません。これは軍学校アカデミーの模も擬ぎ戦せん闘とうでも使えるよう精度を落として大量生産したものですの」


　そう言って、自ら機関銃マシンガンの弾倉一つを丸々入れかえるミカエル。


「それでは先生」


『ああ、それでは各自指定の戦列を組め。二分後に開始する』


　同時、一いつ斉せいに指定の位置へと移動する俺たち。


　いよいよか。


　──死にものぐるいで模擬戦に挑いどむなんて初めてだ。


　──そうしないと、いざ本番でイリスを幽幻種から庇かばってやるなんてできないしな。


　右手に構えた銃火器から感じる確かな重み。俺の武器は一見すればやや重厚な散弾銃シヨツトガンだけど、その先せん端たんに鋭えい利りな剣けんの刃はがついている。


　銃剣ガンウエポン。


　遠えん距きよ離りの相手には銃で、近距離は剣で白兵戦ができるのがコンセプトだけど、銃火器の性能が格段に進化した現代じゃほとんど誰だれも使ってない骨こつ董とう品だ。見た目が好きだからって理由で使ってる物好きなんて俺くらいなものだろう。


　……二分経過。


　模擬戦では敵がいつどの方向からやってくるかわからない。天てん井じようからか、あるいは足下の土ど壌じようからか。そしてどれだけの幽幻種が襲おそってくるのか。


　手の汗あせを俺が拭ぬぐおうとした直後、ミカエルの怒ど号ごうが演習場にこだました。


「来ますわよ！」


　……ずっ……ずずずっずっっっ……ずずずずずずずずず…………！


　地平線の先からソレはやってきた。


　気味の悪い濃こ紫むらさき色いろの霧きりを全身にまとった『何か』。獅し子しのように太い脚あしと爪つめが霧の中に見え隠かくれしていて、頭部の目にあたる箇か所しよだけが薄うす気き味み悪い鮮せん血けつ色に輝かがやいている。


　こいつら本当に偽体ロボツトか？


　本物の幽幻種と錯さつ覚かくしそうになるくらい外見も動きも不気味すぎる！


「第一隊！」


「う、撃ちますです！」


　ミカエルの号令に我に返ったシィが自動拳銃オートマチツクを構える。


　普段は大人しい女の子ながらもさすが傭よう兵へい科。表情は怯おびえながらも銃じゆう口こうは正確に幽幻種偽体ロボツトに向けられ、翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうは瞬まばたき一つせず敵の動きを追い続けている。


　ギッ！


　シィの撃った弾丸が狙ねらい違たがわず幽幻種偽体ロボツトの脚にあたり、そして鈍にぶい音とともに弾かれて砕くだけ散った。


「う、うそ……11[image: ]高圧弾だんが弾かれた!?」


　続いて回リ転ボ式ル拳バ銃ーを取りだすシィ。おそらく自動拳銃オートマチツクより強力な銃なんだろうけど、それもわずかに幽幻種偽体ロボツトの脚を削けずっただけで弾かれた。


「本物の魔笛が用意できないかわりに頑丈な装そう甲こうってわけか！」


　不気味なほどの速さで接近してくる霧状の襲しゆう撃げき者。


　勝利条件が相手の全滅って言われたけど、この硬かたさの相手を行動不能にするまでどれだけの弾丸を撃ちこめばいいか想像もつかない。


「シィ、制限時間まで粘ねばれるか」


「は、はいです！」


　再び自動拳銃オートマチツクへと切り替かえるシィの狙いは幽幻種偽体ロボツトではなく、その足下だ。地面を抉えぐるように着弾した弾丸が岩場を崩くずし、幽幻種を真下の急坂へと転落させる。


　さすが銃の優等生、複雑な形状の岩場をああも的確に銃弾で削ってみせるか。


「先せん輩ぱい」


「──交代だな」


　弾丸を詰つめ替える彼女の前へ進みでて、俺は迫せまる幽幻種偽体ロボツトに銃剣ガンウエポンの照準を合わせた。大きく息を吸い、そしてゆっくり引金トリガーを引く。


　爆ばく音おん。


　演習場に濛もう々もうと煙けむりがたちこめて、その真下の大地で動きを止めた幽幻種偽体ロボツト。


「なぎ先輩すごぉ……一発で!?」


「帝てい国こく法の上限いっぱいまで改造カスタマイズして火力上げたからな」


　──きっかけはスラム区での幽幻種。


　アレを見た夜、俺は徹てつ夜やで自分の銃剣ガンウエポンを違い法ほうレベルまで改造した。銃の構造から使用弾の弾圧、剣部分の組成まで弄いじった結果、火力だけなら十分に軍用レベルだ。


　もちろんバレたら厳重注意モンだけど。


「ま、いっか。こんな乱戦なら目立たないだろうし」


　接近してくる幽幻種偽体ロボツトの中でも特に危険な奴、つまりは防衛ラインを突破しそうになってる個体を重点的に狙って引金トリガーを引いていく。弾薬はまだある。クラスメイトも退場扱あつかいになってるのは一人か二人、このペースなら制限時間まで保もつか？


「なぎ先輩、横！　右から来てますです！」


「っ!?」


　そんな俺の楽観的な心境は、シィの警告で一気に吹ふき飛んだ。はるか向こうにいた一体が突とつ然ぜんに進行方向を変え、俺の死角から迫ってきていた。


　──近すぎる！


　もう目と鼻の先。この距離じゃ俺の銃剣ガンウエポンは使えない。威い力りよくがありすぎて、撃てば幽幻種偽体ロボツトは倒たおせるけど俺まで炎ほのおに巻きこまれちまう。


「……ちっ！」


　急きょ銃剣ガンウエポンの引金トリガー固定。そのまま銃身を斜ななめに傾かたむけて、俺はそれを斜め下から一気に振ふり上げた。


　ギッイィィィィッッ……！


　金属の擦すれる嫌いやな音。体当たりをしかけてきた幽幻種偽体ロボツトの身体を、俺は銃剣ガンウエポンの先端についた剣で受けとめていた。


　くっ……そ、なんて重さだよ。鋼鉄の上から金属装甲をバカみたいに貼はりつけた偽体ロボツトだけあって、その体当たりを止めた衝しよう撃げきだけで肩かたがいかれそうだ。


「なぎ先輩、動かないで！」


　そこへシィの援えん護ご射しや撃げき。


　動きを止めてあらわになった装甲のスキマへ、シィの刻印弾が続けざまに放たれる。


　弾かれるように真横へ倒れる幽幻種偽体ロボツト。そのまま起き上がらないことを確かく認にんして俺が溜ため息いきをつくところへ──


「ナギ、何をボケッとしているんですの！」


　ミカエルの怒号が飛んできた。


　またしても前方から一体、それに真横からもさらに一体。


「こいつら俺を？」


　さっきまでの適当な侵しん攻こうじゃない。


　数個体が明らかに俺一人を集中的に狙ってきてる。──そうか。時間がたって撃げき墜つい結果が集計されたんだ。さっきまで俺が続けざまに偽体ロボツトを撃墜してたから、その俺を優先目標として襲いかかるようプログラミングされているに違いない。


　……いや、待てよ。


　……それ洒落しやれにならねぇぞ。


　ぞっと全身から汗が噴ふきだした。


　幽幻種の行動パターンにかぎりなく似せた幽幻種偽体ロボツトのプログラミング。てことは、本物の幽幻種も同じ学習機能があるってことになる。俺がイリスを庇って幽幻種を撃退できても、次からは俺が幽幻種の標的になるってことじゃねぇかよ！


「なぎ先輩！」


「っ、わかってるっての！」


　次々と俺に迫ってくる幽幻種偽体ロボツト。距離のあるものは銃弾で吹き飛ばし、近づいてきた幽幻種偽体ロボツトは剣で受けとめる。……くそっ。まだせいぜい三、四分なのにもう息が上がってる。


　と。


　近づいてきた幽幻種偽体ロボツトの一体が不意に動きを止めた。


　その場で地面にしがみつき、周りのクラスメイトがどれだけ集中砲ほう火かしようと、じっと凍こおりついたように動かない。


　……なんだアレ。嫌な予感がする。


　あの動きの止め方は不自然だ。まるで獲え物ものを狙う肉にく食しよく獣じゆうが、獲物が近づいてくるまで待ちかまえているような。


　カチッ。


　黒い霧状の煙を放出する幽幻種偽体ロボツトの目が赤く瞬またたいた瞬しゆん間かん、俺の背中から足下までを寒気が一気に駆かけぬけた。


「お前ら離はなれろ！」


　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱい。周りのクラスメイトの目も気にせず、俺は制服のまま地面を転がって身を伏ふせて──


『幽ゆう幻げん種しゆによる魔ま笛てき放射。疑ぎ似じ作動』


　どこかから機械音声が流れたと同時、幽幻種偽体ロボツトの装甲が弾はじけ飛び、その内側の本体から真っ赤な塗と料りようがシャワーのように飛び散った。


『魔笛放射、終しゆう了りよう。ただいまの攻こう撃げきを受けた生徒はただちに退場してください』


　結果は大だい惨さん事じ。


　動きを止めた幽幻種を狙って近づいていたクラスメイト、その周りにいたクラスメイトが真っ赤な塗料を頭から浴びて一気に退場になってしまった。


「あれが疑似魔笛？」


　幽幻種を中心として半径十メートル前後だろう。実に３００平方メートル超ちようという広大な面積が一度の魔笛放射の範はん囲いに包まれ、そこにいた生徒十人近くが犠ぎ牲せいになったわけだ。


　……ふざけんな。


　あんな不意打ちみたいな攻撃食らわされて、いったいどれだけの奴やつが避よけられるんだ。


　二十分。わずか二十分の防衛でさえこんなにも絶望的な戦いだったなんて。


「やめだ！　ノタノタしちゃ意味ねぇよ、さっさと倒しきるぞ！」


　その場の全員に届くよう俺は声を振りしぼった。


　──保たない。


　それが結論。今の俺やクラスメイトの実力じゃ二十分の防衛さえどれだけ絶望的な戦いか理解できた。あいつらが魔笛の放射を連発しないうちに潰つぶす方が確実だ。


「っ！」


　防衛ラインを突とつ破ぱしようとする幽幻種目がけて超火力の刻印弾を叩たたきこむ。発はつ砲ぽうの衝撃に手の感覚がなくなってきて──


「凪！」


　いいんちょの声に俺がふり向いたのと同時、クラスメイトの布ふ陣じんを突破した幽幻種偽体ロボツトが二体、目の前まで迫っていた。


　ヤバイ。


　銃じゃ近すぎる。剣で受けとめるにも二体は不可能に近い。


　……ああ、こりゃ退場もんだな。


　なかばそう覚かく悟ごした時だ。


　誰だれかが俺の目の前に、正確には俺と幽幻種偽体ロボツトの間に割って入ってきた。


　誰かが俺を庇かばおうとしてるのか。おいバカ、やめろ！　そんな英えい雄ゆう気取った真ま似ねしたってケガするだけだ。


「や──」


　やめろ。そんな一言すら言う間もなく「彼女」は俺に背を向けて、両手を広げて幽幻種偽体ロボツトの前に立ちふさがった。そして。


「凪……凪はダメ！」


　幽幻種偽体ロボツトの体当たりを真正面から受けた衝撃で「彼女」の身体からだが宙を舞まう。


　……


　…………イリス？


　俺を庇ったのが、部屋の隅すみで観戦していたはずの家メ政イ婦ドロボだと気づいたのは、彼女が地面に倒れて動かなくなった後のことだった。
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「………………」


「よぅ、やっとシステム復旧したみたいだな」


　ベッドに横になったまま目を開けたイリスを見下ろして、俺は安あん堵どの息をついた。
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「……ここは」


「軍学校アカデミーの医務室。俺の家に運んで検査しようかとも思ったけど、自力でシステム復旧しそうな感じだったからここで待ってたわけ」


「……良かったです」


「吹っ飛ばされた衝撃でシステム障害まで出しておきながら何がいいんだよ」


「……ここは医務室だけど……凪のケガを治すために医務室に来たわけじゃないんですね。ほっとしました」


　仰あお向むけに寝ねた姿勢で俺を見上げてにっこり笑う機械少女。


　私の故障なんて問題じゃないんです──そのあんまり底そこ抜ぬけな笑え顔がおに、色々言いたかったことも忘れて俺は後頭部をくしゃくしゃと搔かきむしった。


　……ホントは、なんて危ない真似したんだとか叱しかりたかったんだけどな。


　……この様子じゃそんなん言っても無理そうだし。


「障害は？」


「完全復旧しました。本体に過度の衝撃を受けた場合の対応パターンを試ためしていたので遅おそくなりましたが、次からは同程度の衝撃を受けてもヘッチャラです」


「……だから遅かったのか。心配かけやがって」


「ご迷めい惑わくをおかけしました」


　すっ、とイリスが上半身を起き上がらせる。実際、身体の方は強力な人工筋肉に守られて無傷なんだから大したものだ。


「それで凪、あの後はどうなったのでしょう」


「……どうもこうも、お前に報告できるすげぇ出来事なんて起きてないぞ」


　模も擬ぎ戦は継けい続ぞくだ。


　観戦者、つまり非武装者が戦場に紛まぎれこむことは実戦でも少なくない。俺一人がイリスを医務室に運んで、残りのクラスメイトは幽幻種偽体ロボツトとの模擬戦を続けている。


「模擬戦は継続ですね、良かった……私、凪だけでなくほかのクラスメイトの邪じや魔ままでしてしまったかもと不安で」


「ええ、とんだお邪魔虫でしたわね」


　いつのまにか医務室の扉とびらが半開きになっていて、そこに赤い髪かみの特待生が立っていた。


「観戦の身でありながら勝手に戦せん闘とうの場に入ってきて、好き勝手した挙げ句に一人で倒れて医務室送り……煩わずらわしい。あなた本当に何様のおつもりかしら」


　カツッ。硬こう質しつな足音を床ゆかに響ひびかせて、イリスの真正面へとミカエルが迫せまる。


「いいこと？　あなたは凪を助けた気でいるのかもしれないけれど、実際はその逆。凪はむしろあのまま退場してなければいけなかったのですわ」


「…………」


「失敗は成功よりも学ぶことが多いの。何十何百回という失敗こそがその後の自分の命を救うことにつながりましてよ。今日のあなたは、その失敗一回分を潰してしまった。そうでしょう凪？」


　横目で俺の反応をうかがうミカエル。


　そして、それは反論を許さないほどに的を射た指し摘てきだ。


「……そっちこそ、もう訓練は終わったのかよ」


「終わりましたわ。９分26秒の時点で一体の幽幻種に防衛ラインを割られましたの。わたくしたちの負けですわ」


　そういう彼女は、あれだけの激戦だったにもかかわらず顔にもトレーニングウェアにも泥どろの欠片かけらすら浴びてない。さすが、悔くやしいけど傭よう兵へい科の中でも経験も実力も別格だ。


　だけど俺たちだって十分近く保ったのか。あんなボロボロの戦せん況きようでよくぞそこまで守りきったと素す直なおに思う。


「ええ。わたくしから見ても皆みなさん頑がん張ばっていらっしゃったの。だからこそ、その奮ふん闘とうに余計な水を差したあなたが余計に煩わしい。いいこと、自分のしでかした事をよく考えて反省するのですわね」


　イリスと俺を一ひと睨にらみして無言で身をひるがえす彼女。


　俺たち……俺とイリスはどちらも何も言えないまま、ミカエルが医務室から去っていくのをただ見つめるのが精一杯だった。ややあって。


「……ごめんなさい凪」


「お前のせいじゃねぇよ」


　予想どおり謝ってくるイリスに、俺は間かん髪はつをいれず言い返した。


「あれは俺のミスだ。俺がもうちっと周りを見れてれば良かっただけの話なんであって、お前が怒おこられるのは二の次でいい」


　……悔しいな。


　軍学校アカデミーの傭兵科に入学して、そんな感情を抱いだいたのはこれが初めてだ。


　もともと進学する気もなかった傭兵科に配属されて、訓練も講義もとりあえず受ければいい程度の気持ちで毎日をやり過ごしてきたはずが……俺を庇って倒たおれたイリスを背負った時に、どうしようもない悔しさに襲おそわれた。


　俺がもっと真ま面じ目めに講義を受けてれば、イリスが飛び出すこともなかった。


「……そんなことないです。凪は、頑張っていました」


「そりゃお前の色眼鏡視点だろ」


「機械は噓うそをつきません」


　ベッドの縁ふちに腰こしかけたイリスが、珍めずらしいくらい強い口調で反論してきた。


「幽幻種偽体ロボツトの疑似魔笛が放出された時のこと、覚えてますか」


「ああ、あの真っ赤なペンキだかインクがぶちまけられたやつ？」


「私は遠くから凪を見ていましたけど、あの場面、疑似魔笛の放出範囲にいた生徒でアレを避けたのは凪だけでした」


「いや、でもあれは運というか直感だから……」


「それが大事なんだと思います。機械には直感というものがありません。凪にそれが備わっているというのなら活いかすべきでしょう？」


　ベッドから立ち上がって、イリスが上目づかいに俺を見上げてくる。……なんでかな。こいつに見つめられと首の後ろがくすぐったくなる。


「とにかく、どんな場合であっても俺を庇うのはナシだ。心配する俺の身にもなれ」


「わかりました。軍学校アカデミーの講義ではそう心得ます」


「軍学校アカデミーの外でもだ」


「…………それは」


　そっぽを向いていた俺の前にイリスがさっと回りこんできた。


「……それは……凪が約束しろというのなら約束します。だけど……本当に凪が大変なことになってしまいそうな時は、私は……約束を守れないかもしれません」


「だけど──」


「大だい丈じよう夫ぶです。私はすごく頑がん丈じようですから」


　そう言って、握にぎり拳こぶしでも作るつもりなのかぎゅっと拳を握る家メ政イ婦ドロボ。その健けな気げというか気丈な姿に、俺はやれやれと溜ため息いきをついた。


「ま、頑丈なのは知ってるけどほどほどにな」








　──今思えば。


　俺とイリスの、この医務室でのやりとりが全すべての始まりだったのかもしれない。


　これから俺が……いや、俺とイリスが、とてつもなく大きな事象の渦うずに呑のみこまれる、そのきっかけの始まり。




　　Phase.4『不完全神性機関』
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『ミオ渓けい谷こく行きの旅行バス、宝ほう条じよう軍学校アカデミーご一行様出発します』


「ま、待て待て待て待てぇぇぇぇっっっ！　まだ俺が乗ってねぇっつぅの！」


　閉じかけたバスの扉に手をかけて、俺は声のかぎり絶ぜつ叫きようした。


「間に合いましたね」


　俺の荷物を肩かたにかけたイリスが後ろから悠ゆう々ゆうとやってくる。くそ、元はといえばこいつの作った朝飯で俺が腹壊こわしたのが遅ち刻こくの原因だってのに。


「凪なぎが三十分もトイレに籠こもってなければ余よ裕ゆうもあったのですが」


「お前が朝飯にフルーツ焼き肉ポンチなんて気持ち悪いもん作るのが悪いんだろ。なんだよあれ、生クリームとフルーツの間に焼き肉なんて聞いたことねぇよ」


　……うぅ、まだ腹がグルグル鳴ってるし。


「全員揃そろったようだな。これより我がクラスは、帝てい国こくの軍用人型機械体アンドロイド部隊に同行してミオ山脈へと向かう」


　紺こん色いろスーツをぴっちりと着こなした右う流りゆう先生が車内アナウンス。


「ねね、なぎ先せん輩ぱいいっしょにカードゲームいかがです？」


「……悪わりぃ。三十分だけ寝かせてくれ。全力疾しつ走そうしすぎて目め眩まいがする」


　肩をぽんぽん叩たたいてくるシィに手を振ふって、俺は窓まど枠わくにぐったりともたれかかった。朝からこんなに走ったのは久しぶりだっつぅの。


「今日の遠足……俺、保もつかな」


　事の発ほつ端たんはつい昨日、つまりは模擬戦の翌日のことだった。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





「喜べ貴様ら、明日あしたは我らがクラスで遠足だ」


「はぁ!?」


　朝のホームルームにて。


　右流先生の一言目に、俺を含ふくむクラス一同は口を揃えて疑問の声を上げたのだった。


「目的地はミオ渓谷の奥にある鉱山だ。そこの希土類レアアースの採さい掘くつ場を見学に行く。ん、どうしたお前たち。もっと嬉うれしそうな顔をしろ」


　無茶言わないでください先生。そんな藪やぶから棒に明日が遠足だとか言われても、喜ぶどころか怪あやしさ全開だし。


　しかも目的地が鉱山で、希土類レアアースの採掘場見学？


「センセ、あそこの鉱山って地じ盤ばんが弱いとかって理由で廃はい鉱こうになってません？」


「ふむ。さすが凪、そういった話題になると話が早い」


　希土類レアアース。


　俺が一言で説明するなら「工業でよく使う割に採掘量の少ない物質」だ。


　ネオデュウムとかルテチウムとか聞き慣れない元素が多いんだけど、技術屋の俺からすると超ちよう強力磁石の磁性体になったり特とく殊しゆな精製物の触しよく媒ばいになったり、結構いろんなところで使う機会がある。


「帝国の軍事兵器にも希土類レアアースは使われてるし、俺は興味あるけど、どうせ希土類レアアースの鉱山見るなら生きてる鉱山のがいいのかなって」


「構わん。どうせ目的は希土類レアアースではないからな」


　はて。希土類レアアースの採掘場に行くのに目的が希土類レアアースじゃない？


「詳くわしくはミカエル、お前が話せ。どのみち昨日の模擬戦とも関係のある話だ、昨日の続きという点でお前が担当するのがいいだろう」


「結構ですわ。……まったく人型機械体アンドロイド使いが荒あらいんだから」


　目にかかった前まえ髪がみをさっと払はらうや、彼女が教きよう壇だんへと向かっていく。


「さて皆さん、あらためましてご機き嫌げんいかが？　今回の遠足について────に入る前に、まずは昨日の模も擬ぎ戦ご苦労さまでしたわ。一部予期せぬトラブルこそありましたが、全体としては大きな混乱もなく模擬戦が終わったと思いますの」


　……うっせー。


　そんな強調されなくたってわかってるっつぅの。あの後イリスだって反省してたし。


「昨日の結果ですが、これに絶望的と感じた方もいるでしょうね。人型機械体アンドロイド戦では一時間の防衛も成功させておきながら、幽ゆう幻げん種しゆ偽体ロボツトの前にはわずか九分で防衛ラインを突とつ破ぱされてしまったんですもの。だけど心配はご無用、結果こそ奮ふるいませんでしたが、皆さんの動きは日々の訓練がきちんと反映されていた。わたくしの見立てでは、あと十回くらい偽体ロボツトとの模擬戦を重ねればコツも摑つかめるでしょう」


　……そんな簡単に言われてもな。


　机に頰ほお杖づえをついた恰かつ好こうで俺はこっそり苦く笑しようした。


　周りを眺ながめてもみんな浮うかない表情だ。昨日は防衛ラインを突破されて終わったけど、その前にミカエルを除く全員が疑ぎ似じ魔ま笛てきを浴びて全ぜん滅めつしたんだとか。


　そりゃ全員凹へこむよ。


　まがりなりにも傭兵科の訓練に一年間耐たえてきてるわけで、それがあのザマだ。


　在学中に傭兵としての実力が備わるのか不安で仕方ない。……まあ、かくいう俺は退場以前にイリスに付きそって医務室だったわけで、その敗北感というか絶望感に乗り損そこねてしまったわけだけど。


「ふむ。やはり皆さん浮かない顔。昨日の模擬戦で少なからず現実の過か酷こくさをお知りになった反省からですわね。けれど世の中は過酷さばかりではありませんのよ」


　パチン、と不敵な笑えみを浮かべてミカエルが指を打ち鳴らした。それと同時に俺たちの机上のモニターが起動して何かの映像を映しだす。


「これは……」


　たった一体の人型機械体アンドロイドが、真っ黒い霧きりをまとった幽幻種を次々と倒していく。映像の中には魔笛らしき紫むらさき色いろの光もチラチラ見えるんだけど、その人型機械体アンドロイドは魔笛を浴びても平然と動き回ってる。


　いくら軍用の人型機械体アンドロイドといっても尋じん常じようじゃない性能だ。


「凪、こういうのはあなたの得意分野じゃありませんこと？」


「──機き神しんだろ？」


「そのとおり。わたくしたち人型機械体アンドロイドの上位互ご換かん。生物風に言うならば人型機械体アンドロイドが進化した存在。それが機神ですの」


　自身の胸に手をあててミカエルが続ける。


「人型機械体アンドロイドが機神へと進化する条件は一つ。この世界に点在すると言われる『世せ界かい門もん』を見つけ、その先に住まう『禁きん断だん水すい晶しよう』から洗礼を受けること。この洗礼によって、人型機械体アンドロイドは幽幻種に対して強力な殺傷力と防ぼう御ぎよ力を得られると言われていますの」


　世界の守護神と讃たたえられている禁断水晶。


　話によると、ソイツの加護のおかげで人間は生まれつき魔笛への抵てい抗こう力が備わっているんだそうだ。さらに直接洗礼を受けることで、より強力な加護を受けることができる。その力を封ふうじこめたものが帝国の刻こく印いん弾だんの始まりだ。


　……俺も、教官も、帝国の総統すら見たことがない世界の守護者。


　……どんな奴やつなんだろうな。


　大事なのは禁断水晶を見つけ、そして洗礼を受けること。その強力な加護を弾丸に付ふ与よすれば刻印弾。人型機械体アンドロイドに付与すれば人型機械体アンドロイドは機神へと進化する。


「さて、もうおわかりでしょう？　わたくしたちが向かう遠足とやらの目的。先ほど凪が言ったとおり、わざわざ廃鉱になった希土類レアアースの採掘場へ行く理由が」


　禁断水晶の力を得た機神の映像。


　そして、廃鉱となって立ち入りが禁止された鉱山。


　……まさか。


「あ！　は、はいはい！　わ、わかりましたです！」


　シィが勢いよく立ち上がる。


「つ、つまり！　そこの鉱山が廃鉱になったのは地盤が弱いせいじゃないんですね。その採掘場で見つかったのは希土類レアアースなんかじゃなくて──」


「ええ。禁断水晶に続く世界門が、偶ぐう然ぜんにもミオ鉱山の採掘場で見つかったのですわ」


　静まる教室で誰だれもが息を呑んでいた。だってそうだろ？　世界の守護神とも言われてる神しん性せい上位存在に会えるかもしれないんだ。誰だって緊きん張ちようする。


　……ああなるほど。


　昨日の幽幻種の模擬戦と今回の遠足は二つで一つ。絶望の後に希望を見せてくれるって気の利きいたイベントってことか。


「さて、そんな遠足なので班を決めますわ。わたくしがクジで皆みなさんの名前を引いていきますので、その順番で班のメンバーを決めますの。よろしくて？」


　どこからともなく巨きよ大だいなクジ箱を持ちだすミカエル。


「それではご注目あれ。どんな班でも恨うらみっこなしですわよ？」


　遠足か。滅めつ多たにできない経験だからイリスに教えたら喜ぶかな。


　勢いよくクジを引いていくミカエルを見守るかたわら、俺はぼんやりとそんなことを考えていたんだけど。


「あら。わたくしと凪が同じ班？」


「……げ」


「凪、光栄に思いなさい？　本来ならわたくしと同じ班だなんて望んでも叶かなわないところ……ま、まあ……今回だけは特別に同席を許してあげますわ！」


「おう。頼たよりにしてるぜ？」


「～～～っっ!?　な、凪がわたくしのことを!?……い、いえこちらこそ。わたくしも人型機械体アンドロイドとして勉強中の身ですし、ふ、ふつつか者ですが──」


「なに顔紅あかくしてんだよ。社交辞令っぽく言ってみただけだ」


「……う、うるさいですわ！　まぎらわしい台詞せりふ言うあなたが悪いのです！」


　ぷいっと顔を背そむけるミカエル。


　やれやれ。しかしまあ、彼女と一いつ緒しよってことは騒さわがしくなりそうだ。





　　　　２





　バスを降りた先は、巨大な山脈が連なる奥地だった。


　採掘のために邪じや魔まな木々は伐ばつ採さいしているみたいで、山と言っても灰はい褐かつ色しよくの地じ肌はだがのぞく渓けい谷こくと呼んだ方がイメージとしては近いかもしれない。


「ここからは徒歩だ。各班、ここから自由見学とする。一時間後にフロア２の中央展示場に集合するのを忘れるなよ」


　採掘場の入口に掲けい示じされた『進入禁止』のテープを剝はがし、右流先生がその奥の通路を指さした。


「凪、凪はどこですの？　早さつ速そくわたくしたちも行きますわよ」


「わーかってるって。銃じゆうが重いんだからそんな急せくな」


　一ひと抱かかえはある銃ケースを肩かたに提さげ、俺はミカエルの待つ採掘場入口へと歩きだした。銃ケースの中は模擬戦でも使った銃剣ガンウエポンだ。右流先生いわく、傭よう兵へい科生徒の遠足は遠えん征せいと同じで、自分の武器をこうして持ち歩く訓練も兼かねてるんだそうな。


「こういう時はシィの銃が羨うらやましいな」


「えへへ、女の子の特権ですです」


　可愛かわいらしいリュックを背負うシィがにんまり笑顔。


　制服姿の彼女は腰こしにホルダーもつけてないから二丁拳けん銃じゆうも弾薬もない。となると全部あの小さいリュックに収まったってことか。くそ、いいな。


「それじゃあ見学開始ですわよ。わたくしの後をちゃんとついてくること。下手な場所を歩くと死にますわよ」


　薄うす暗ぐらい入口へと進んでいくミカエル。


　いや待て。今どうにも不ふ穏おんな台詞が聞こえたぞ。


「み、ミカさん？　しし、死ぬってどういうことです？」


「この採掘場、実は本当に地盤が弱いんですわ。落らく盤ばんも年に数回あるうえ、あちこちに深い亀裂クレパスがあって、足を踏ふみ外はずすと地下の採さい掘くつ現場へ数百メートル落下ということ」


　歩く足は止めないまま、ミカエルが灰褐色の土ど壁へきをコンと叩たたいてみせる。


「禁断水晶に続く世界門は、ほぼ例外なく一度の通過で閉じてしまう。禁断水晶の加護を得られるのは一つの世界門につき一度というわけですの。つまり──」


　加護を受けたい人型機械体アンドロイドが二体なら世界門を二つ見つけろと。


　ここらの岩がん盤ばんが弱いのも、世界門が見つかった場所なら近くにもう一つあるかもしれないって思った連中が手当たり次し第だい掘ほり返したんだろうな。


「んじゃあ、俺たちが見学に来た世界門てのも使用済みってことか」


「ええ。でなければ軍学校アカデミーの生徒ごときが見学できるわけもないでしょう。現在の帝てい国こくはまさに死にものぐるいで世界門を探しているんですから」


　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる樹海の深部、深海にできた天然の洞どう窟くつなど。


　禁断水晶に続く世界門は人目につかない場所に多いと言われてる。そういえば知り合いの先せん輩ぱい傭兵も、世界門の探たん索さく部隊として雇やとわれたって言ってたもんな。


「そっか、せっかく禁断水晶に会えると思ったんだけどな」


「残念そうですね凪」


　真横に並んで歩くイリスが、しげしげと俺の横顔を眺めてきた。


「凪は禁断水晶に会いたかったのですか？」


「だってお前がいるじゃん。禁断水晶に洗礼だかなんだかしてもらえれば、お前の家事レベルも上がるかもって思ったんだよ」


「あいにく一いつ般ぱん人型機械体アンドロイドが禁断水晶に接せつ触しよくするのは禁止されています。接触が許されてるのは帝国の軍用人型機械体アンドロイドのみです」


「……やっぱり制限つきかよ」


　しかし加護を受けるとか受けないとかはさておき、どんな奴なのか自分の目で見てみたいっていう気持ちがあったのは事実なわけで。


「ところでよミカエル」


「なにか」


「なんで俺らの前を軍用人型機械体アンドロイドが歩いてるんだ？」


　クラスの先頭を行くのが俺たちの班。俺とイリスにミカエル、そしてシィ。


　普ふ段だんから顔を合わせてるのと似たメンバーというのはさておき……俺が気になって仕方ないのは、俺たちのさらに先を歩く人型機械体アンドロイド部隊だ。


　茶ちや褐かつ色しよくの戦せん闘とう服に身を包み、左ひだり腕うでには人型機械体アンドロイドであることを示す銀色の腕わん章しよう。


「俺たちの監かん視しってわけじゃねぇよな」


「まさか。ですから先ほど言ったでしょう。帝国は今、喉のどから手が出るくらい世界門を欲ほつしているんですの。なにしろ帝国司令部が保有する機神も、かつては十二体いたのが今では半分の六体。焦あせるわけですわ」


　強大な戦闘力をほこる機神とて人型機械体アンドロイドだ。幽ゆう幻げん種しゆとの戦闘で敗れることもあるし、そうでなくても長期間の戦闘で次第に力も低下する。


「たとえ世界門の閉じた場所でも、そこに行けば多少なり禁断水晶の加護の余波というか残ざん滓しを受けられるのでは────熱いストーブだって、火を消してもしばらくは温かいでしょう？　その程度の発想でしょうね。効果の程ほどは存じませんが」


　藁わらにもすがる思いってやつか。


　テレビじゃ今日も「～～戦にて幽幻種を壊かい滅めつ」なんてやってたんだけどな。実際はそれほど帝国も追いつめられている。知りたくない現実というやつだ。


「っと、ようやく中央ホールか？」


　不意に、暗かった通路に煌こう々こうと光が差した。


　ドーナツ型の巨大スペースだ。壁かべ際ぎわには額がく縁ぶちに入った写真やらガラスケース入りの記念品がいくつも展示してある。へえ、当時の記録を残したメモリーホールか。


「ねね、なぎ先輩！　これこれ。世界門のあった空くう洞どうを掘りあてたシャベルですって！」


　俺の制服の裾すそを引っぱってシィが大はしゃぎ。


　その隣となりではイリスが当時の写真、それも禁きん断だん水すい晶しようの洗礼を受けて機神になったという人型機械体アンドロイドの写真を食い入るように見つめている。


「フロア３の中央展示場に到とう着ちやくっと。この下がフロア２とフロア１で、いずれも向こうの昇降機エレベータで行き来できるというわけですの」


「……ふぅん」


「あら凪、あまり興味がない？」


「そんなことはねーけどよ。ただ、禁断水晶そのものの写真が飾かざってないかなって」


　カラー写真は数あれど、そのほとんどが人型機械体アンドロイドなり関係者たちの集合写真だ。肝かん心じんの禁断水晶の写真がない。


「アレって写真とかに写らないんだっけか」


「ええ。人の知覚できる限界のさらに上位存在ですもの。神性機関と呼ぶ学者がいるのは知ってるでしょう。もし見たいなら、それこそ強制的に神性機関を知覚するシステムなりプログラムを開発しないかぎり無理ですわね」


「だよな」


　ん？　神性機関を強制的に知覚するプログラム？　はて、似たような話をどこかで聞いたことがなかったっけか。


「ここで時間を潰つぶすのも一つの選せん択たく肢しだけれど、まだ集合時間までだいぶ間がありますわ。ここは一つメインを先に見にいきましょうか」


　自分の足下を指さしてミカエルが勝ち気な笑みを浮うかべてみせる。


「この下に世界門が発見された空洞がありますの。クラス全員で行くと大おお騒さわぎになるでしょうし、ゆっくり見学したいなら今のうちですわ」


「あ、は、はいはい！　ミカさんの意見に賛成です！　ね、先輩？」


「いいぜ。イリスもそれでいいな？」


「はい。私も見てみたいです」


　展示されてる写真を名残なごり惜おしそうにふり返りつつも、イリスがしずしずとやってくる。


「それじゃあ皆さん、こちらへどうぞ」


　ホール中央にある昇降機エレベータが、俺たちが乗りこむや急降下を開始した。


　いよいよか。禁断水晶はもういないって話だけど、やっぱ緊張するな。シィも口をぴったり閉じてじっと電光表示を眺ながめてるし、イリスは……


　ん？　イリスどうした？


　まぶたを閉じてじっと昇降機エレベータの隅すみで佇たたずんで──


「……声が聞こえます」


「声？　俺らの声じゃなくて？」


「はい。でも聞こえたり聞こえなくなったり。気のせいかも」


　気のせいって言われてもな。そもそも機械が気のせいなんて普ふ通つうあり得ないだろうし。だけどこんな地下の、それも昇降機エレベータの中に聞こえてくる声？


「なあイリス、それって」


「着きましたわよ」


　リン、と音を立てて昇降機エレベータが停止。っと、もう着いたのか。ここで長々話してるとミカエルに睨にらまれそうだし、ひとまず今のは俺の方で保留しておくとして。


「ここが禁断水晶の？」


　……土の匂におい？


　昇降機エレベータが到着したのは、薄暗い採掘場のちょうど中央部だ。地面も壁かべも灰褐色の土ど壌じようそのままで、落盤防止のためかあちこちに補強用の鉄柱が覗のぞいてる。


「昔のままって雰ふん囲い気きだけど、逆にあんま神こう々ごうしくはないんだな」


「ええ、でもあっちはほら。あそこに帝国の軍用人型機械体アンドロイドが集まってますでしょう」


　ほんとだ。見覚えある軍用人型機械体アンドロイドが五体、光が漏もれてる鋼鉄の扉とびら近くに集まってる。さっきまで俺らの前を歩いてた人型機械体アンドロイドか。


「向こうも終わったみたい。はいはーい、そこの軍用人型機械体アンドロイドの皆みなさん、わたくしたち通してくださる？　ほらほら閲えつ覧らんが終わったなら帰った帰った。もうすぐクラス一つ分の生徒が降りてくるんで昇降機エレベータも混みますわよ？」


　さすが元軍用のミカエル、帝国の軍用人型機械体アンドロイドが集まってても動じない。俺一人だったら尻しり込ごみしてアイツらがいなくなるまで待ってるのに。


「あ、そっちの制服着た凶きよう悪あくボーイから離はなれた方がいいですわよ。嚙かみつかれるとバカが感う染つって皆さんの精密ＡＩに支障が出ますわ」


「嚙みつくのか!?　俺そんなヤバイ生物かよ!?」


　しかも本当に軍用人型機械体アンドロイドの皆さんが俺のこと避さけるしね。っておいイリス、どさくさに紛まぎれてお前まで怯おびえた顔するんじゃねぇよ。


「な、なぎ先輩に……嚙まれるなんて……あ、あわわ、そ、そんな大だい胆たんな」


「シィどうかしたか」


「い、いえいえいえいえいえ、独り言ですからっ！　ちょっと想像してただけですぅ！」


　顔を真っ赤にさせたシィがそそくさとミカエルの背後に隠かくれてしまう。……この子、おとなしい割に時々ふしぎな言動するよな。


「この扉の先ですわ。ほら、緋ひ色いろの光が漏れてるでしょう？」


　ぶ厚い金きん属ぞく扉とびらを押し開けてミカエルが進んでいく。俺やシィ、イリスもその後に続いて扉の先に入って、その直後。


「────これは」


　空洞いっぱいにあふれる光の洪こう水ずいを前に、俺は言葉も忘れて立ちつくしていた。


　電気もロウソクもない空間なのに、虚こ空くうから光の粒りゆう子しが次々と生まれては花火のように弾はじけて輝かがやいてる。


　……帝国の科学技術をもっても解明できない神しん性せい上位存在。


　……その禁断水晶がいたっていう場所か。


「今から七年前、当時ただの軍用であった人型機械体アンドロイドが発見し、そして禁断水晶の祝福を受けて機き神しん『Orbie Sionオービエ・シオン【真実契けい約やく者】』へと進化した場所ですわ」


　その祝福の残滓がこの光？


　禁断水晶がいなくても帝国が軍用人型機械体アンドロイドを連れてくるのも納なつ得とくだ。ここに来れば何かが起きる、俺だってそう思えてしまう光景だから。


「なぎ先輩。ほら、この光ってキラキラしてて水晶みたいでしょ。この光が禁断水晶っていう名前の由来になったみたいですよ」


　浮ふ遊ゆうする光の粒つぶを指さして、シィがそれを大事そうに両手で掬すくいとる。言われてみれば、確かに緋色の光の瞬またたきが宝石そっくりだ。


「へぇ、じゃあ禁断てのは？」


「あ、えっと……それは」


「『その御み名な、畏い敬けいの念をもって讃たたえ詠うたいたもう』──神性な存在だから軽々しく扱あつかうな、という古いにしえの教えに由来するようです」


　シィの説明の続きをイリスが歌うように諳そらんじてみせた。


「納得、ちゃんと意味があるもんだな」


　……イリスの方は変化なしか。


　この光を浴びて何か変化があるかもと思ったけど、私服姿の家メ政イ婦ドロボはぼんやり光を眺めているだけだ。まあそりゃそうなんだけどさ。


「声……」


　不意に、ぼうっと宙を眺めていたイリスが弾はじかれたようにふり向いた。


「凪、声が聞こえます。声……いえ、もっと大きなざわめきみたいなもの」


「さっきの昇降機エレベータで聞こえてたってやつか？」


「それと別です。今度のは複数……すごく多い……ざわめきみたいな音の塊かたまり」


　空洞の入口の方をじっと見すえ、私服姿の機械少女は凍こおりついたように動かない。


「どうしましたの、さっきから何か」


「来る」


「え？」


「近づいてくる……こっち……すごい数！」


　イリスがそう叫さけんだと同時、俺たちが立ってる採さい掘くつ場が大きく震ふるえた。


　ゴッゴゴゴッッ……


　地鳴りのような音と共に地面が脈打って、真横の土ど壁へきがパラパラと崩くずれていく。


「なっ!?　じ、地じ震しん？　きっ、きゃあっ!?」


「シィ！」


　転てん倒とうしかけた彼女の手を取って抱だき支える。そのまま揺ゆれが弱まるのを待って……一いつ瞬しゆん地震が止まった隙すきに、俺は空洞の入口へと駆かけだした。


　──何か変だ。


　──ここら一帯でこんな大規模な地震？　そんなの聞いたことないぞ。


「昇降機エレベータは無事か……」


　機体の明かりが点ともっているのを見、そっと胸をなで下ろす。地下２４０メートルの地中で昇降機エレベータが止まったら生き埋うめだ。


「ミカエル、教官への連れん絡らくは!?」


「今やってるところですわ。……接続、繫つながりましたわ。右流先生、第一班のミカエルです。今の揺れは？　地震？　にしてはあまりに…………え？…………」


　通信機を耳にあてるミカエルの声が裏返った。


「……うそ……でしょう？　じゃあ先の揺れは……ええ、一班は全員無事ですわ。…………はい、ただちに地上へ向かいます」


　声のトーンを落としたミカエルが通信機をポーチにしまう。


「ミカさん、先生と話したんですよね？　何があったんです？」


「…………」


　下を向いたままミカエルは無言。何か、とてつもなくヤバイことが起きかけている。彼女の沈ちん黙もくは、俺がそう察するのに十分すぎる時間だった。


「幽ゆう幻げん種しゆ」


　言葉をふるわせながら、元軍用の人型機械体アンドロイドはかろうじて言葉を紡つむぎ上げた。


「時刻一〇：三二。帝てい国こく第三ポートの東側ゲート……つまりこの鉱山にもっとも近い大ゲートを幽幻種の大群が突とつ破ぱ。帝都を目指していた侵しん攻こう進路を第三軍事司令部に突とつ如じよ変へん更こう、その結果として鉱こ山こを通過する見こみが……ほぼ確実……とのことですわ」


「～～～っ！　そんなっ？」


　声にならない悲鳴がシィの唇くちびるからこぼれ落ちた。


　さっきの振しん動どうは幽幻種の足音？　だとすれば、もう目と鼻の先まであの怪かい物ぶつが近づいてるってことか？


「凪、ご安心ください。帝国第三ポートには軍用人型機械体アンドロイドに加え、禁きん断だん水すい晶しようの洗礼を受けた機神が一体常じよう駐ちゆうしているはずです。それが迎げい撃げきに回れば──」


「破は壊かいされましたわ」


「え？」


「八十時間以上前から戦場で交戦を続けていた機神Heckt Magnaヘケト・マグナ【剣けん帝てい】との通信が、三十分前に途と絶だえたそうですの……とんだ笑い話ですわね」


　下唇を嚙みしめたミカエルが浮かべる自じ嘲ちようの笑えみ。


「迎撃に向かった機神を返り討うちにするような幽幻種の大群が、こんなちっぽけな鉱山を通過する。は！　わたしくたち全員とんだ巻き添ぞえってことですわ！」


「み、ミカさん。あたしたち、みんな死──」





「────っざっけんじゃねぇよ！」





　びくっ、と背筋を硬こう直ちよくさせてふり向くシィ。


　そんな彼女の華きや奢しやな肩かたをつかみ、俺は喉のどが嗄かれるほどの大声で叫んだ。


「落ちつけシィ。……俺たちはなんのために傭よう兵へい科であの馬ば鹿かげた訓練受けてきたんだ？　まだバケモン共がここに来たわけじゃない。来たとしても、俺たちが死にものぐるいで抵てい抗こうすれば諦あきらめて方向転てん換かんするかもしれねぇだろうが」


　シィだけじゃなくミカエルにもイリスにも、そして俺自身に言い聞かせるために。


「いいか。とにかく地う上えに戻もどって右流先生の指示を聞く。そっからだろ？　何もかもやる前から気持ちが沈しずむなんてお前らしくねぇよ！」


「…………は、はい！　なぎ先輩がそう言うのなら」


「そういうことだ。ミカエルも、勝手に憂鬱メランコリーな気分に浸ひたってんなよ」


「……ふん、もとよりそのつもりですわ」


　下降してくる昇降機エレベータをまっすぐ見つめ、ミカエルがその扉へと歩きだす。


「行きますわよ。早くお乗りになって」


「…………」


　昇降機エレベータに駆けていくシィの背中を見送って、俺はそっと真横のイリスをのぞき見た。


　流れるような銀ぎん髪ぱつに印象的な紅あかい双そう眸ぼうの機械少女。見た目は可愛かわいいのに家事をやらせれば失敗だらけ、体力測定でも百メートル走で大暴走して。


　……そうだよな。


　……もうコイツには幽幻種と戦う出力も機能もないんだもんな。


「イリス」


「はい、なんでしょう凪」


「お前は、とにかく俺の後ろに隠れてろ。離れるんじゃねぇぞ」


　俺を見つめる彼女の頭を一度だけそっと撫なでてやり、俺は昇降機エレベータへと歩きだした。
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「──やり過ごす」


　俺たちクラス全員が一堂に会したフロア３中央ホールで、右流先生が開口一番言ったのがそんな一言だった。


「司令部からの情報によれば敵勢力は幽幻種３８００個体。こちらの戦力は私とお前たち、そして帝国から同行してきた軍用人型機械体アンドロイドが十五体だ。単純な兵数で百倍ほど、戦力差で言えば……私たちを１とすれば幽む幻こ種うがちょうど１０００といったところか。真正面から戦った場合の予想は賭博ギヤンブルにもならん」


「それで先生、とにかく時間稼かせぎというわけですわね？」


「その通りだミカエル。まずは採掘場の隔壁フアイア・ウオールを全すべて降ろしたうえでフロア１は無人とし、フロア２に軍用人型機械体アンドロイドを総動員させる。私たちはフロア３に避ひ難なんするが、避難は少人数単位──つまり今の班ごととする」


　隔壁フアイア・ウオールを降ろして無数の小部屋ブロツクを作り、俺たちはそこに身を潜ひそめる。……驚おどろいた。ミカエルが昇降機エレベータの中で予想してた作戦そのままじゃないか。


「戦おうとするな、息を潜めてやり過ごせ。お前たちの任務はそれだけだ。質問は？」


　誰だれからも声は上がらない。


　……当然だ。こんな明確な命令ほかにない。


「では解散、諸君らの健けん闘とうと幸運を祈いのる」


「──シィ、凪、ほらイあリなスたも。さっさと行きますわよ」


　肩に銃じゆう器きを提さげたミカエルが真っ先に指定の小部屋ブロツクへと歩いていく。続いて俺やシィにイリス、ほかの班もそれぞれの指定先へ。


　誰一人として言葉を発しない沈黙の中央ホール。


「幽幻種の反応……近づいてきてる。すごい速さ」


　イリスの真横に並んで歩く俺だけが、その呟つぶやきを聞いていた。





　　　　３





　とくん……とくん…………っ。


　心臓の音がこんなにも大きく聞こえるのは初めてだ。呼吸も、自分が酸欠になりそうなくらい抑おさえているのに気になってしょうがない。


「…………」


　顎あご先さきを伝ってしたたり落ちる汗あせを手の甲こうで拭ぬぐって、俺は頰ほおの内側を強く嚙かみしめた。


　隔壁フアイア・ウオールによって隔へだてられた小部屋ブロツク。


　広さは……ちょうど軍学校アカデミーの教室くらいか。


　俺とイリス、ミカエルにシィの四人が隠かくれるにはだいぶ余よ裕ゆうがある。そこらにあった机や椅い子すやらを積み上げて即そく席せきの阻塞バリケードを作って、俺ら四人はその陰かげに身を潜めている状態だ。もとが展示フロアだから机やら椅子には困らなかったしな。


　カチッチチッチチチチッッッ


　なんの音だ？　すぐ真横から聞こえる音に目を向ければ──


「シィ」


「…………」


「シィ、おい」


　目を大きく開いたまま小刻みにふるえる彼女の手を強めに握にぎった。


「──っ！　あっ……ご、ごめんなさいです」


　水浴びでもしたんじゃないかってくらい、シィは全身から冷や汗を流していた。今のカチカチって音も、ふるえる彼女の制服についてた金属ボタンが擦こすれていたからだ。


「……１２０分ですよね」


　帝都から軍用人型機械体アンドロイドと傭兵、それに帝国の正規兵が駆けつけるまでに必要だと右流先生が予想した時間だ。


　幽幻種３８００個体を殲せん滅めつするのに必要な兵力を揃そろえるまでに40分。帝都から鉱山の麓ふもとまでの移動に70分。そして俺たちの現在地に到とう着ちやくするまでに10分。驚いたことにミカエルもほとんど同じ予想をしていた。


　これが予想「最低」所要時間。模も擬ぎ戦で、たった五十体の幽幻種偽体ロボツトに10分保もたなかったことを考えれば……それがどれだけ絶望的な数字かよくわかる。


「とにかく凌しのぐぞ」


「はい」


　シィの気持ちは痛いほどわかる。こんな緊きん張ちよう状態、まともな神経してたら耐たえられない。１２０分耐えれば味方が来る、その希望に必死に心を繫ぎとめてる状態だ。


「────」


　銃剣ガンウエポンを握る手が汗ばんで気持ち悪い。


　幽幻種を魔ま笛てきごと撃うちぬく刻こく印いん弾だん。俺の銃剣ガンウエポンはもちろんシィの自動拳銃オートマチツクやミカエルの機関銃マシンガンも、全すべてこの刻印弾が装そう塡てんされてる。


　……隠れるだけ隠れて、万が一見つかったら応戦か。


「なあミカエ──」


「一つ、今のうちに言っておくことがありますわ」


　阻塞バリケードの山の天てつ辺ぺんに半座になった姿勢で、ミカエルが俺たちを見下ろしていた。


「右流先生が生徒を小部屋ブロツクにわけたのは、一つの小部屋ブロツクが幽ゆう幻げん種しゆに見つかっても被ひ害がいを拡大しないため。隣となりの隔壁フアイア・ウオールからクラスメイトの悲鳴が聞こえてきても、決して声を出さないこと。わたくしたちの隔壁フアイア・ウオールを開けて救出に向かうなんてもってのほか」


「……言いたいことはお見通しってツラだな？」


「窮きゆう地ちに陥おちいった時の人ひ間との思考は人型機械体アンドロイドよりも単純ですのよ」


　愛用の機関銃マシンガンを胸に抱だきよせる元軍用人型機械体アンドロイド。


　それ以上何も言えなくて、俺は再び背を低くして阻塞バリケードに身を寄せた。


　──なんて静けさだよ。


　幽幻種の侵しん攻こうの情報が入ってもう三十分。


　とっくに幽幻種の大群が鉱山に到着している頃ころだろう。一階の無人フロアはおろか二階の軍用人型機械体アンドロイドと交戦まっただ中でも不思議じゃない。くそ、合金製の隔壁フアイア・ウオールがなまじ頑がん丈じようで重厚なぶん、外の声がまったく聞こえないのが厄やつ介かいだ。


「お静かに」


　短く、けれど強い語気でミカエルが告げた。


　その険けわしい表情が意味するものは──


「……たった今、下のフロアから銃声が途絶えましたわ」


　隣でシィが息を呑のむのがはっきり伝わってきた。


　銃声が途絶えた。それはつまり、


「皆みんな、ここから先は決して音を立てぬよう。できれば息もしないでくださいな」


　そんなの機械じゃねぇんだから無理だろ阿あ呆ほう。……普ふ段だんの教室なら即そく座ざに言い返してたんだろうけど、俺もシィも、今だけは本気で息さえ潜めていたい心ここ地ちだった。


　そんな極限の静せい寂じやくのなか。


　五分、十分…………


　緊張の糸は切れずとも確実に疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされていくなかで。俺は奇き妙みような感覚に襲おそわれた。


　妙だ。


　もし軍用人型機械体アンドロイドが全ぜん滅めつしたっていうなら幽幻種がとっくにこのフロアにまで昇のぼってきてて良い頃だ。３８００個体なんて馬鹿げた数が押し寄せてくれば、さすがに近くまで来たら足音なり気配を感じてもいいはずなのに。


　それがない。とどのつまり、まだ幽幻種はこのフロアに来ていない？


「フロア３、気づかれてないのかもです……？」


　自分に言い聞かせるようにシィも頷うなずく。考えることは同じってことか。だけど、だとしたら……もしかしたらこのまま１２０分凌げるのも現実味が帯びてくる。
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　…………？


「シィ、いま何か喋しやべったか」


「え？　い、いえ。あたしもミカさんも静かでしたけど」


　小声でそう返事する彼女。


　そうだよな。ミカエルも何かに反応した様子もないし、俺の方が過か敏びんになってるだけなんだろう。まるでパイプオルガンの一番重たい鍵けん盤ばんみたいな重低音が地面の中から響ひびいてくるような気がし…………ッッッ！


　ずずずっ。


　不意に、俺の爪つま先さきに触ふれていた地面が前まえ触ぶれなく陥かん没ぼつした。いや……陥没じゃない。液状化みたいにドロドロに溶とけて？


「これは……」


　ドロドロに融ゆう解かいした地面が沈しずみこみ、その小さな陥没の奥には真っ赤な光があった。


　自然の光でも機械の光でもない。それはさながら、血の塊かたまりを凝ぎよう縮しゆくしたようなおぞましい重圧感を孕はらんだ真っ赤な光で──


「なぎ先せん輩ぱい？　どうしたんですさっきから下向いて。前向いてないとミカさんに怒おこられちゃいますよ」


「……下だ」


「え？」


「シィもミカエルも退どけ！　俺たちの真下にいる！」


　同時だった。俺が真後ろのイリスを抱かかえて身を投げだすのと、俺の足下の地面が爆ばく発はつしたように土砂を巻き上げたのは。


「ぐっ……！」


　イリスを庇かばって跳とんだ瞬しゆん間かん、背中に感じた鋭するどい痛みに俺は思わず声をもらした。


「な、凪!?」


「騒さわぐんじゃねぇ、弾はじけた石の破片が当たっただけだ」


　……問題はこっちだろうが。


　イリスを再び自分の後ろに退さがらせて、俺は噴ふき上がる土砂の奥をじっと睨にらみつけた。


　──いる。


　泥どろの黒こく煙えんのなか、爛らん々らんと輝かがやく鮮せん血けつ色の眼めをした怪かい物ぶつが。


「どうも、俺らがフロア３の最初の獲え物ものってことらしいな」


　メインホールの階段を伝って三階に到とう達たつ。そこから隔壁フアイア・ウオールを破って来るとばかり思っていたのに、まさか何メートルもある土の層を食い破って昇ってくるなんて。これじゃ隔壁フアイア・ウオールの意味がないどころか、飢うえたオオカミのいる密室に閉じこめられたウサギみたいな状態だ。


「来ますわ！」


　……ずっ……ずずずっずっっっ……ずずずずずずずずず…………！


　黒煙を振ふりはらって怪物が姿を現した。


　濃こ紫むらさき色いろの霧きりをまとい、不気味なほどの速さで接近してくる襲しゆう撃げき者。這はいずった後の地面が、土も小石も関係なくドロドロに溶けて腐くさっていく。


「皆、背を屈かがめなさい！」


　距きよ離りを詰つめる幽幻種へとミカエルが機関銃マシンガンを一いつ斉せい射しや撃げき。禁きん断だん水すい晶しようの力を利用した刻印弾。それも模も擬ぎ戦せん闘とう時の安物じゃなく戦闘用の正規品だ。


　ピシッ、ガラスが砕くだけたような音を響かせて、霧状の幽幻種の身体からだに大きな穴が穿うがたれた。効いてる！　銃じゆう弾だんが確実にダメージを与あたえてるのは俺の目にも明らかだった。


　が──


「案の定、そう簡単には止まりませんわね……！」


　全身穴だらけになりながらも怪物の侵攻が止まらない。明らかな敵意の眼光を輝かせながら、顔をしかめるミカエルへと目がけて爪つめを振り上げる。


「ミカさん、退がってです！」


　シィが回転式拳銃リボルバーを続けざまに発はつ砲ぽう。幽幻種の身体じゃない、狙ねらいは怪物の体重がかかる脚あし、それを驚きよう異い的な精度で撃ちぬいて姿勢を崩くずす。


「次、シィから凪へ連れん携けい！」


　ミカエルの号令と同時にシィが後退し、かわりに俺が前に出る。


「凪！　撃ちなさい！」


「わかってるっての」


　よろめく幽幻種の足下目がけて銃剣ガンウエポンの照準を固定。引金トリガーを引いたと同時に、凄すさまじい轟ごう音おんを響かせて怪物の足下に銃弾が着弾。帝てい国こく法の火力制限をも上回る違い法ほう改造の銃弾が、地面に巨きよ大だいな陥没を作り上げた。


　みしっ。


　地面が陥没し、地下へと続く亀裂クレパスがパックリと口を開けて幽幻種を呑みこんだ。


　地下２４０メートル下の禁断水晶の空くう洞どうまで一直線の亀裂クレパスだ。あの怪物だって容易に戻もどってはこれないだろう。


「さすがですわシィ。今の銃撃の精度と速度、銃士としての素養は軍学校アカデミー屈くつ指しかも」


「あ、ありがとうございますです！……頑がん張ばらないと」


　ミカエルが総指揮と先制攻こう撃げき。


　続いてシィが的確に敵を狙そ撃げきして後退させ、俺の銃剣ガンウエポンで罠わなまで吹ふき飛ばす。


　──ミカエルの連携、即そく席せきのくせにここまで上う手まくいくのか。


　戦闘ド素人しろうとの俺らは無理して倒たおすより罠を活用するべき、か。さすがミカエル。個々の技能はもちろん、それ以上に勘かんと判断力の冴さえがすさまじい。


「凪、さっきの背中のケガ。服が切れて血が……」


「ん？　ああ、大したことねぇよ。それよりお前は退がってろって」


　前に出てこようとするイリスを手で制止する。


　……そうだ。これでいいんだよな。


　……とにかくコイツはもう、ただの家メ政イ婦ドロボなんだから。


「ミカエル、今のうちに隔壁フアイア・ウオールを！」


　とにかく今の密室状態だけはまずい。また地面から這い上がってこられる前に逃にげ道だけは確保しないと。


「…………」


「……ミカさん？」


「……一足遅おそかったようですわね」


　ぶ厚い金属板で造られた壁かべへ、ゆっくりとミカエルが銃口を向ける。その奥、壁の向こうからは何かがガリガリと隔壁フアイア・ウオールに爪を立てる音。


　……まさか。


「既すでに隔壁フアイア・ウオールの外は幽ゆう幻げん種しゆだらけ。……予想していたことですけれど、人型機械体アンドロイドの合金すら腐らせる幽幻種の魔笛にかかれば扉とびらも保もってあと数分の命でしょうね」


　そして俺は気づいてしまった。


　ミカエルの構える銃口が、小刻みにふるえをくり返していることに。


「扉の外には数千体という幽幻種。しかも扉の内側にも────」


　ぼこっ、ぼここっ。


　次々と盛り上がっていく地面を、哀あい愁しゆうすら感じさせる微び笑しようでミカエルが見下ろす。


　……冗じよう談だんじゃねぇぞ。この凸凹でこぼこが全部幽幻種だとしたら一体や二体どころか。


「ダメ元で抵てい抗こうするしかねぇってのか。おいシィ、ミカエル！」


　うごめく地面に銃口を向け、俺は小部屋ブロツクに響きわたるよう声を振りしぼった。


「諦あきらめてんじゃねぇぞ！　とにかく片かたっ端ぱしから倒し続けてりゃいつか終わるんだ、ぼけっと突つっ立ってる暇ひまがあんなら構えろ。来るぞ！」


　再び舞まい上がる土砂。


　煙けむりを切り裂さいて突とつ進しんしてくる幽幻種が三体。それぞれ俺とシィ、ミカエルに狙いを定めて進んでくる。くそ、さっきの一体であれほど苦戦したってのに！


「くっ！」


　突進してくる怪物に向け、俺は無心で引金トリガーを引いた。


　一発──着弾と同時に幽幻種の霧が半分近く弾けとぶ。だが一発じゃ止まらねぇよな、そんなの俺だってわかってんだよ！


　続く二発目の刻印弾が幽幻種をはるか後方へと吹き飛ばし、三発目の刻印弾でその身体が文字どおり霧む散さんした。


「っはぁ……っ、はっ……ざまあ……みやがれってんだ」


　たった三回引金トリガーを引いただけで息が上がってる。落ちつけ俺、慌あわてたって意味がないだろ。動どう揺ようすれば無む駄だな動きが多くなって体力を浪ろう費ひするだけなんだから。


「いっ、いやぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！」


「シィ!?」


　弾だん倉そうの刻印弾を撃うち尽つくした少女が、空になった自動拳銃オートマチツクの先で幽幻種の爪をギリギリのところで受けとめていた。


　──自動拳銃オートマチツクの火力じゃ仕留めきれなかったのか！


「あっ……ああっっっっ…………っ？」


　手が震ふるえるほど力をこめて銃把グリツプを握にぎり、金属製の銃身バレルで幽幻種の爪を押さえる彼女。が、全身でのし掛かかってくる怪物に圧おされ、徐じよ々じよにその爪がシィの首もとへと迫せまる。


「どけ、シィ！」


　無防備な真横から、俺は銃剣ガンウエポンの剣けん先さきで幽幻種を殴なぐりつけた。


　真後ろの壁まで吹き飛んで壁に衝しよう突とつさせたまではいい。だが同時に、俺もまた銃剣ガンウエポンの異変に目を剝むいていた。


　……刃はが……ほぼ真ん中から先が溶けてる？


　呪じゆ力りよくの塊だっていう幽幻種に直接ふれた結果がコレか。噓うそだろ、ダイヤモンドより硬かたい強化セラミックの剣先がこんな一いつ瞬しゆんで。


「凪、シィまだですわ！　今の幽幻種は生きていましてよ！」


　壁に叩たたきつけられた幽幻種がのそりと──────起き上がった姿勢で動きを止めた。
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　呪じゆ詛そを思わせる奇き妙みような音色が響きわたった。


　幽幻種のまとう紫むらさき色いろの煙が紫水晶にも似た輝きを放つ。輝きが光を生み、さらには光の糸が螺ら旋せん状の複雑な模様を描えがき、同心円状に広がっていく。


　……魔ま笛てき！


　幽幻種に触れただけで強化セラミックの剣がドロドロに溶かされた。その力の源が魔笛だっていうんなら、この光がどれだけヤバイか言うまでもない。


「お前ら光に触ふれるなよ、触さわったら一発で終わりだぞ！」


「シィ、こちらに！」


　彼女の手を引っぱってミカエルが彼女を抱だきよせる。二人とも光の範はん囲い外がいであることを確かく認にんし、俺も急いで光の外へ──


　ぐちゃっ。


「なっっっ!?」


　足下の奇妙な感覚に、俺は反射的に声を上げていた。


　靴くつ先さきの地面が……紫色に腐って液状化してる？　まさか。さっき幽コ幻イ種ツを銃剣ガンウエポンで殴った時、獲オ物レが逃げられないよう地面をあらかじめ腐らせてたのか。


「……くっ……そ……」


　紫色の光が徐々に濃こさを増して実体化していく。


　その時俺が思いだしたものは、スラム区で全身を腐らせて倒れていた人型機械体アンドロイドだ。


　だとしたら……そうだよ。いくら人間が人型機械体アンドロイドより魔笛に耐たい性せいあるっつったって、さすがにこんなモロに魔笛浴びれば助かる方がありえない。


「なぎ先輩っっっっっ！」


　シィの悲鳴がこだまする中、俺は、俺の周りの光が輝かがやきだすのをぼんやりと眺ながめ──


　……とん。


「え？」


　誰だれかに肩かたを突き飛ばされ、俺の身体は魔笛の輝きの範囲をこえる場所まで一気に転がりこんだ。なんだ、何が起きたんだ。


　土まみれの視界で見上げた世界の奥、俺が見たのは銀ぎん髪ぱつの────





「ごめんなさい、凪」





　にこりと微笑むイリスの姿だった。


「イリ……ス……？」


「ご飯、一度も美お味いしいものを作ってあげられなくて」


　この世には寒気がするほどの笑え顔がおがある。


　心にいろんな感情を抱かかえた人間には絶対に作れないような、たった一ひと欠片かけらの不純物すらない機械少女の笑顔に、俺は思わず言葉を失って……


　次の瞬しゆん間かん。


　俺の家の家メ政イ婦ドロボは、俺のかわりに魔笛の光に包まれた。


　着ていた服が繊せん維いごとボロボロに自じ壊かいして、身体のラバーシートも全身各部が紫色に腐くさりおちて、その場に立っていることもできずに彼女が地面にくずおれた。


「イ────────」


「な…………ぎ……」


　倒れたままのイリスが俺に向かって何か言おうとして、だけどその前に、魔笛を受けた地面の崩ほう壊かいによって彼女は地下２４０メートル下へと転落していった。


　…………イリス？


　ぽっかりと地面に空いた真っ暗な穴。


　莫ばく大だいな量の土砂がはるか下に流れ落ちていく音しか聞こえない。


「うそ……だ、ろ」


　人型機械体アンドロイドにとって魔笛は微び量りようでも致ち命めい傷しようになる。


　それを、あれだけの量を浴びて無事であることも、そしてあの地下へと転落してなお無事だっていうのも、そんな可能性がゼロなんてことは……誰だって……アイツを拾って修復した俺が一番よく知っていた。


　だからこそ──────





〝どんな場合であっても俺を庇かばうのはナシだ。心配する俺の身にもなれ〟


〝凪が約束しろというのなら約束します。だけど……本当に凪が大変なことになってしまいそうな時は、私は……約束を守れないかもしれません〟





　なんで、なんで今、あの時の台詞せりふを思いだすんだよ。まさかおい、俺は……俺を庇ってテメェが死ぬような結末のために約束したわけじゃ……。


　そんな……そんなの俺が認めるわけ…………


「ふっっっっっっっっざけんじゃねぇぞぉぉぉぉぉっ！」


　大地を蹴ける。


　幽幻種が再び魔笛を使うより早く、俺はその眼前まで駆かけよっていた。


　まさか俺から接近してくるとは思ってなかったんだろう。獲オ物レの予想外の動きに一瞬だがビクリと身体からだをふるわせ、そして霧きり状じようの身体から不気味な脚あしをふりかぶってくる。


　その脚を、俺は自分の左ひだり腕うでで受けとめた。


「痛つぅぅっ!?」


　じゅっと音を立てて、激痛の奔はしる掌てのひらから紫色の煙が上がる。


「凪!?　今すぐその手を離はなしなさい、あなたまで魔笛に感染する！」


　知ってる。そんなこと承知の上の行動だ。背後のミカエルの怒ど声せいを背中に浴びながら、俺は幽幻種の脚をさらに強く握りしめた。


「よぉ黒毛玉。よく聞け、てめぇがいなければな……」


　アイツは……イリスはドジで落ちこぼれな家メ政イ婦ドロボでいられたのに。


　軍学校アカデミーに通いながら少しずつ家事も覚えて、普ふ通つうの人型機械体アンドロイドとして傷つくこともなく暮らせたはずだったのに。


「──────てめぇだけは絶対っ、俺の手で殴らせろ！」


　脚首を握ったままの左手を振ふりかぶり、俺は霧状の怪かい物ぶつを全力で殴りつけた。よろめき後退する相手へさらに距きよ離りを詰つめ、今度は右手の銃剣ガンウエポンを突きつける。


　銃剣ガンウエポンの二次安全装置を解除。


　帝てい国こく法の火力上限を超こえた現設定の火力、それをさらに限界まで──重戦車の砲ほう撃げき級まで引き上げる。


「ゼロ距離ここならさすがに防ぎようもないだろ？」


　ぴたりと銃じゆう口こうを密着させ、俺は銃剣ガンウエポンの引金トリガーを引いた。


　爆ばく発はつ。幽幻種の身体が業ごう火かに包まれて霧む散さんする。それを、火の粉がかかるほどの距離で俺はぼんやりと見つめていた。


　……左手が痺しびれて動かない。


　……よく見れば紫色に腫はれちまってるけど、まあいいか。


　イリスの味わった痛みは、きっとこの何十倍だったに違ちがいないから。


「ミカエルは右、シィは左に回れ。まだまだ来るぞ！」


　うごめく地中を睨にらみつけながら、俺は銃剣ガンウエポンの銃把グリツプを握り直した。いいぜ来いよ。お前らがその気なら何百時間だって付き合ってやるさ。


　……そうすれば。


　幽幻種と戦っている間だけは、イリスのことを考えずに済む気がしたから。
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『──起きて』





　ぽちゃん。


　どこか遠くで、水しぶきの跳はねる音がした。


『起きなさい』


　…………


　……だれ？　だれが私を呼んでるの？


　真っ暗な世界。


　まるで澱よどんだ深海のような空間で、どこかから私を呼ぶのは誰？


『おかしな子』


　おかしい？


『わたしを誰かと問いかける人形機関こころなきもの。自らの意味も価値も知らないあなたが、自分のことより他人の方を気にするの？』


　私？……わたしは…………あれ、私は誰だったっけ。


　思いだせない。気づいたらここに倒たおれていたというのに、どうやってここに来たのかも、それ以前に何をしていたのかも思いだせない。


「私は……誰ですか」


『やっぱりおかしな子』


　真っ暗な世界のどこかから、誰かがクスッと微笑ほほえむ息づかい。


『あなたは自分が何かも知らずに私を求めたの？』


「いっ、痛っ!?」


　ずきんと胸に痛みが走って、私は思わず悲鳴を上げた。痛い……こんな感覚初めてだ。今までどんな傷を負ったって痛みなんかなかったのに。


『それが、今、あなたが身を挺ていして庇った彼の心の傷きず跡あと』


　……彼？


　彼って誰だろう。私が庇った……私、誰かを助けたっけ。


『あなたは知っている。あなたがこのまま朽くちる結末を彼が望まないこと。そしてそれが、そのままあなたの存在理由となることを』


　…………


　…………あ……





〝俺は、お前がいいって言ってるんだよ！〟





　凪。


　そうだ、凪だ。私を拾って直してくれて、そして、私のことを──





〝くっだらねぇ。何が軍用だよ特とく殊しゆな知覚プログラムだよ。お前はもう、そんな堅かた苦くるしいもんじゃねぇだろ！　ちっと物覚えが悪いだけの家メ政イ婦ドロボだろ、違うか!?〟





　私のことで真しん剣けんになってくれる人。


　私のために本気で怒おこってくれて、私のことを本気で心配してくれる人。


「…………」


　あらためて、私は自分の身体をじっと見下ろした。


　服はボロボロに繊維が崩くずれ、身体のパーツは各部が紫むらさき色いろに変色して腐りつつある。


　……私……ああそうだ、私は凪を庇って魔ま笛てきを受けたんだっけ。


　助からない。


　もう二度と動かないであろう自分の身体。もちろんこれは私自身が望んで受けた運命だ。自分を犠ぎ牲せいに彼が助かるなら迷うことはない。


　だけど────


『何か言いたそうな表情ね？』


「……いや。嫌いやです、わたし……まだ本当は……凪と別れたくない』


　いつかこの身も朽ちる時がくるだろう。


　だけどまだ、その時が来るには早すぎる。私は……私はまだ、彼に寄りそっていたいのに。家メ政イ婦ドとして頑がん張ばって「良くやった」って褒ほめてもらいたい。凪に喜んでもらって、そんな凪の顔を一番近い場所で見ていたいのに。


『思いだした？　そう、それが……あなたがわたしを詠よびよせた理由でしょう？』


　光が差した。


　真っ暗だった世界を照らす緋ひ色いろの光。


　炎ほのおのように力強く輝かがやいて、それでいて雪の結けつ晶しようのように淡あわく儚はかない輝き。見覚えがある。凪と一いつ緒しよにいった禁きん断だん水すい晶しようの空くう洞どうで、確かにこんな淡い光の粒つぶが舞まっていた。


『初めまして』


　十歳にも満たない女の子だった。


　透すきとおるような緋色の髪かみをした子。何一つ服らしきものを身につけず、光の洪こう水ずいのなかを裸足はだしで歩いてくる。


「あなたは……」


『Armariris Sophienetアマリリス・ソフイネツト。あなたたちから禁断水晶と呼ばれるもの』


　こんな小さな女の子が世界の守護者？


　軍用人型機械体アンドロイドだった頃ころから禁断水晶は最重要存在としてインプットされていた。その洗礼を受けることで人型機械体アンドロイドは機き神しんへと進化するのだと。


　……だけど、この鉱山に禁断水晶あなたはもういないはず。


　世せ界かい門もんは一度通過することで消えてしまう。だからこそ帝国司令部も、新たな機神を得るために別の扉とびらを懸けん命めいに探しているというのに。


『わたしは知覚存在。わたしの声が聞こえる者に呼ばれれば何ど処こにだって会いにいける』


　因果関係が逆だったというの？


　世界門を見つけた者が禁断水晶に会えるのではなく、禁断水晶の存在を認にん識しきできる者の前に世界門が現れる。


「あ、あの……そういえば私、特殊な知覚プログラムが実験搭とう載さいされてるって」


『そのプログラムは関係ないわ』


「え？」


『神しん性せい上位存在の知覚システム『全ミてクをヴ覆エうク者ス』。その概がい念ねんをわたしが人間に授けたのは幽ゆう幻げん種しゆを捕ほ捉そくするため。それは文字どおり『知覚』であって、今のあなたのように禁断水晶わたしと『会話』できるものではないの』


　それじゃあ──


『言ったでしょう。プログラムは関係ない。本来プログラムに無いはずの小さな揺ゆらぎ。人が自我と呼ぶモノになりかけた、あなた自身の可能性がわたしへとたどり着いた』


　禁断水晶から洗礼を受けることで人型機械体アンドロイドは機神へと進化する。その力は、単体で幽幻種１０００個体をも凌りよう駕がすると言われるほどだ。


「あの……きっとすごく不ぶ躾しつけなお願いだとはわかってます。だけど、もしかして……その、私もあなたの力を与あたえてもらえるのですか」


　魔笛に冒おかされた身体からだを浄じよう化かして再生できる。


　もう一度凪と一緒に暮らすことだってできるかもしれない。


『ええ、そのために来たのだから』


「！　それなら──」


『と、数か月前なら言っていたかもしれない』


　自分の胸むな元もとまでしかない背せ丈たけの女の子が、弱々しいそぶりで首を横にふった。


『今のわたしには、もう誰だれかに与えるだけの力が残っていない。力も無いし、この世界に顕けん現げんできる存在感すら希き薄はくになってる。今のわたしを知覚できるのが人間ならまだしも人型機械体アンドロイドにいたなんて、わたし自身驚おどろいてるくらいだから』


「……そんな」


　万ばん策さくつきた。私はもう、二度と凪に会うことはできない。凪が私を見つけてくれたとしても、私は返事をすることも動くこともない腐くさった鋼鉄の人形のままなんだ。


　…………


　……希望はないの？


「お願いです。何か、何でもいいんです。私が──」


『可能性はあなた自身の内にある。『Ilisイリス【希望】』と名付けられたあなた自身に』


　わたし？


『人型機械体アンドロイドに与える力が残っていないとわたしは言った。だけどそれ以外の存在になら、神性上位存在わたしの力を代だい執しつ行こうする権限を与えることはできる」


「力を与えてもらうんじゃなくて、力を代執行する権限……ですか？」


　人型機械体アンドロイドが力を与えられた姿が機神。


　だとすれば、今この女の子が言っているのはどういう意味なの？


「あなたが転生するのは機神ではなく神性機関。すなわち機械でありながらプログラムを超ちよう越えつし、機械でありながらもシステムを凌駕する。全人類の叡えい智ちと全すべての機神を結集しても及およばない力。だから……人ひ類とにとっても禁断水晶わたしにとっても、あなたがまさしく最後の可能性になる。この傷だらけの世界を救う可能性に」


　世界の可能性、私が？


　あまりに話が飛ひ躍やくしすぎて全然イメージが摑つかめない。ただ、とてつもない期待と重圧がそこにあることだけは嫌でも伝わってくる。


「で、でも……私はただの家メ政イ婦ドロボです！　いつも失敗してばかりの落ちこぼれだし、そんな大それた役目なんて！」


『ならやめる？』


「…………そ、それは」


『機械あなたの身に宿る神性は不完全なもの。だけどその力は、もはやあなた自身で自分の存在理由を決められる範はん疇ちゆうを超こえている。いずれあなたを取り巻くあらゆる者が、あなたの力を求めてくるでしょうね』


「────」


『そしていつしか、あなたは自らが望む望まないにかかわらず幽幻種との最終決戦に身を投じることになる。その先が勝利か、あるいは全身が砕くだけ散るほどの敗北かは禁断水晶わたしにもわからないけれど』


　幽幻種と戦い続ける運命をもたらす機神転生。


　たとえ不完全神性機関として復活できたとしても。私はこの先、私の望むような平へい穏おんは決して手に入れることができないかもしれない。


　だけど。


『どうするの』


「──私、生きたいです」


　その答えに、目の前の女の子は一いつ瞬しゆんぽかんとした面おも持もちになった。


『意外。もっと悩なやむと思ってた』


「あいにく迷ってる時間がありません。それに──」


　不敵な微び笑しようを浮うかべる少女に、私はゆっくりとうなずいた。


「私は、私の存在理由を決めてくれる人を知っています」


　凪。


　私を拾い、修復し、そして受け入れてくれた人。


　もう一度あなたのところに戻もどりたい。


『……ならば、わたしもあなたに一つの可能性を託たくす。力を使い果たしたわたしを世界の果てから見つけてくれた人型機械体アンドロイドに、とっておきの奇き蹟せきをあげる』


　光の扉が虚こ空くうに生まれた。


　赤、青、白、緑、黄色。色とりどりの光に包まれた世界門。


『お行きなさい。どうか、あなた自身の未来にも希望がありますように』


　一度小さく会え釈しやくして、私は光り輝く扉を見上げた。


　そして────





　　　　４





「なぎ先せん輩ぱい、右です！　右の地面から新たに２体！」


「…………」


「先輩!?」


「お、おう。わかってるっての。シィは自分の守しゆ備び範はん囲いだけ集中しろ！」


　不安そうにふり向くシィを制し、俺は落としかけた銃剣ガンウエポンを力いっぱい握にぎりしめた。


　あ……あぶねぇ。意識が飛ぶなんて軍学校アカデミーの訓練でも滅めつ多たにないのに。極度の緊きん張ちようと疲ひ労ろう、何より魔笛に感染した左ひだり腕うでの灼やけるような痛みのせいか。


「はっ」


　右腕の膂りよ力りよくだけで銃剣ガンウエポンを持ちあげ、地中の幽幻種２体に続けざまに発はつ砲ぽう。


　──みしっ。


　銃じゆうの火力を上げた代だい償しようだ。狙撃シヨツト時の反動が銃把グリツプを通じて右みぎ肘ひじから右みぎ肩かたへと伝わり、骨をナイフで削けずるような痛みが右肩に生まれる。


「痛つぅっっ……！」


　とはいえ、さすが火力をバカみたく上げた成果はあったな。


　当たりがよければ幽幻種も一いち撃げきで戦せん闘とう不能に追いこめる。それに、ミカエルはもちろんシィも徐じよ々じよに勘かんを摑んできてる。自動拳銃オートマチツクながら機関銃マシンガン並の連続射しや撃げきで、幽幻種に近寄らせないというんだから大したもんだ。


　…………だけど。


　……これで、これだけやってまだ十分しか経たってないのか。


　イリスが魔ま笛てきにやられて地下に転落して、それから一気に奮ふん闘とうしたつもりでまだ十分。倒たおした幽幻種も10体前後なのに、もう弾だん丸がんの残数が半分を割っている。いや、残弾数より疲労の方が深刻だ。


「嫌いやになりますわね。これで九分と四十秒。倒した幽幻種11体ですわ」


　機関銃マシンガンに弾丸を装そう塡てんしなおすミカエル。


「うそ、もう三十分くらい経ったんじゃ」


「極度の緊張状態にある錯さつ覚かくでしょうね。とはいえ、わたくしも間ま違ちがってるのは自分のタイムウォッチだと思いたいですわ」


「……そうですか」


　ほとんど泣きそうな表情で、それでも下した唇くちびるを嚙かみしめて耐たえるシィ。ミカエルと並びたつ彼女が睨にらみつけるのは眼前の隔壁フアイア・ウオールだ。


　──壁かべが外から食い破られる音。


　壁から離はなれた俺に聞こえるくらいだ。向こうに何十体の幽幻種がいるか考えたくもない。


「そして、いよいよのようですわね」


　自じ嘲ちようめいた笑えみでミカエルが溜ため息いき。


　その言葉のとおり、強化合金で出来たはずの隔壁フアイア・ウオールがみしみしと音を立て、魔笛に浸しん食しよくされた壁の欠片かけらがぼろぼろと腐り剝はがれ落ちていく。


「……人類チーム、全ぜん滅めつによるゲームオーバーかしら」


　合金製の壁が崩くずれ、濃こ紫むらさき色いろの霧きりをまとった獣けものの影かげが一いつ斉せいに浮かび上がった。


　……冗じよう談だんだと言ってくれ。


　崩れた隔壁フアイア・ウオールから見えたのはフロア３の中央ホールだ。数百人は余よ裕ゆうで入れるフロアを端はしから端まで埋うめつくす幽ゆう幻げん種しゆ。


　何百？　いや何千？


　それはもはや、絶対に諦あきらめないと誓ちかう俺すら心折れてしまいそうな絶望の光景だった。


「…………だめなのかな」


　それは誰が言った言葉だっただろう。俺もシィもミカエルも、戦い続けて戦い続けて、いつかは帝てい国こく部隊の応おう援えんが来るって信じてたけど。


　…………悪わりぃなイリス、お前の仇かたきを取ろうって頑がん張ばってみたけどよ。


　ざわっ。


　何十体という幽幻種から一斉に魔笛の音色が響ひびき、フロアが真夜中のように暗い濃紫色の輝かがやきに包まれる。逃にげ場所なんてない。……ああ、さすがにこれは無理かもな。


　魔笛の輝きが俺もシィもミカエルも呑のみこんで。







　Laphes Ilis via-ol-dia ris銀色の希望は生まれ、飛び立ち　kiss hiz Laspha, vilis Xe cross.彼の者の待つ戦場へと舞い降りる







　ひしめく幽幻種と魔笛が弾はじけるように吹ふき飛んだ。


「…………え？」


　いま、いったい何が起きた？


　フロアに群れる幽幻種で俺たちにもっとも近い位置にいた数十個体が、一瞬で銀色の閃せん光こうに身を刻まれて消しよう滅めつした？


「……ミカさんすごい」


「わ、わたくしではないですわ！　援えん軍ぐん？　い、いえ。どこにも味方らしき姿もないですし。なんですの今の光は!?　まさか凪、あなた!?」


「俺だって知らねぇよ」


　でもなぜだろう。今の銀色の光、すごく懐なつかしい感じがした。


　ああそっか……そういえばアイツの髪かみも綺き麗れいな銀色だったもんな。ちょっと青みがかってるところなんか今の光にそっくりだったっけ。


『────ッッッ！』


　光の一撃を免まぬかれた幽幻種が怯おびえたように雪な崩だれこんでくる。多すぎて数も数えられないほどの怪かい物ぶつが俺たちの立つ通路目がけて押し寄せて──





「総数１９２、総重量７０００キロオーバー。一刀で殲滅オーバーキル可能と判断します。


　凪、退さがってください」





「え？」


　突とつ然ぜん、俺の真横を誰だれかがすり抜ぬけていった。


　鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつをなびかせて、ぼろぼろに破れた服とスカートをまとった女の子だ。童話とかに出てくる死神が持つようなデカい鎌かまを片手で振ふり上げて────


　いや待て、噓うそだろ。


　だって……たった一人で幽幻種の群れに立ち向かうソイツの後ろ姿は、俺が誰よりよく知っているはずの────


「はっ！」


　気勢を上げて彼女がふるう大鎌が横一直線になぎ払はらわれる。


　その直後には、銀色の光をまとった一撃に幽幻種の大群があっけないほど綺麗に真っ二つに切断されていた。


「……そんな、まさか。いえ、だけどそれ以外には」


　霧となって消滅する幽幻種を前に、呆ぼう然ぜん調で呟つぶやくのはミカエルだ。


「機き神しん？」


「おいミカエル、冗談は」


「冗談などではありません！　幽幻種をこうも容易たやすく倒すことができる兵器を人類に作れるわけがないんですの。洗礼を受けた人型機械体アンドロイドにしかありえませんわ！」


　目を見開く俺たちの前で彼女が再び鎌を振り上げる。


　一撃──


　緋ひ色いろの光の粒りゆう子しが鎌に宿り、鎌の直撃の範はん囲い外がいにいた幽幻種さえ光の余波を受けただけで消滅していく。シィの自動拳銃オートマチツクなら十発以上もの刻こく印いん弾だんを撃うちこんでようやく倒せたはずの怪物たちがだ。


　……あの無数の光の一ひと粒つぶ一粒が、重戦車の砲ほう弾だんよりも凄すさまじい威い力りよくだっていうのか。


「敵残数ゼロを確かく認にん。ダメージレポート『損傷なし』と報告します」


　軽々と振りかざす鎌をぴたりと腰こしに密着させて彼女が一礼。
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「……イリ……ス？」


　お前なのか。全身に魔笛を受けてぼろぼろになって、何百メートルも下に落下していったはずの……お前だっていうのか。


「────」


　ふり向き、そして俺の方へ無言で彼女が近づいてくる。


　……イリス……だよな。


　可愛かわいらしい顔も透すきとおるような銀髪もそのままだ。


　魔笛を受けた服は破れて肩かたやら脇わき腹ばらが覗のぞいてる。仮にイリスそっくりの機神がいたとしても魔笛を受けた痕あとまで再現できるわけがない。


　コツッ。


　硬かたい靴くつ音おとを響かせてすぐ目の前まで彼女がやってくる。だけど……ミカエルやシィ、俺ですら一言も声をかけられないでいる。


　……俺たちは……コイツが怖こわいのか？


　あまりに人じん智ちを超こえた強大な存在を前にして、俺たちは嬉うれしさも何もかも吹き飛んで身が竦すくんでしまっていた。仮にコイツが幽幻種も人類も関係なく滅ほろぼす天の使者だったと告げても、何一つ疑問に思わないだろう。


「────」


　俺の前で立ち止まり、そしてイリスがゆっくりと口を開けた。


「えっち」


「…………はい？」


　えっち。待て、どういう意味だ。凡人な俺には……その、あんまり公おおやけに言えないような邪よこしまな意味しか浮かばないんですが。


「凪のえっち。私の服、破けてるのジロジロ見てましたね。私知ってますよ、さっき……そ、その……スカートが舞い上がったのだって凝ぎよう視ししてましたでしょう？」


　はだけた胸むな元もとらへんの服の生き地じをかき集め、恥はずかしそうにイリスが上目づかい。


「二人きりの場所ならともかく、こうした公然の場でそんな行こう為いは厳重注意です。……ま、まあでも……凪がどうしてもというのなら」


「あ、あのなあ！」


　恐きよう怖ふも忘れ、思わず俺はいつものイリスに接するような態度で。


「お前が幽幻種に一人で突つっこんでいくんだから、そりゃあ凝視したくもなるっての」


「あ、そうそう。それですそれ！」


　うおっ危ね。突然イリスが振り上げる鎌を際きわどいところで回かい避ひする俺。


「見てくれました!?　す、すごいですよ。あんなにたくさんの幽幻種を一いち撃げきで倒せちゃいました。この鎌でスパーンッて！　私、もしかしてスゴイかもしれません！」


「…………」


「凪、どうかしましたか？」


「どうかしたのかですって、聞きたいのはわたくしたちの方ですわ」


　幽幻種の消滅したメインホールを見み渡わたすミカエル。


「時間が惜おしいので簡潔にお聞きします。……認めたくない気持ちもありますが、あなた、禁きん断だん水すい晶しようの力を受けて機神になったというの」


「あ……ええと、禁断水晶には会いました。でも機神じゃなくて」


「機神じゃない？　噓おっしゃいなさい、それだけ強大な戦せん闘とう能力を与あたえられておきながら機神じゃないなんて、そんな噓が押し通せるわけないでしょう？」


「ほ、本当なんです！　ええと、その──」


「さあさあ吐はきなぐえぇっ!?」


　迫せまるミカエルの襟えり元もとを握にぎって無理やり後ろに退がらせる。


「あーもう黙だまってろミカエルは。話がややこしくなるだけだ。……イリス、俺から一個だけ質問させてくれ。これだけは正直に答えてほしいマジな質問だ」


「はい」


「お前は……お前なんだよな。俺は機神とかよくわかってないけど、お前は俺の知ってるイリスでいいのか？　それともまったく別の──」


　最後まで言えなかった。その前に目の前の彼女が。





　イリスが、にこりと笑って俺に抱だきついてきたから。





「答えはこれでいいですか？」


　抱ほう擁ようは一いつ瞬しゆんだけ。


　くすっと悪戯いたずらっぽい笑みで微笑ほほえんで、イリスが俺の顔を覗きこんでくる。……ああ十分だとも。こんな場面でこんな気の抜けたことする奴やつお前以外にいない。


　本当に……十分すぎた。


「おいっ、この……俺がどんなに心配したかわかってんのか」


「申し訳ありません。でも良かった、なんとか間に合ったみたいです」


　イリスの右みぎ腕うでがにわかに伸のびて、その指先が俺の左腕にそっと触ふれた。魔ま笛てきに感染して紫むらさき色いろに腫はれ上がった腕をだ。


「ば、馬ば鹿か。お前まで感せ………………あ……」


　俺の腕にまとわりついていた紫色の光が、イリスの指先に点ともっていた緋色の光によってはじけ飛んだ。まるで清水が泥どろを洗い流すように。


「魔笛を浄じよう化か!?　そんな、いくら機神だって浄化の力まではないはずですのよ!?」


「これで平気なはずだけど、病院には行ってくださいね。私、まだ自分の神しん性せい代だい執しつ行こうがどこまでか把は握あくしきれてないから」


　代執行？　そういえばさっき、こいつはミカエルの「力を受けて」の件くだりを否定していた。それと関係があることなのか。


「凪」


　自分の胸元に手をあててイリスが俺をじっと見つめる。


　さっきまでの笑顔じゃない、怖いくらい真しん剣けんなまなざしで。


「今の私は、機械よりも禁断水晶に近いみたいです。禁断水晶は私のことを不完全な神性機関て呼んで……今だって出力２パーセントも出してないんですよ？　なのに、こんなすごいことができるなんて。私自身にもどうしていいかわからなくなりそうで」


「…………」


「だから凪、私に命令してください！　凪の命令ならなんだって聞きます！　どんなことだってします。……そうしないと不安で仕方なくて」


　それはふしぎな光景だった。


　神がかった強さを発揮した機神が、俺みたいなちっぽけな人間に縋すがってる。


　その不安を宿した瞳ひとみはあんまりにも儚はかなく脆もろそうで、たった今数百という幽ゆう幻げん種しゆを掃そう討とうしたなんて誰が信じられるだろう。


「どんな命令でも？」


「どんな命令でもです。だから凪──────っ！」


「じゃあ言うぞ。『そんなのは自分で考えろ』、以上だ」


「っ!?」


　あーあ、まったくなんでそんな必死になってんだよ我が家の家メ政イ婦ドロボは。


「ったくよ。そんなシリアスお前らしくないんじゃねぇの？」


　言って、俺はイリスの頭をがしがしと乱暴になで回してやった。


「俺が組んでやった特製ＡＩがお前のＡＩだぜ？　そんなお前が自分で考えたことが不安になるようなわけねぇだろうが。違ちがうか？」


「そ、それは……」


「だろ？　だから自分で考えろ。お前が一番したいことを考えて好きなことをしろ。……それでも迷って迷って、どうしようもなくなった時は俺に言え。いつだって何時間だって話を聞いてやる。お前と一いつ緒しよに考えてやるからよ」


「────」


　狐きつねに摘つままれたような呆ほうけた表情で虚こ空くうを見つめ、けれどすぐに、機械少女の口元から安あん堵どの微笑みがこぼれおちた。


「……凪がそう言ってくれるから私も頑がん張ばれるんです」


「うん？」


「ちょっぴり怖いけど、凪のためなら私も幽幻種とだって戦えます。凪に『よくやった』って褒ほめてもらいたいから」


　イリスがふり返ったと同時、中央ホールの床ゆか下したが破は裂れつした。


　濛もう々もうと立ちこめるのは煙けむりでなく魔笛の輝かがやき。フロア２とフロア３を繫つなぐ巨きよ大だいな空くう洞どうから幽幻種が際限なく湧わき上がってくる。


「まだこんなに……いや、当然か」


　フロア３にいたのはせいぜい数百。でも右流先生の話では今回の侵しん攻こうは３８００個体。先のが斥せつ候こう部隊、むしろこちらが本ほん陣じんだろう。


「凪、離はなれていてください。敵の狙ねらいは私に向いていますが、それでも攻こう撃げきの被ひ害がいが及およぶかもしれません」


「……大だい丈じよう夫ぶなのか、さっき出力２パーセントとか言ってたじゃねぇか」


「出力は問題ありません。ただ、やはり今までの機能と違いすぎて……システム再起動が必要なんです。たぶん、あと二分もしないうちに強制エラーが」


「二分!?　馬鹿、そんな状態で戦ってたのかよ！」


「大丈夫です。システム結界『全ミてクをヴ覆エうク者ス』で幽幻種の現在位置を特定できてます。あとは制限時間内に倒たおしきるだけ」


　鈍にび色いろの大おお鎌がまを右みぎ肩かたにかつぎ、彼女は気き丈じように微笑んでみせた。





「幽幻種３５０７個体を感知。


　不完全神性機関イリス、これより１１０秒以内に敵勢力を殲せん滅めつします」





　輝く鎌を携たずさえてイリスが駆かける。


　飛びかかってくる何十という個体を超ちよう人じん的な反射と判断力で回避し、幽幻種がもっとも密集した地点まで一気に突とつ入にゆう。


「対神破は壊かいシステム『その運命に牙剝く者アマデウス』起動、出力２パーセントで展開────」


　イリスを中心に生まれる光の円えん環かん。一瞬で半径数百メートル規模まで拡張した光の結界が、幽幻種が発動しようとしていた魔笛を一瞬で浄化する。


「いきます」


　大鎌の一ひと薙なぎで、その結界内にいた全すべての幽幻種が吹ふき飛んだ。


「……信じられない。あれでもう機き神しんかそれ以上の出力が……まだ２パーセント？」


　たった数秒で百個体以上を一度に消し去った一撃に、隣となりに立つミカエルが言葉を失った。当然だ、つい数分前まで俺らは数体の幽幻種相手に全ぜん滅めつ寸前だったんだから。


「っ！　だめ、イーちゃん右後ろ！」


　そんな中、突とつ然ぜんにシィが悲鳴を上げた。イリスの立つ場所から数メートル高い位置の展示場、そこに音もなく幽幻種が迫っていた。


　真正面の大群を相手取るイリスからは死角。


「イリス！」


　今のあいつがそう簡単に倒れるとは思えないけれど、背後から強きよう襲しゆうを受ければ防ぼう御ぎよにだって手間取るはずだ。二分という制約を考えれば大おお幅はばな時間のロスになる。


「イーちゃん！」


「──遠えん距きよ離りに魔笛の放射を感知。迎げい撃げき装そう甲こう『ubinis-r-delis ment織りなす忘却の欠片たち』を構築開始」


　イリスが左手に握る銃じゆうの銃把グリツプ。


　そこから銀色の筋が伸び、宝石さながらの真っ青な合金がその細い線を覆うように銃身を形成していく。それはイリス本人よりも巨大な対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフル。


「銀単子を核かくに固定し、外がい殻かくにセラミック装そう甲こうをコーティング。破壊限界を５０００倍に設定します。全工程完かん了りようまであと二秒」


「原子転移からの組成配列変へん換かん？　帝てい国こくの大型加速器でもないと不可能なはずなのに、あんなことまで……」


　イリスの生みだした対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフルにミカエルが目を見開いた。それも当然、人類の叡えい智ちと技術を集結してようやくできるかどうかの現象をあんな簡単に。


「全行程完了、迎げい撃げきへと移行します」


　全方位から突とつ進しんしてくる幽幻種を大鎌で一いつ掃そうし、左手の大口径銃を背後へと向ける彼女。


　人間なら大人三人がかりでやっと運べるような代しろ物ものをああも軽々か、おそらくは膂りよ力りよくも半はん端ぱないまでに強化されてるんだろう。


「狙そ撃げき」


　リィィィッッッッ──まるで鈴すず鳴なりのように清せい涼りような音がフロアに響ひびく。緋ひ色いろの光の軌き跡せきを描えがいて無数の弾だん丸がんが放たれ、狙い違たがわず背後の幽幻種を撃うちぬいた。


「すごぉ……今、イーちゃん後ろの相手見てなかったのに。な、なななぎ先せん輩ぱい！　すごいですよ、これなら……これならあたしたちも生……生きて帰れ……」


「シィ、泣くのは早はえぇよ」


　涙なみだ声ごえでうわずるシィの肩かたに手をおいて励はげます一方で、俺は。


「……イリス、本当に大丈夫なのか」


「え？　でも凄すごいですよ。二分どころかもっと早く全滅させちゃうかも！」


　だから、それがおかしいんだよ。


　アイツが強制エラー起こすって言ったなら強制エラーで行動不能になるのは間違いないんだ。問題なのは制限時間。イリスが言った二分ていう時間の方だ。


「ミカエル、あの勢いで倒していくと何秒で全滅できるか演算できるか」


「ほぼ確実に78秒から85秒の間ですわね。それ以上遅おそくなることはないでしょう」


「……妥だ当とうな時間か」


　アイツが宣言したのは１１０秒。


　だけど実際は90秒、つまり一分半を切るような速度で倒しにかかってる。まるで焦あせっているように見えないか？


「まさかっ！」


　たった一つだけ思い浮うかんだ可能性。いや、アレしか考えられない。


「シィとミカエルはここにいろ！」


　持っていた銃剣ガンウエポンを床ゆかに放ほうり投げる。そして。


「なぎ先輩！」


「凪、あなた何を──!?」


　二人の制止を振ふりきって、俺はイリスの戦うホール中央部へと全力で駆けだした。


　ああ、そうだよ。


　てめぇはそういう奴だったよな。


「──ふっ」


　イリスの銃じゆう弾だんに撃ちぬかれた壁かべ際ぎわの３体が消しよう滅めつ。残るはイリスの正面に立つ一体だ。


「最後の一体！　イーちゃん頑張っ…………イーちゃん？」


　勝利を確信していたはずのシィの声が疑問調へと急変した。


　銃を構えたイリスが突然に動きを停止し、最後の一体に大鎌を振り上げたまま振り下ろすこともできずに震ふるえだしたのだ。


「……っ……あ…………ぁ……？………………」


　やっぱりだ。イリス、お前って奴は。


　最初から強制エラーまで１１０秒も保たないって知ってたんだな？


　だけどそんなこと言ったら俺たちが不安がる。だからせめて二分てごまかして、だけど戦せん闘とうそのものは90秒以内に終わらせて一件落着って魂こん胆たんだったんだろ？


　けれど強制エラーはイリスの予想よりも、すなわち幽幻種を倒しきるよりも早くやってきた。


「……見ちゃいられねぇな」


　だけど──


　そんな状じよう況きようでなお、俺はなんだか無む性しように嬉うれしくて仕方なかった。





〝お前は……お前なんだよな〟





　あいつは結局のところ何も変わってない。


　機き神しんなのか不完全神性機関なのか訳のわからないものになってたとしても、結局のところイリスはイリスのままで、根っこの部分では神性機関どころか真性ドジッ子で、自分の強制エラーまでの時間まで計り間違える奴だ。


　──そして何より、あいつが戦ってるのも世界中で俺一人のためってのがな。


　人ひ類との総軍事力より強大な力を手にしていながらだぜ？　これが人間なら自分が世界の支配者になるなんてベタな真ま似ねしでかしてもおかしくないのに、……なのにあいつは、俺みたいな平へい凡ぼんな学生の家メ政イ婦ドロボのままでいようとしてる。


「見ちゃいられねぇよ、このダ家メ政イ婦ドが！」


　上等。ああ上等じゃねぇか。


　お前が不完全神性機関とかになって、俺のために幽ゆう幻げん種しゆと戦うってんなら止めはしねぇよ。それがお前の決意だってんなら誰だれにも反対させない。


　だがよ──


　戦って戦って、それで今みたくヘバりたい時もあるってんなら……俺を頼たよれ！


　お前がどうしようもなく辛つらくなった時は、弱音を吐はけ。そしたらどんな時どんな事態だって、お前の使し役えき者たる俺がなんとかしてやるよ。


「…………っ……ぐ……」


　頭を押さえてよろめくイリスの手から大鎌が滑すべり落ちる。


「イリスさん!?」


　ミカエルの絶ぜつ叫きように呼応するかのように、最後の一体となった幽幻種が少女へと迫せまる。


「イーちゃん、前！　前！」


「……っ……！」


　顔を苦く悶もんの表情にゆがめながらも銃を構えようとするイリス。


　だが遅い。持ちあげかけた銃すら幽幻種の伸のばした腕うでに弾はじかれて、無防備となった少女に向かって濃こ紫むらさき色いろの怪かい物ぶつが────





「うちの家メ政イ婦ドに手ぇ出すんじゃねぇよ黒毛玉」





　消滅した。


　俺の振るったイリスの大おお鎌がまに真っ二つに切断されて。


「ぐっ……はっ、なんだよこのクソ重い鎌。肩かた脱だつ臼きゆうするところだったじゃねえか」


　カラン──振り下ろした鎌を床に放り投げ、俺は長い長い溜ため息いきをついた。


　痛つうっ。後先構わずイリスの武器拾って使ってみたけど、やっぱ人間が使うような代物じゃねぇんだよな。


「……凪？」


「よおダ家メ政イ婦ド。やっぱ言わんこっちゃなかったな」


「そ、そんなこと──────あ──────」


　ふらりとイリスの身体からだがくずおれる。そのまま硬かたい床に背中からたたきつけられるところを、すんでのところで俺は彼女の手を取って抱だき上げた。


「だけどまあ、お前にしちゃ上出来だったぜ？」


「…………」


「その、なんだ……ゆっくり休んでろ？　とか言えばいいのか？」


　すると銀ぎん髪ぱつの少女は、俺の顔を見てクスッと笑って、


「そんな恰かつ好こうつけた台詞せりふは凪に似合いません」


「はぁ？」


「顔、真っ赤ですよ」


　そう言って、目を閉じたまま動かなくなった。


　……強制スリープモードか。ＡＩにも影えい響きよう出ただろうし、機き械かい水すい晶しようの負担も一時的に増大しただろうから当然だよな。


「ま、でも本当にすげぇよお前。……ありがとうな」


　お前のおかげで、俺らはどうにか生きのびられたらしい。


　不完全神性機関。たぶん禁断水晶の力をそのまま使える機神て感じなんだろう。だとしたらこいつはひょっとして、本気で人類の最終兵器そのものなんじゃないのか？


「お前が人類おれらの希望ねぇ」


「────」


　目を閉じて眠ねむる機械少女から返事はない。当たり前だけど。


　でもその口元が、ほんの少しだけ微笑ほほえんでるように見えるのは、きっと見まちがえではないんだろう。


「人類の希望もいいけどよ、その前に家メ政イ婦ドの仕事も上達してくれっての」


　うわ……しかし重っ。


　人型機械体アンドロイドが重いってのだけは禁断水晶にもどうにもできないんだな。そんなことを考えつつも、俺はシィとミカエルの二人が待つ通路へ歩きだした。


　イリスを──


　我が家の大事な家メ政イ婦ドロボを背中に背負って。




　　After Phase『────』







　風の生まれる地。


　帝てい国こくの領土をはるか南に下った渓けい谷こくにそびえ立つ古い教会。長年の風雨によって屋根も壁かべも崩くずれ落ち、今では礼拝に通う者もいないという。


「紗しや砂さ様、紗砂様どこですか？　ここにいらっしゃるのでしょう？」


「…………」


　古びた教会の大聖堂で、『彼女』は名前を呼ばれてふり返った。触ふれただけで折れそうな肢し体たいの、まだ十代中なか頃ごろにも達していないであろう少女だった。


「……なに？」


「緊きん急きゆう報告です。たった数分前、帝国領第三ポートの東側ゲートに侵しん攻こうしていた幽幻種の勢力がほんの数分で消滅したとの情報が！」


　自分の給仕役である巫み女こ見習いが声を張り叫さけぶのに対し、


「知ってる」


　やれやれ、今さらそんな報告か──溜息にも似た吐と息いきをこぼして彼女は頷うなずいた。


「全部知ってる。一部始終をここで視みてたから。それで？」


「え、ええと。聖都の大司教が仰おつしやるには帝国で新たな機き神しん……それも相当に強力な機神が生まれた可能性が高いとのことでした。最有望と噂うわさされていた『Heckt Magnaヘケト・マグナ【剣けん帝てい】』にかわって覇は権けん戦争の帝国代表に出場指名エントリーするおそれもあるという話です」


「機神なんて可愛かわいいものじゃない」


「え？」


「なんでもない。今の私の呟つぶやきは忘れなさい」


　どうせ誰に言ってもわかるまい。あの鉱山で生まれたアレがどれだけ強力な存在かなんて、エルマリア神教界このくにの誰に話したって理解されるわけがない。


「それだけ？」


「い、いえ。もう一点……その覇権戦争ですが、西の武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの出場代表が『ツァリ』に正式決定したと武ぶ宮きゆうの高官から連れん絡らくがありました」


　北の帝国、西の武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くに、そして南のエルマリア神教界。


　幽幻種との全面戦争に向け、世界の三大国が極ごく秘ひに準備を進めているのが覇権戦争だ。三大国による代表戦。これに勝利した国が残る二国を統率し、幽幻種との戦いの指揮権を握にぎる。いわば救世主ならぬ救世国を決定する戦いといったところだろう。


「ご存じのとおり武ぶ宮きゆうのツァリと言えば──」


「無礼者」


　再び、侍じ女じよが言い終わるのを待たずに紗砂はその言葉を断たちきった。


「私に説法は要いらない。すぐにあなたの持ち場に帰りなさい」


「か、かしこまりました」


　さっと身をひるがえした侍女が大聖堂から足早に去っていく。


　その姿が完全に消えるのを確かく認にんして──


「武ぶ宮きゆうの代表がツァリ、まずは予想通り。となると当面の不確定因子は、やっぱり帝国のあの二人」


　紗砂・エンデンス・凜りん・ケール──


　覇権戦争のエルマリア神教界代表者は、しばしその場に立ちつくしていた。





「機神イリスと凪なぎ。……あなたたちは、私の計画にどんな影響を与あたえるの？」




　　Epilogue







「凪なぎ！　凪はどこだ！」


　真夏の陽光が殺人的な暑さで降りそそぐ真昼時。


　そんな暑さも気にせず俺がつかの間の昼ひる寝ねに勤いそしんでるところを、誰かに肩かたを勢いよく揺ゆさぶられた。


「お前、真っ昼間から何をしている！」


「……何って、昼休みだから俺が寝ねてたって文句ないだろ」


　寝ぼけ半分の眼をこすって顔を上げれば、そこには予想どおり我がクラスの評議委員。っていいんちょ、なんで君はこんな暑いのに防ぼう弾だんチョッキと防弾ヘルメットおまけにガスマスクなんて重装備してるんですかね？


「……いいんちょだよな。ガスマスクのせいで顔わかんねーけど」


「シュコー、シュコー」


「いや言葉わからねえし。てかさっきまで普ふ通つうに喋しやべれただろうが」


「うむ。しかしフル装備となるとやはり暑いな。おまけに重い」


　ガスマスクを外すいいんちょ。思ったとおり額からは滝たきのような汗あせ、ぶ厚い眼鏡も汗と蒸気で曇くもりきっている状態だ。


「さあこい。午後の講義は訓練だ、早く着き替がえて校庭に集合しろ」


「え？　いや今日の訓練は普通のマラソンだし」


「そんなことはない。マラソンとて全力を尽つくさねば見えぬ境地があるはずだ！」


　防弾チョッキに覆おおわれた厚い胸むな板いたをドンと叩たたいて意気込む評議委員。


　あーこれは、またいいんちょが真面目バカをこじらせたか。


「凪、俺は……一昨日おとといの遠足で自分がいかに小さい男かを実感した！　隔壁フアイア・ウオールに籠こもっていただけの俺たちは、まだまだ幽ゆう幻げん種しゆに立ち向かう実力が欠けている。これはすなわち、日々の訓練でさらに精しよう進じんせよという教訓に違ちがいない！　違うか？」


「知るかよ。つぅか俺もシィもミカエルも戦ってたし」


　でも、そうなんだよな。あまりに忙いそがしかったせいで時間感覚が狂くるってるけど、鉱山の遠足からまだ二日しか経たっていないんだ。


「いいんちょはいいよな、大変なの全部俺らに任せっぱなしだもん」


「ば、ばか！　隔壁フアイア・ウオールの中に隠かくれてて周りの音が聞こえなかっただけだ！」


　幽幻種が全ぜん滅めつしてすぐ判明したことだ。


　あれだけの幽幻種に襲おそわれておきながら、最初に見つかった俺たちが死にものぐるいで抵てい抗こうしたことで幽幻種の注目を集め、他小部屋ブロツクはほとんど無視されてたらしい。


　……ひどい話だ。


　……要は俺たちの小部屋ブロツクだけが必死こいて戦ってたんだから。


「そのとおりですわ！」


　高らかに声を上げたのは、教室の真ん中らへんで話しこんでいたミカエルだ。


「わたくしの活かつ躍やくを皆みなにも見せたかったですわ。迫せまり来る幽幻種をわたくしの機関銃マシンガンで次から次へと倒たおしつつ、敵の魔ま笛てきを華か麗れいなステップでかわして──」


「あ、ミカさんずるいです。それならあたしだって！」


　物静かに一部始終を聞いていたシィがぴょこんと跳はねる。


「ふむ、つまりは要約するとミカエルとシィそしてイリスさんが活躍して、男の凪がただ一人隅すみっこでこそこそしていたと」


「……いろいろ言いたいことはあるけど、面めん倒どうくさいからそれでいい」


　最後の一体を倒したのは俺──なんて言う気はさらさら無くて、俺の方は正直まだ一昨日のできごとが夢みたいな印象だった。


　中央ホールの防犯カメラは幽幻種の魔笛を浴びて全ぜん壊かい。


　右う流りゆう先生に説明したって「イリスが幽幻種三千体余りを一人で殲せん滅めつしました」なんて信じてもらえるわけもなく、ミカエルの助言でようやく納なつ得とくしてもらえたんだ。……くそ、俺が何十回言っても信じてくれないのにミカエルのは信じるんだもんな。


「ところでイリスさんはどうした。彼女だけ自宅で養生中か？」


　むしろ外傷ならイリスだけがノーダメージなんですけどね。


「イリスなら起きてるけど、まだシステム調整中な」


「そうか。機き神しんになったというイリスさんのお姿、ぜひ拝見したいと思っていたんだが」


　そう言ってなぜか高性能カメラを取りだす評議委員。


　……誰だれか助けて。俺の知ってるいいんちょが盗とう撮さつ魔まみたいになってきました。


「この変態め」


「なっ!?　ち、違うぞ凪。俺はただ純じゆん粋すいに機神というものに興味があってだな！」


　機神じゃなくて不完全神しん性せい機関な。


　というツッコミは心の中に留とどめておいた。先生やクラスメイトには機神という方がわかりやすいだろうし、何より俺がまだ理解しきれてない部分もあるからだ。


「機神……まさかわたくしのクラスからそんな大層なものが現れるなんて。今回の件だって幽幻種の大群を殲滅したわけですし、帝国司令部もどんな反応を見せるのやら」


　神しん妙みような顔つきで腕うで組ぐみするミカエル。


「はっ！　そうですわ！　イリスさんはわたくしのクラスメイト、ならばイリスさんの功績＝イコールクラスリーダーたるわたくしの功績も同然ということに!?」


「ねえよ。お前のＡＩ魔笛に浸しん食しよくされてるんじゃね？」


　とまあ、そんな感じで俺や教室のみんなは無事だった。


「あとイリスも元気だぜ？　今日は朝から家メ政イ婦ドの仕事頑がん張ばりますって言ってたし」


「凪！　凪はどこですか！」


「そうそうこんな感じで、何かあるごとに俺の名前をだな…………」


　……ん、今の声は。


　悪い予感がする。そんな俺の直感を裏付けるように、教室の機械扉とびらがみしみしと鈍にぶい音を立てながら強制的にこじ開けられていく光景が。


「凪、見つけましたよ！」


　さらさらの銀ぎん髪ぱつをなびかせて、安物のシャツの上に俺のお古エプロンを着こなした少女が勢いよく教室に飛びこんできた。


「お前、まだシステム不良だから学校休むって」


「そんなの気合いで直しました！」


「だーかーらぁぁぁぁ機械のくせに気合いとか曖あい昧まいな言葉使うんじゃねぇよ！」


「それより凪、聞いてください。私ね、すごい素す敵てきな発見しちゃいました。お皿を綺き麗れいに洗う方法なんですけど」


　もじもじとエプロンの裾すそをつまんだり離はなしたり。よほど嬉うれしいのか、今こうしていても彼女の方は笑えみがこぼれてニヤニヤ顔だ。


　しかし皿？　そういや前に、初めて皿を割らずに拭ふけたって言ってきたっけ。


「はい。一枚一枚お皿を洗うんじゃなくて、まとめて洗せん濯たく機きに入れちゃえばいいんです。すごーいですよ、重ねれば一度に二十枚も入っちゃいました！」


「…………洗濯機だと？」


「ふふ、凪そんな声も出ないくらい驚おどろいちゃって。どう、すごいでしょう？　言っておきますがコレは私の発見ですからね。でも凪がどうしてもっていうなら、私のこの素晴らしい発見を──」


「あほかぁぁぁぁっっっ、どう見ても洗濯機の中で粉々になるだろうが！」


「え？　そ、そんなことないですよ！　何事もやってみなくちゃ……」


「見なくてもわかる！　いいか、絶対やるなよ！」


「…………」


　おい、なんだその沈ちん黙もく。なぜ目を合わせない。


「残念ですが、既すでに洗濯機は動きだしてます」


「やっぱりかあああああっっ！　くそ、待ってろ我が家の皿たち、今すぐ助けてやる！」


「あ。凪どこへ!?」


「家に決まってんだろ！　くそ、おい禁きん断だん水すい晶しようてめぇどこにいやがる！　あれ以来イこリいスつのダ家メ政イ婦ドっぷりがますますひどくなった気がするぞちくしょう！」


「凪、凪待って！」


「うるせぇ、お前の方こそ御ご主人様についてきやがれ！」


　鞄かばんを片手に、俺は教室の扉目がけて駆かけだして。


「私に無断で早退しようとはいい度胸だな」


「ぐはぁっ!?」


　数歩と走らぬうちに襟えり元もとを摑つかまれて、ぽいっとゴミでも捨てるように教室の隅まで放ほうり投げられた。


「……右流先生、痛い」


「受け身もとれないお前が悪い。それはさておき凪、お前宛あてに電報フアツクスだ」


　四つ折りに畳たたんだ用紙を胸元から取りだし、先生がそれを指先で弾はじいて投げてくる。


　俺に電報フアツクス？　しかもわざわざ学校経由でか？


「電報フアツクスですか？　凪、家メ政イ婦ドロボとして私も見ておくべきだと思います」


「気になるな。凪、評議委員である俺にも見せるべきだ」


「当然クラスリーダーたるわたくしも拝見しますわ」


「あ、あたしも……」


「わーかったわかった！　だから落ちつけお前ら。言っておくが中身に期待すんなよ。どうせ滞たい納のうしてる電気代の催さい告こくかイリスの服の請せい求きゆう書しよなんだから」


　後ろに四人の視線を感じつつ用紙を開いていく。


　うわ、しかも高価な上質装そう飾しよくの電子署名つきか。いったい誰だ？　ご丁てい寧ねいにこんな値の張る豪ごう華か電報フアツクスを送ってきた奴やつは。


　そう思って差出人の名前へと目をやって。


　…………


「……帝てい国こく……司令部…………？」


　俺と後ろの四人は、しばし息すら止めてその差出人の名を見つめていた。






　　あとがき







　突然ですが、この物語はノンフィクション（史実）です。


　女の子の姿をした家メ政イ婦ドロボが人類の命運を賭かけて戦うのも、そんな家メ政イ婦ドロボの主あるじが軍学校アカデミーの落ちぶれ少年というのも全すべては史実。


　ええ、本当です。ただ、ちょっとだけ未来の史実なのかもしれないけれど。





　さておき、初めまして細さざ音ね啓けいと申します。


　お初の方はもちろん、別シリーズ等から継けい続ぞくして読んでくださっている方も、本著を手にとっていただきありがとうございます。


『不完全神しん性せい機関イリス』いかがでしたでしょうか。


　自分にとっては実に二年以上空あけての新作なので、実はこうしてあとがき書いてても滝たき汗あせを流してるくらい緊きん張ちようしてます。……ああ、お腹なか痛くなってきた。





　今回の主要モチーフは『機メ械カ』。


　機械というとメタリックで無機質というのが一般的なイメージですが、逆に思いきり有機的な方向へ舵かじを取り、『機械なのに機械ぽくない』路線を突つっ走ってみるのも面おも白しろいかなと思い、そうして完成したのが今作です。


　物語の開始早々に人類全滅の危機という崖がけっぷちの世界観と真逆に、そうした緊張感をあえて台無しにしてくれる底抜けの脳天気さのダメ家メ政イ婦ドロボがいて、そのおかげで主人公がいつも頭を抱かかえてる──そんな雰囲気が伝わるようになっていれば幸いです。


　まあ、何事もメリハリが大事だということで。楽しいところは楽しく、シリアスなところはシリアスに描いていければなと思っています。


　しかし今回はあとがき３ページなんですよね。


　もう少し余裕があれば著者近況なんかも書きたいのだけど、なにぶんシリーズ第１巻なので書きたいことが色々あって……





　ひとまず、ここで関係各位に謝辞を。


　まずは『イリス』の企画の初期の初期から支えてくださった前担当Ｋさん。


　さらには本格的な立ち上げから原稿の完成までを担当してくださった新担当Ｓ氏、荒あら削けずりな原稿をここまでご指導くださって本当にありがとうございます。


　そして美び麗れいなイラストで本作を彩いろどってくださったカスカベアキラ先生。


　どうか、今後とも力強い後押しをよろしくお願いいたします。







◆次回の予定？




　一応、２０１２年の６月くらいに次巻を出せるよう作業中です。少しお待たせしますが、作品の質を大事に大事に、頑張っていければと思っています。


　※ちなみに、もしお時間ある方は、細音の別作品である『エデン』シリーズはいかがでしょう。手にとってくださると細音や担当Ｓ氏が喜びます（笑）。





　ではでは、容量一いつ杯ぱいゆえ今日はここまでとさせていただきます。


　最後にあらためて──本作を手にとってくださった全ての方に心から謝辞を。そして願わくばまた、『不完全神性機関イリス２』でお会いできますように。





　２０１１年　11月下旬




細音　啓




　ブログ：http://sazane.exblog.jp/




不ふ完かん全ぜん神しん性せい機き関かんイリス


１５４cmの最さい終しゆう兵へい器き





細さざ音ね　啓けい
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